
2022 第42号

高精細診療をサポート

SRP・形成・修復・インプラント・
根管治療等、幅広い臨床をサポー
ト。拡大鏡併用も可能です。

ネクストビジョン

ワンアクションで高画質高倍率の拡大映像
デジタルビジョンシステム

最高倍率80倍。
臨床の幅が広がる圧倒的な高画質。
デジタルマイクロスコープ「ネクストビジョン」

全国のヨシダショールームで

体感会実施中！！ 詳細は最寄りのヨシダ営業所へお問合せ下さい。

保険適用機器 手術用顕微鏡として保険適用可能です。
（施設基準に係わる届出が必要です。）

新たなマイクロスコープのかたち「ネクストビジョン」を
ぜひ先生ご自身で体感してください。
新たなマイクロスコープのかたち「ネクストビジョン」を

高精細診療をサポート

SRP・形成・修復・インプラント・
根管治療等、幅広い臨床をサポー
拡大鏡併用も可能です。

臨床の幅が広がる圧倒的な高画質。
デジタルマイクロスコープ「ネクストビジョン」

20x

40x

8x

80x

新型コロナウィルス対策として、個別・予約制を取らせて頂きます。

ネクストビジョンのラインナップが増えました。
フロアスタンド型（キャスタータイプ）／フロアマウント型（床固定タイプ）／ユニットマウント型

商品詳細はこちら

販売名：ネクストビジョン
一般的名称：手術用顕微鏡／可搬型手術用顕微鏡／歯科用口腔内カメラ
届出番号：13B1X00133000079（一般 特管 設置）
製造販売元：株式会社吉田製作所 東京都墨田区江東橋1-3-6

東京都台東区上野 7-6-9　ユニット･歯科材料･滅菌器のお問い合わせ 0800-170-5541 https://www.yoshida-dental.co.jp発売元：
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会員の皆様には 2022 年をお健やかにお迎えになり、ご健勝にてお過ごしのことと

お慶び申し上げます。平素は同窓会活動に際しまして多大なるご支援ご協力を賜り、

厚く御礼申し上げます。

さて、我が国において新型コロナウイルス感染症が最初に発生してから2年以上

が経ちますが、我が国の未知の感染症に対する平時からの政策の遅れによる国民の

不安が免れません。これを機に日本政府も国家の危機管理としてしっかり取り組んで

欲しいものです。

本部同窓会は昨年の 4月1日から第 16 期執行部となり、不肖私が前期に引き続き

会長を仰せつかっております。私にとりまして会長職は 3 期目でありますが、初心に

かえり本会と母校の発展のために努めて参りたいと存じます。どうぞよろしくお願いい

たします。

私は14 期の会長を仰せつかった時、会員の皆様に 5つのお約束をしております。

1つが収支バランスの均衡、2つが会員サービスの強化、3つが大学との連携強化、

4つが同窓会の対外的地位の向上、5つが人材の育成であり、この5つの約束を成

し遂げることが本会の目的である「会員相互の親睦、並びに福祉の増進を図るとと

もに、明海大学の発展に寄与し、あわせて歯学向上につとめることとする」を達成

できると、今まで役員一同、一途に会務を執行して参りました。今、これまでを振り

返ってみますと、本会会報誌、定例代議員会などでご報告申し上げています様にしっ

かりと結果を出すことが出来ました。

これらは、偏に会員の皆様方のご理解とご協力の賜物と感謝いたしております。

第 16 期の執行部をお預かりした今期は、これまでの5つのお約束を念頭に特に

ご挨拶

明海大学歯学部同窓会

会長　中村　睦夫
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会員サービスの強化と大学との連携の強化に力を入れて執行をして参りたいと進めて

いるところです。しかしながら、今期も新型コロナウイルス感染症の影響で事業計画

を滞りなく実行していくことが難しく、会員の皆様方に申し訳なく思いますが、役員

一同、英知を結集し感染防止に努めながら対応しているところです。

昨年の 4月からはホームページをリニューアルし、会員の皆様が同窓会に目をお向

けいただくように情報発信をさせていただいております。定例代議員会や理事会のご

報告、学術講演がご視聴できる体制、執行部の活動報告、支部だよりなどホーム

ページ運営委員会で協議を重ねながらSNSを含めご興味をお持ちいただくよう努め

ております。ぜひご覧いただきご意見を頂戴できれば幸いであります。

また、大学との連携強化の一環として5 学年で行われていますホワイトコートセレ

モニー（白衣授与式）に協力させていただいております。来年度は保健医療学部口

腔保健学科のホワイトコートセレモニーにも協力していくことを検討しています。これ

らのことは、本会の将来の発展に繋がりますし、会員サービスに繋がると確信してお

ります。

同窓会誌 41号に掲載しています浦安キャンパス同窓会との会長対談の中で「両同

窓会が連携し“ALL明海”で母校が永遠に輝ける大学であり続けるよう協力していく

こと、そこに大きな意義がある」と語り合っています。現在、両同窓会は定期的に合

同協議会を開催しながら、もし、歯学部が浦安キャンパスに移転されれば両同窓会

が一体となって母校を応援でき、その結果、母校は未来を見据えた素晴らしい大学

として発展していくことは間違いないと話し合っているところです。

同窓会の発展は会員皆様のご支援とご協力なしでは望めません。私は会員の皆様

からお預かりしている貴重な会費を愚直に会員サービスとして還元し、本会と運命共

同体である母校の発展のために充てさせていただくことを第一にと考えながら執行さ

せていただいております。ご理解を賜りたいと存じます。

最後になりましたが、会誌を発刊するにあたりご寄稿していただいた方 、々ご編纂

にご尽力をいただいた方々に感謝申し上げますとともに、本会が創立 50 年に向けて

大きく飛躍発展できますよう会員皆様方は勿論のこと、各方面の皆様方の従来にまさ

るご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
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明
海
大
学
歯
学
部
同
窓
生

よ
り
初
め
て
県
歯
科
医
師
会

の
会
長
誕
生
と
い
う
朗
報
が

入
り
、
広
報
部
と
し
て
は
何
と

か
取
材
で
き
れ
ば
と
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
会
務
で
多
忙
の

中
、
又
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

で
非
常
事
態
宣
言
下
に
も
か

か
わ
ら
ず
快
く
お
受
け
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
度
重
な
る
非
常
事
態
宣
言
発

出
の
為
、
何
回
か
取
材
を
断
念

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
強
行
い

た
し
ま
し
た
。
取
材
当
日
は
、

感
染
予
防
の
為
、
2
回
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
、
P
C
R
検
査
を

受
け
（
陰
性
）、
日
帰
り
で
沖

縄
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
沖
縄
県
支
部
の
仲
里
雅
則

先
生
（
10
期
）
に
も
御
同
行
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
又
、
今
期
よ
り
沖
縄
県
歯
科

医
師
会
専
務
理
事
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
渡
慶
次
彰
先
生（
12
期
・

同
窓
会
沖
縄
県
支
部
長
）
も
御

同
席
さ
れ
ま
し
た
。

紹介

［特集］

notable Docter人 米須 敦子 先生
（12 期卒）

沖縄県歯科医師会 新会長

沖縄県歯科医師会応接室にて
左より、池田（10期）・米須会長（12期）・渡慶次専務理事（12期）・仲里先生（10期）

同窓会初の県歯科医師会会長
全国初の県歯科医師会女性会長
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住
ま
い
、
ク
ラ
ブ
活
動
と
か
？

　
住
ま
い
は
、
川
角
で
し
た
。
と
言
っ
て

も
大
学
に
一
番
近
い
ア
パ
ー
ト
で
す
。
大

家
さ
ん
は
エ
ン
ジ
ェ
ル
の
弁
当
屋
さ
ん
で

す
。
通
学
は
徒
歩
1
分
で
し
た
？
か
な
？

（
笑
）
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
弓
道
部
で
す
。
当

時
大
学
に
練
習
場
が
無
か
っ
た
為
、
電
車

で
若
葉
駅
へ
行
き
、
駅
か
ら
弓
道
練
習
場

へ
は
部
員
に
ピ
ス
ト
ン
送
迎
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
食
事
は
自
炊
や
、
ク
ラ
ブ
の

帰
り
に
仲
間
や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
食
事
に

行
き
ま
し
た
。

あ
れ
ば
何
か
学
生
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

教
え
て
く
だ
さ
い
？

　
人
生
一
度
の
大
遅
刻
は
大
学
1
年
の
学

祭
（
け
や
き
祭
）
の
時
で
し
た
。

　
前
夜
、
自
動
車
部
の
城
歯
祭
名
物
『
ナ

イ
ト
ラ
リ
ー
』
を
先
輩
と
朝
方
ま
で
見
学

に
行
き
、
肝
心
の
弓
道
部
の
出
店
に
大
遅

刻
、
住
ま
い
が
大
学
の
す
ぐ
横
で
し
た
の

で
「
ド
ン
ド
ン
ド
ン
」
窓
越
し
に
起
こ
さ

れ
て
弓
道
着
に
着
替
え
て
学
校
に
行
っ
た

こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
あ
れ
以

来
、
目
覚
ま
し
が
鳴
る
前
に
起
き
て
し
ま

う
習
慣
が
付
き
ま
し
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
総
合
歯
科
の
実
習
は
当
時

非
常
に
厳
し
い
と
巷
で
噂
の
あ
っ
た
『
豊
田

達
昭
先
生
』
が
担
当
で
地
獄
と
言
わ
れ
ま
し

た
。豊
田
先
生
は
厳
し
く
て
有
名
で
し
た
が
、

非
常
に
温
か
く
、
私
た
ち
に
毎
晩
遅
く
ま
で

付
き
合
っ
て
補
綴
の
深
さ
と
面
白
さ
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
臨
床
実
地
グ
ル
ー
プ

一
丸
と
な
っ
て
徹
夜
で
技
工
操
作
を
行
っ
た

り
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
を
し
た
結
果
、
結
束
が

出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
お
付
き
合
い
い
た
だ

い
た
豊
田
先
生
を
囲
む
会
『
豊
田
会
』
が
出

来
ま
し
た
。
私
の
歯
科
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と

な
り
ま
し
た
。

　
臨
床
実
習
は
、
無
我
夢
中
で
し
た
。
学
生

が
患
者
さ
ん
を
直
接
総
合
歯
科
で
治
療
で
き

た
最
後
の
学
年
で
す
。
今
で
も
そ
の
経
験
は

貴
重
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

広
報
部
は
学
生
時
代
の
懐
か
し
い
お
店
や

場
所
を
取
材
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
卒
業

生
の
皆
さ
ん
に
好
評
も
得
て
い
ま
す
。
先

生
の
記
憶
の
中
に
懐
か
し
い
お
店
と
か
場

所
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
？

　
佐
賀
屋
さ
ん
の
唐
揚
げ
定
食
、
幸
楽
さ

ん
の
レ
タ
ス
の
乗
っ
た
焼
肉
チ
ャ
ー
ハ
ン

は
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
と

沖
縄
で
は
、
メ
ン
チ
カ
ツ
を
食
べ
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
大
学
の
学
食
で
食
べ
た

メ
ン
チ
カ
ツ
は
衝
撃
的
で
し
た
。

弓道場での練習風景（手前から3人目が米須先生）

弓道部の新入生歓迎コンパ（当時1年生）

『豊田会』　豊田先生を囲む会

卒業写真撮影　顧問の南直臣教授と弓道部の同学年

ま
ず
学
生
時
代
を

振
り
返
って
ど
う
で
す
か
？

臨床着姿の米須先生
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大
学
卒
業
後
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
ま
し
た

か
？

　
卒
業
後
、
当
時
は
バ
ブ
ル
真
只
中
で
し

た
。
女
性
歯
科
医
師
の
求
人
が
少
な
く
、

就
活
に
遅
れ
た
た
め
な
か
な
か
厳
し
い
状

況
で
し
た
。「
女
医
さ
ん
？
」
っ
て
面
接
も

し
て
い
た
だ
く
こ
と
な
く
帰
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
結
局
、
現
明
海
大
学
学
長
の
安
井
先
生

に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
八
王
子
市
の
同
窓

の
先
生
の
「
牛
久
保
歯
科
診
療
所
」
で
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
順
一
先
生
、
喜
一

院
長
そ
し
て
、
経
子
マ
マ
先
生
に
、
非
常

に
良
く
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。
経
子
先
生
に
い
た
だ
い
た
「
あ
な
た

を
生
ん
で
く
だ
さ
っ
た
ご
両
親
に
感
謝
す

る
わ
」
の
言
葉
は
今
で
も
私
の
心
の
金
メ

ダ
ル
で
す
。

　
そ
し
て
沖
縄
に
帰
り
、
平
成
3
年
6
月

に
沖
縄
県
沖
縄
市
松
本
に
て
米
須
歯
科
医

院
を
開
設
し
ま
し
た
。

私
も
、
淡
路
島
と
沖
縄
の
よ
う
に
島
国
で

す
が
、
そ
れ
故
に
縦
横
の
つ
な
が
り
も
強

い
と
思
い
ま
す
が
、
明
海
大
学
歯
学
部
同

窓
会
の
沖
縄
県
支
部
は
ど
う
で
す
か
？

先
輩
方
は
や
さ
し
い
で
す
か
？

　
沖
縄
に
戻
っ
た
当
時
、〝
か
り
ゆ
し
塾
〟

と
い
う
明
海
大
学
同
窓
会
が
毎
月
開
催
さ

れ
、
20
人
前
後
の
先
生
方
が
集
ま
り
ま
し

た
。
私
も
毎
月
楽
し
み
で
参
加
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
不
定
期
の
開
催
で
す
。

　
今
回
の
会
長
選
挙
で
、
渡
慶
次
支
部
長

（
12
期
・
沖
縄
県
）
は
じ
め
多
く
の
同
窓
生

の
先
生
方
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
。
本

当
に
同
窓
会
に
は
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

会
長
選
挙
の
際
、
さ
ら
に
会
務
を
遂
行
す

る
に
つ
れ
同
窓
の
先
生
方
の
歯
科
医
師
会

に
お
け
る
信
用
度
を
強
く
感
じ
ま
す
。

　「
西
太
平
洋
地
域
の
拠
点
と
し
て
の
沖
縄

に
こ
だ
わ
り
、
国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
ペ

リ
オ
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
最
新
の
情
報
を

交
換
、
共
有
す
る
と
と
も
に
、
学
術
的
に

謝恩会（東京全日空ホテル） 南教授と弓道部の仲間たち 卒業式 ３年生クラスコンパ（中央・新井浩一助教授）

卒業にあたっての南教授からのメッセージ文

Club WESPIC
 （West Pacific Perio Implant Center）

卒
後
か
ら
開
業
さ
れ
る
ま
で

沖
縄
に
帰
ら
れ
開
業
さ
れ
て
か
ら
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歯
科
界
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」、
金
城

清
一
郎
先
生
の
元
発
足
し
、
仲
里
正
則
先

生
（
10
期
）・
川
畑
剛
先
生
（
11
期
）・
神

谷
茂
先
生
（
15
期
）・
米
須
敦
子
先
生
（
12

期
）
は
、
11
名
の
フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
発
足
当
時
か
ら
参
加
し
て
い

ま
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
ア
メ
リ
カ
で
の

研
修
や
学
会
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
赤
坂

会
（
寺
西
邦
彦
先
生
主
催
）
と
の
合
同
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
丹
羽
祐
子
先
生
（
10
期
）
に

東
洋
医
学
の
実
践
を
レ
ク
チ
ャ
ー
い
た
だ

き
ま
し
た
。

沖
縄
県
中
部
地
区
歯
科
医
師
会
の
理
事
に

な
ら
れ
、
現
在
の
沖
縄
県
歯
科
医
師
会
の

会
長
と
な
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
米
須

先
生
自
身
こ
の
大
学
卒
後
34
年
振
り
返
っ

て
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

　
地
区
の
広
報
担
当
理
事
を
は
じ
め
に
、

県
歯
の
広
報
担
当
理
事
、
広
報
担
当
常
務

理
事
、
専
務
理
事
そ
し
て
地
域
保
健
担
当

兼
任
副
会
長
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
多
く
の
経
験
を
今
後
の
会
長
職
に

活
か
せ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
役
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
委

員
の
先
生
方
と
一
緒
に
〝
歯
科
医
師
会
の

一
会
員
〟
と
し
て
役
員
と
し
て
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　
県
内
の
ス
タ
デ
ィ
ー
グ
ル
ー
プ
に
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
県
内
外
を
始
め
海

外
の
研
修
会
や
学
会
に
も
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
、〝
多
く
の
仲
間
〟
が
で
き
た
こ
と

も
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
参
議
院
議
員
比
嘉
奈
津
美
先
生
の
選
挙

応
援
で
す
。
高
校
の
先
輩
、
友
人
の
お
姉

さ
ん
で
も
あ
り
、
本
当
の
姉
の
よ
う
な
存

在
の
比
嘉
奈
津
美
先
生
で
す
。
　

　
衆
議
院
議
員
の
最
初
の
選
挙
か
ら
す
べ

て
の
選
挙
を
身
近
で
応
援
し
て
き
ま
し
た
。

嬉
し
涙
、
悔
し
涙
．
悲
喜
こ
も
ご
も
。
今

回
の
繰
り
上
げ
当
選
本
当
に
良
か
っ
た
で

す
が
、
次
期
は
選
挙
の
当
日
に
送
り
出
し

た
い
で
す
。

　
現
参
議
院
の
比
嘉
奈
津
美
先
生
が
主
催

す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
す
。
美
し
い
日
本
語
を
話
す
通
訳

の
方
々
や
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
も
一
緒
に

な
っ
て
沖
縄
か
ら
持
ち
込
ん
だ
器
具
で

行
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
、「
現
地
に
迷
惑
を
か
け
な
い
」「
や
り

残
さ
な
い
」「
や
り
す
ぎ
な
い
」
が
重
要

と
肝
に
銘
じ
葛
藤
し
な
が
ら
行
っ
て
い
ま

し
た
。
各
学
校
で
大
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し

た
。
教
室
の
机
を
並
べ
て
自
然
光
の
み
簡

易
L
E
D
ラ
イ
ト
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

今
ま
で
も
役
員
を
さ
れ
大
変
忙
し
か
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
県
歯
会
長
と
も
な
れ
ば
、

今
ま
で
以
上
に
診
療
時
間
内
の
仕
事
も
多

く
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
普
段

の
診
療
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？
代
診
の
先
生
と
か
お
ら
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　
診
療
は
、
一
般
歯
科
を
中
心
に
矯
正
歯

科
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
、
訪
問
歯
科
診

療
も
行
っ
て
い
ま
す
。
代
診
の
先
生
は
お

り
ま
せ
ん
。
私
と
歯
科
衛
生
士
３
名
に
受

付
助
手
４
名
と
診
療
し
て
い
ま
す
。
県
歯

会
長
と
し
て
週
に
３
～
5
日
、
歯
科
医
師

会
館
に
出
務
し
ま
す
。
時
に
は
２
往
復
の

時
も
あ
り
ま
す
が
、
渡
慶
次
専
務
理
事

（
12
期
）
は
じ
め
、
屋
嘉
副
会
長
、
真
喜
屋

常
務
理
事
、
古
堅
常
務
理
事
は
じ
め
各
理

事
の
先
生
方
、
委
員
の
先
生
方
が
積
極
的

松本勝利先生(12期)に
沖縄でご講演頂いた後の懇親会

カンボジア王国での
ボランティア活動カンボジア王国

沖縄県デンタルミーテイング
（右より、高橋日歯連盟会長・米須先生・

比嘉奈津美先生）

歯
科
医
師
会
の
役
員
に
なって
か
ら

県
歯
会
長
に
な
ら
れ
て
か
ら
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に
会
務
を
遂
行
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

の
で
、
一
緒
に
考
え
、
事
業
を
進
め
て
い

け
る
こ
と
に
感
謝
す
る
毎
日
で
す
。

　
又
、
優
秀
な
小
禄
事
務
局
長
に
は
こ
れ

ま
で
も
、
ま
た
こ
れ
ま
で
以
上
に
支
え
て

い
た
だ
き
職
員
の
働
き
方
改
革
も
す
す
め

て
い
ま
す
。

　
道
は
険
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
歯
科
医

師
会
は
健
全
な
学
術
団
体
で
あ
り
同
職
の

共
済
の
念
を
持
っ
た
団
体
で
す
。
中
長
期

的
な
目
標
を
立
て
『
や
る
た
め
に
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
？ 

今
、
そ
し
て
今
後
ど
の
よ

う
な
ス
タ
ン
ス
で
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
か

考
え
る
』
組
織
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
優
秀
な
役
員
が
揃
い
ま
し
た
の
で

一
歩
一
歩
進
め
て
い
ま
す
。

　〝
歯
科
医
師
会
会
長
〟
は
非
常
に
大
き
な

役
職
で
す
が
、
常
に
一
臨
床
家
と
し
て
、
学

術
団
体
の
長
と
し
て
、
職
域
の
共
済
の
精
神

を
も
っ
て
次
世
代
の
歯
科
医
師
へ
の
継
承
を

行
う
大
切
な
時
期
と
感
じ
て
い
ま
す
。
女
性

の
参
画
が
促
さ
れ
る
こ
と
無
く
、
適
材
適

所
に
性
差
・
年
齢
関
係
な
く
参
画
で
き
る
社

会
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は

女
性
の
歯
学
部
入
学
者
数
も
約
半
数
と
い
う

声
を
聴
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
執
行
部
の
特
徴
は
、「
よ
り
迅
速
に
・
問

題
点
を
分
析
し
中
長
期
的
に
視
野
を
広
げ

対
応
す
る
こ
と
」
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

休
日
は
、
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま

す
か
？

　
趣
味
は
ゴ
ル
フ
で
す
。
専
務
理
事
の
こ

ろ
か
ら
ラ
ウ
ン
ド
数
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、

可
能
な
限
り
会
員
の
先
生
方
や
友
人
と
プ

レ
イ
を
し
て
い
ま
す
。
ス
コ
ア
は
百
獣
の

王（
１
１
０
）な
の
で
す
が
、テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ

ト
結
構
飛
ぶ
ほ
う
な
の
で
白
（
フ
ロ
ン
ト

テ
ィ
ー
）
か
ら
み
ん
な
と
一
緒
に
プ
レ
イ

し
て
い
ま
す
。ゴ
ル
フ
は
、グ
リ
ー
ン
の
芝
、

沖
縄
の
青
い
空
の
も
と
、
多
世
代
の
多
く

の
先
生
方
と
も
知
り
合
い
に
な
る
こ
と
が

で
き
本
当
に
楽
し
い
で
す
。

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
蔓
延
し
て
い

ま
す
が
、
変
わ
っ
た
事
は
あ
り
ま
す
か
？

　
昨
年
社
会
が
一
変
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
感
染
症
に
強
い
診
療
科
と
し
て
の
歯
科

医
療
は
、
よ
り
国
民
の
医
療
と
し
て
認
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
有

難
い
こ
と
に
訪
問
診
療
も
感
染
対
策
を

し
っ
か
り
行
い
な
が
ら
施
設
の
理
解
の
元

続
け
て
い
ま
す
。
陽
性
者
や
回
復
後
の
患

者
さ
ん
の
治
療
を
す
る
経
験
も
し
ま
し
た
。

Phase

に
よ
り
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
施
設
の
職

員
と
一
緒
に
受
け
結
果
待
ち
の
休
診
も
経

験
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
事
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
経
験
し
た
こ
と
を
し
っ
か
り
学
習
し
な

が
ら
前
に
進
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
神
谷
茂
先
生
（
15
期
）
と
一
緒
に
、
沖

縄
県
歯
科
医
医
師
会
の
「D

O

チ
ェ
ッ
ク
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
用
い
て
、
事
業
所
向
け
の

オ
ン
ラ
イ
ン
歯
科
保
健
指
導
を
行
っ
て
い

る
写
真
で
す
。

先
生
の
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

わ
た
し
は
、
歯
科
診
療
が
大
好
き
で
す
。

〝
生
き
て
い
る
〟
と
感
じ
る
『
食
べ
る
』『
話

す
』『
笑
う
』
事
に
直
結
す
る
診
療
科
で
仕

事
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
す
る
毎
日
で
す
。

一
生
『
ミ
ー
ハ
ー
』
で
『
日
進
月
歩
』
す

る
歯
科
界
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
の
後
輩
に
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
お

願
い
し
ま
す
？

　
一
生
『
変
化
』
に
富
ん
だ
『
ワ
ク
ワ
ク

す
る
』
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
学
び
続
け

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
お
金
で

自
分
に
投
資
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。す
べ
て
自
分
の
宝
に
な
り
ま
す
。「
歯

科
」は「
総
合
力
」が
大
切
な
診
療
科
で
す
。

超
高
齢
時
代
に
対
応
す
る
皆
さ
ん
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

新沖縄県歯科医師会役員
同窓の先生が三人頑張っていただいています。感謝する毎日です

【 会 長 】
【専務理事】
【常務理事】
【 監 事 】

米須 敦子先生（12期）　前列中央
渡慶 彰先生（12期）　前列左から２番目
真喜屋 睦子先生（14期）　前列左端
津嘉山 一先生（8期）　後列右から2番目

最
後
に

沖縄国際ゴルフ倶楽部
DGAゴルフコンペ

コロナ禍での
オンライン歯科保健指導
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国
生
み
神
話
の
浪
漫
が
漂
う
神
秘
の
島

淡
路
島

古
事
記
・
日
本
書
紀
に
よ
る
と
、
最
初
に
誕
生
し
た
と
記
さ
れ

る
『
お
の
こ
ろ
島
』。

お
の
こ
ろ
島
で
夫
婦
と
な
っ
た
伊
弉
諾
（
い
ざ
な
ぎ
）
尊
・
伊

弉
冉
（
い
ざ
な
み
）
尊
の
二
柱
の
神
は
、
日
本
列
島
の
島
を
次
々

に
生
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
中
で
最
初
に
生
ま
れ
た
島
が
淡
路
島

で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

淡
路
島
に
は
、
日
本
の
は
じ
ま
り
の
時
を
刻
ん
だ
、
国
生
み
神

話
ゆ
か
り
の
場
所
が
数
多
く
存
在
し
、
訪
れ
る
人
々
を
悠
久
の
彼

方
へ
と
誘
い
ま
す
。

国
生
み
に
始
ま
る
す
べ
て
の
神
功
を
遂
げ
た
伊
弉
諾
尊
が
、
余

生
を
過
ご
し
た
住
居
後
に
建
て
ら
れ
た
日
本
最
古
の
神
社
と
伝
え

ら
れ
る
『
伊
弉
諾
神
宮
』
の
ほ
か
、お
の
こ
ろ
島
だ
と
さ
れ
る
『
お

の
こ
ろ
島
神
社
』『
絵
島
』『
沼
島
』
な
ど
、
淡
路
島
に
は
神
話
ロ

マ
ン
が
漂
っ
て
い
ま
す
。

■ 

伊
弉
諾（
い
ざ
な
ぎ
）神
宮

淡
路
島
に
あ
る
伊
弉
諾
神
宮
は
、
日
本
最
古
の
神
社
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
に
祀
ら
れ
て
い
る
伊
弉
諾
尊
（
イ
ザ
ナ
ギ
）
と
伊
弉
冉

尊
（
イ
ザ
ナ
ミ
）
の
二
神
は
、『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
の

冒
頭
の
「
国
生
み
神
話
」
で
、
夫
婦
の
契
り
を
結
び
、
日
本
を
生

ん
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

  樹
齢
約
９
０
０
年
の
夫
婦
大
楠
は
、
元
は
二
株
の
も
の
が
、
結
合
し

て
一
株
に
成
長
し
た
と
い
う
珍
樹
で
、
伊
弉
諾
大
神
・
伊
弉
冉
大
神
の

神
霊
の
宿
る
御
神
木
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

お
の
こ
ろ
島
神
社

 

　
　
　
　
　 

古
事
記
・
日
本
書
紀
に
よ
れ
ば
、神
代
の
昔
国
土
創
世
の
時
『
伊

弉
諾
命
』『
伊
弉
冉
命
』
の
二
神
に
よ
り
創
ら
れ
た
　
日
本
発
祥
、

国
生
み
の
聖
地
、
そ
れ
が
『
自
凝
（
お
の
こ
ろ
）
島
神
社
』
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

支
部

自
慢

1 0期  池田  亮

兵 庫 県 支 部

夫婦大楠（めおとおおくす）

伊弉諾神宮

おのころ島神社

おのころ島神社の大鳥居

淡
路
島
の
紹
介
（
見
ど
こ
ろ
）
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こ
こ
の
鳥
居
は
平
安
神
宮
及
び
厳
島
神
社
と
並
び
「
日
本
三
大

鳥
居
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■ 

絵
島

 

淡
路
島
の
北
端
に
浮
か

ぶ
島
で
、
国
生
み
神
話
に

登
場
す
る
「
お
の
こ
ろ
島
」

伝
承
地
の
一
つ
で
す
。
海

人
（
あ
ま
）
が
活
躍
し
た

明
石
海
峡
を
背
景
に
、
長

年
の
風
波
に
洗
わ
れ
描
き

出
さ
れ
た
造
形
美
が
お
の

こ
ろ
島
に
見
立
て
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■ 

沼
島
の
お
の
こ
ろ
神
社
・
上
立
神
岩

 

　
　
　 

お
の
こ
ろ
神
社
は
、
沼
島
の
小
高
い
丘
の
上
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
山
全
体
が
「
お
の
こ
ろ
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
御
神
体
山
で
、
国

生
み
神
話
ゆ
か
り
の
神
社
で
す
。

沼
島
に
あ
る
上
立
神
岩
は
、
矛
先
の
よ
う
な
形
を
し
た
沼
島
の

シ
ン
ボ
ル
の
岩
で
す
。
こ
の
岩
は
高
さ
が
30
ｍ
で
国
生
み
神
話
の

『
天
の
御
柱
』
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

四
季
折
々
に
咲
く
花
々

自
然
に
恵
ま
れ
た
観
光
地

御
食
国
と
し
て
知
ら
れ
る

豊
か
な
食
の
宝
庫

淡
路
島

御
食
国
（
み
け
つ
く
に
）
と
は
、
日
本
古
代
か
ら
平
安
時
代
ま

で
皇
室
・
朝
廷
に
海
水
産
物
を
中
心
と
し
た
御
食
料
を
貢
い
だ
国

の
こ
と
で
す
。
若
狭
、
志
摩
と
並
び
、
多
く
の
食
材
に
恵
ま
れ
た

淡
路
島
も
ま
た
、
古
く
か
ら
朝
廷
に
数
々
の
食
材
を
納
め
て
き
ま

し
た
。
朝
廷
か
ら
の
お
墨
付
き
を
頂
い
て
い
た
淡
路
島
の
食
材
。

大
地
の
恵
み
が
も
た
ら
し
た
四
季
折
々
の
味
わ
い
の
島
グ
ル
メ
、

淡
路
島
の
豊
か
な
自
然
や
花
々
を
淡
路
島
の
四
季
を
通
じ
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

淡
路
島
の
春

八
木
の
し
だ
れ
梅

 

　 八
木
の
し
だ
れ
梅
（
村
上
邸
）
樹
齢
70
年
を
優
に
超
え
る
古
樹

で
す
。
大
き
さ
は
、
高
さ
８
m
、
幅
12
m
超
、
幹
周
り
２
m
弱

に
も
な
り
ま
す
。
淡
路
島
の
筆
頭
で
あ
ろ
う
荘
厳
な
１
本
の
枝
垂

れ
梅
で
す
。

満
開
時
期
を
迎
え
る
の
は
、
例
年
２
月
中
旬
か
ら
２
月
下
旬
ま

で
の
約
１
週
間
前
後
で
す
。

三
熊
山
・
洲
本
城
跡
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

 　室
町
時
代
に
安
宅
氏
が
築
城
。
後
に
入
城
し
た
脇
坂
安
治
が
本

格
的
に
築
き
、
西
日
本
最
大
級
の
要
塞
と
よ
ば
れ
た
。
壮
大
な
石

垣
が
残
っ
て
お
り
、
本
丸
に
あ
る
天
守
閣
を
模
し
た
展
望
台
か
ら

望
む
洲
本
市
街
地
や
大
阪
湾
、
紀
淡
海
峡
は
絶
景
で
す
。

明
石
海
峡
公
園
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

 

　 「
海
辺
の
園
遊
空
間
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
国
営
公
園
で
、

四
季
折
々
の
花
風
景
が
観
賞
で
き
ま
す
。
特
に
春
の
　
チ
ュ
ー 展望台からの景観

三熊山洲本城跡

上立神岩

自疑（おのころ）神社

八木のしだれ梅（村上邸）
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リ
ッ
プ
は
関
西
最
大
級
と
し
て
有
名
で
す
。
大
阪
湾
や
紀
淡
海

峡
を
望
む
立
地
か
ら
、
多
彩
な
眺
望
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
、
大
型

複
合
遊
具
や
広
大
な
芝
生
広
場
、
子
ど
も
の
遊
び
場
も
充
実
し

て
い
ま
す
。

季
節
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
年
中
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
鳴
門
橋
と
鳴
門
海
峡
の
渦
潮

 

　 大
鳴
門
橋
は
、
淡
路
島
の
福
良
と
四
国
徳
島
県
鳴
門
市
を
結
ぶ
、

う
ず
潮
で
有
名
な
鳴
門
海
峡
を
渡
る
全
長
1
6
2
9
ｍ
の
つ
り

橋
で
す
。

鳴
門
海
峡
の
渦
潮
は
、
特
に
春
と
秋
の
大
潮
時
に
は
、
直
径
20

ｍ
に
も
な
る
大
渦
が
出
現
し
ま
す
。
こ
の
大
迫
力
の
大
渦
を
観
ら

れ
る
の
は
、
世
界
中
で
鳴
門
海
峡
だ
け
で
す
。

写
真
の
う
ず
し
お
ク
ル
ー
ズ
船
は
、
淡
路
島
の
南
あ
わ
じ
市
福

良
港
か
ら
出
船
し
て
い
ま
す
。

小
女
子（
い
か
な
ご
）漁

（
く
ぎ
煮
・
釜
揚
げ
・
ち
り
め
ん
）

 

瀬
戸
内
の
春
の
風
物
詩
で
あ
る
イ
カ
ナ
ゴ
漁
は
、
３
月
～
４
月

に
か
け
て
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。

し
か
し
、
悲
し
い
こ
と
に
こ
こ
数
年
、
い
か
な
ご
漁
の
不
漁
が

続
い
て
い
ま
す
。

淡
路
島
で
は
、
イ
カ
ナ
ゴ
の
中
で
も
特
に
小
さ
い
も
の
を
「
コ

ナ
」
と
呼
び
重
宝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
コ
ナ
」
を
原
料
に
し
た

く
ぎ
煮
は
特
に
有
名
で
す
。 

水
揚
げ
さ
れ
た
イ
カ
ナ
ゴ
を
釜
茹

で
し
海
辺
で
天
日
干
し
に
す
る
様
子
は
、
淡
路
島
の
春
の
訪
れ
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。

し
ら
す
漁（
生
し
ら
す
丼
・
釜
揚
げ
丼
）

 

　 い
か
な
ご
漁
が
禁
漁
に
な
る
と
、
し
ら
す
漁
が
始
ま
り
ま
す
。

し
ら
す
（
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
稚
魚
）
の
全
国
1
位
の
水
揚
げ

量
は
兵
庫
県
で
す
。
明
石
海
峡
で
泳
ぐ
良
質
な
し
ら
す
を
た
く
さ

ん
獲
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
淡

路
島
は
12
月
～
3
月
ま
で
禁

漁
）　
　
　

『
生
し
ら
す
丼
』
は
、
宝
石

の
よ
う
に
透
き
通
っ
た
綺
麗
な

身
と
、
甘
さ
と
ほ
ろ
苦
さ
が
舌

の
上
で
絡
み
合
う
よ
う
に
繊
細

な
味
が
特
徴
で
す
。

『
釜
揚
げ
丼
』
は
、
ふ
っ
く

ら
と
柔
ら
か
く
甘
み
が
増
し
超

美
味
し
い
で
す
。
地
元
の
人
は

こ
ち
ら
を
好
み
ま
す
。

釜
揚
げ
し
た
し
ら
す
を
浜
辺

で
天
日
干
し
し
た
も
の
が
、
ち

り
め
ん
じ
ゃ
こ
で
す
。
乾
燥
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
旨
味

が
凝
縮
さ
れ
と
て
も
美
味
し
い

で
す
。
毎
朝
の
食
卓
に
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

淡
路
島
の
新
わ
か
め

淡
路
島
は
、
明
石
海
峡
・
鳴
門
海
峡
・
紀
淡
海
峡
の
三
つ
の
海

峡
に
囲
ま
れ
、
そ
の
豊
か
な
潮
流
で
育
ま
れ
た
わ
か
め
は
肉
厚
で

色
も
鮮
や
か
で
す
。
新
わ
か
め
の
時
期
に
な
る
と
、
素
潜
り
漁
の

漁
師
さ
ん
に
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
た
い
で
す
。
う
ど
ん
や
味

噌
汁
に
入
れ
て
も
よ
し
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
し
て
食
べ
て
も
よ
し
、

歯
ご
た
え
最
高
で
す
。

生しらす丼しらすの釜揚げ丼

チューリップ畑

淡路島国営明石海峡公園

鳴門海峡の渦潮とクルーズ船

大鳴門橋

我が家のいかなご三色丼

いかなご漁

ちりめん

釘煮（くぎ煮）

釜揚げ
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淡
路
島
の
た
ま
ね
ぎ（
極
早
生
・
早
生
・
晩
生
）

  

　 

『
淡
路
島
と
い
え
ば
、
た
ま
ね
ぎ
』
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
全
国
で

も
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
有
名
だ
と
思
い
ま
す
。

温
暖
な
気
候
の
淡
路
島
は
、
日
照
時
間
が
長
い
た
め
、
玉
ね
ぎ

づ
く
り
に
最
適
な
環
境
で
す
。
ま
た
、
土
壌
に
は
玉
ね
ぎ
の
辛
み

を
少
な
く
す
る
と
言
わ
れ
る
海
の
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
が
豊
富
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

淡
路
玉
ね
ぎ
の
大
き
な
特
徴
は
、「
甘
い
・
や
わ
ら
か
い
・
辛

く
な
い
」
で
す
。
一
般
的
な
玉
ね
ぎ
の
糖
度
が
約
5
度
で
あ
る
の

に
対
し
、
淡
路
島
産
の
糖
度
は
約
9
～
10
度
と
高
い
糖
度
を
示
し

た
そ
う
で
す
。
果
肉
が
柔
ら
か
く
、
心
地
よ
い
歯
ご
た
え
を
味
わ

え
ま
す
。
特
に
極
早
生
と
早
生
は
辛
さ
の
元
と
な
る
ピ
ル
ビ
ン
酸

が
少
な
く
、
一
般
的
な
玉
ね
ぎ
よ
り
も
辛
み
が
強
く
な
い
た
め
、

サ
ラ
ダ
な
ど
の
生
食
に
は
極
早
生
・
早
生
が
お
す
す
め
で
す
。

オ
ニ
オ
ン
ス
ラ
イ
ス
は
、
水
で
さ
ら
さ
な
い
で
、
空
気
で
さ
ら

し
て
食
べ
て
く
だ
さ
い
ね
。

た
ま
ね
ぎ
は
、
い
つ
収
穫
さ
れ
た
か
に
よ
っ
て
極
早
生
（
２
～

4
月
）・
早
生
（
4
・
5
月
）・
晩
生
（
6
・
7
月
）
の
3
種
類
に

分
類
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
に
よ
っ
て
糖
度

や
特
徴
も
異
な
り
ま
す
。

〈
チ
ン
タ
マ
ポ
ン
〉

新
タ
マ
ネ
ギ（
極
早
生
・
早
生
）

に
切
れ
目
を
入
れ
、
ラ
ッ
プ
し

て
レ
ン
ジ
で
チ
ン
♪ 

ポ
ン
酢
を

か
け
て
召
し
上
が
れ
。

簡
単
に
調
理
で
き
ま
す
。
淡

路
島
の
新
玉
ね
ぎ
、
め
っ
ち
ゃ

甘
く
て
美
味
し
い
で
す
よ
。

淡
路
島
の
夏

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘

 

　 淡
路
島
に
は
、
コ
ア
ラ
が
い
ま
す
。
ち
ょ
こ
っ
と
自
慢
で
す
。

自
然
い
っ
ぱ
い
の
農
業
公
園
「
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
丘
」
に
コ
ア
ラ
が
い
ま
す
。

四
季
折
々
の
花
の
鑑
賞
、
ワ
ラ
ビ
ー
・
う
さ
ぎ
・
ひ
つ
じ
な
ど

の
小
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
や
パ
ン
作
り
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

作
り
な
ど
手
作
り
体
験
教
室
、
ク
ラ
フ
ト
体
験
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
い
ち
ご
、
玉
ね
ぎ
、
大
根
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
収
穫
時
期
に
合

わ
せ
て
農
作
物
の
収
穫
体
験
が
で
き
、
一
日
ゆ
っ
た
り
遊
べ
ま
す
。

成
ヶ
島
の
ハ
マ
ボ
ウ

 

瀬
戸
内
海
国
立
公
園
・
成
ヶ
島
（
な
る
が
し
ま
）
は
淡
路
島
の

南
東
部
に
あ
る
島
で
、
そ
の
美
し
い
景
観
は
約
２
・
５
㎞
に
お
よ

ぶ
細
長
い
砂
洲
が
あ
る
こ
と
か
ら『
淡
路
橋
立
』と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

 

砂
洲
に
は
、希
少
海
浜
植
物
の
『
ハ
マ
ボ
ウ
』
の
群
落
の
ほ
か
、

多
種
多
様
の
希
少
植
物
が
自
生
し
て
お
り
、
自
然
の
宝
庫
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ハマボウ （７月～８月頃）

成ヶ島展望台より

コアラ

イングランドの丘のひまわり

晩生（おくて）

新玉ねぎ 極早生・早生（わせ）

新わかめのしゃぶしゃぶ

天然の新わかめ
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石
田
の
棚
田

　 
　 

淡
路
島
の
北
西
エ
リ
ア
の
海
岸
近
く
に
広
が
る
棚
田
。
棚
田
と

は
、
限
ら
れ
た
土
地
と
傾
斜
を
利
用
し
、
階
段
状
に
つ
く
ら
れ
た

水
田
の
こ
と
。
淡
路
島
に
多
く
点
在
す
る
棚
田
の
な
か
で
、
最
も

美
し
い
風
景
を
望
め
る
と
評
判
の
石
田
地
区
。
6
月
中
旬
に
田
植

え
の
た
め
に
水
が
張
ら
れ
、
夕
暮
れ
時
に
播
磨
灘
に
沈
む
太
陽
が

反
射
し
、
勾
配
の
あ
る
農
道
の
頂
上
付
近
か
ら
美
し
い
景
色
を
望

め
る
こ
と
で
有
名
で
す
。

大
浜
公
園
　
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

 

淡
路
島
の
夏
と
い
え
ば
、
や
っ
ぱ
り
海
。
綺
麗
な
透
き
と
お
っ

た
海
、
青
い
空
、
太
陽
、
気
分
も
爽
快
で
す
。

夏
の
週
末
に
は
老
若
男
女
が
集
ま
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
し
な
が

ら
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
、
ウ
エ
イ
ク
、
マ
ー
ブ
ル
、
S
U
P
し
た

り
と
淡
路
島
の
夏
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
　（
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡

大
で
こ
こ
2
年
は
自
粛
中
で
す
） 

　 

パ
ラ
セ
ー
リ
ン
グ
は
、
ど
な
た
で
も
簡
単
に
空
の
散
歩
が
楽
し

め
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
す
。
上
空
50
m
か
ら
眺
め
る
3
6
0

度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
は
圧
巻
の
一
言
で
す
。
淡
路
島
の
空
や
海
と
の

一
体
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
非
日
常
の
最
高
の
癒
や
し
が
体

験
で
き
ま
す
。

淡
路
島
ま
つ
り
　（
阿
波
踊
り
・
花
火
大
会
）

 

　
　 

淡
路
島
を
代
表
す
る
夏
ま
つ
り
で
す
。
期
間
中
は
島
内
外
か
ら

の
多
く
の
観
客
で
賑
わ
い
ま
す
。
初
日
と
２
日
目
は
「
お
ど
り
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
３
日
目
に
は
「
花
火
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

お
ど
り
大
会
で
は
、
洲
本
市
内
の
特
設
会
場
で
阿
波
踊
り
や
創
作

ダ
ン
ス
等
の
演
舞
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

「
花
火
大
会
」
で
は
、
連
続
で
打
ち
上
げ
ら
れ
る
ス
タ
ー
マ
イ

ン
や
海
面
す
れ
す
れ
で
花
開
く
海
上
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
、
多
彩

な
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

大
浜
海
水
浴
場
の
砂
浜
に
座
っ
て
間
近
に
見
る
花
火
は
迫
力
満

点
で
最
高
で
す
。

（
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
為
中
止
と
な
り
ま

し
た
）阿

万
海
岸
の
海
ほ
た
る

  

　
　
　
　
　 

阿
万
海
水
浴
場
は
淡
路
島
の
南
に
位
置
し
、
透
き
と
お
る
よ
う

な
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
の
海
、
広
々
と
し
た
な
め
ら
か
な
白
い
砂
浜
で

南
国
ム
ー
ド
漂
う
オ
シ
ャ
レ
な
ビ
ー
チ
で
す
。

海
ホ
タ
ル
の
夜
に
海
岸
で
青
く
光
る
幻
想
的
な
風
景
。
海
ホ
タ

ル
は
、
山
の
ホ
タ
ル
と
は
違
い
体
長
３
㎜
ほ
ど
の
甲
殻
類
で
す
。

水
質
が
き
れ
い
で
砂
地
に
し
か
生
息
し
な
い
の
で
淡
路
島
の
中
で

も
生
息
地
が
限
ら
れ
ま
す
が
こ
こ
阿
万
海
岸
で
は
た
く
さ
ん
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
、
山
ホ
タ
ル
の
よ
う
に
自
然
に
光
り
ま
せ
ん
。
海
ほ
た
る

は
外
部
か
ら
の
刺
激
に
反
応
し
て
発
行
物
質
を
分
泌
す
る
た
め

『
海
ホ
タ
ル
観
賞
ツ
ア
ー
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
時
期
は
、
４
月

頃
か
ら
９
月
頃
ま
で
で
す
。

SUP

マリンジェット

ビッグマーブル

ウェイクボードパラセーリング

大浜海水浴場・水中花火

阿波おどり・総踊り
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諭
鶴
羽
ダ
ム
の
山
ホ
タ
ル

     淡
路
島
で
山
ホ
タ
ル
と
い
え
ば
こ
こ
諭
鶴
羽
ダ
ム
。
綺
麗
な
水

が
流
れ
て
い
る
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
が
密
集
し
て
い
ま

す
。
一
斉
に
黄
色
に
発
光
し
な
が
ら
止
ま
っ
た
り
舞
っ
た
り
す

る
姿
は
自
然
が
生
み
出
す
神
秘
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ホ
タ
ル

は
、「
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
」
で
す
。
体
長
15
㎜
で
日
本
最
大
の
蛍
で
す
。

６
月
上
旬
、
梅
雨
の
晴
れ
間
の
日
の
19
時
半
～
21
時
ご
ろ
に
ホ
タ

ル
の
乱
舞
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

他
に
は
、成
相
ダ
ム
（
南
あ
わ
じ
市
）
や
鮎
屋
の
滝
（
洲
本
市
）

で
も
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
す
。

諭
鶴
羽
ダ
ム
の
周
辺
に
は
、
約
8
0
0
本
も
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
春
に
は
、
桜
の
名
所
と
し
て
多
く
の
人

が
お
花
見
を
楽
し
み
ま
す
。

鮎
屋
の
滝

洲
本
市
の
鮎
屋
ダ
ム
の
下
流
約
6
0
0
ｍ
に
あ
る
、落
差
14・5

ｍ
の
滝
で
す
。
歩
い
て
近
く
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
、
間
近
で
流

れ
落
ち
る
滝
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
周
囲
は
激
し
い

水
音
に
包
ま
れ
、
ひ

ん
や
り
と
涼
し
く
神

聖
な
気
配
を
漂
わ
せ

て
い
ま
す
。
夏
に
な

る
と
ホ
タ
ル
が
飛
び

交
い
、
秋
に
は
紅
葉

が
滝
に
映
え
る
な
ど

四
季
折
々
の
美
し
い

自
然
を
思
う
存
分
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。沼

島
の
鱧（
ハ
モ
）

    

　 

た
っ
ぷ
り
と
脂
が
乗
っ
た
肉
厚
の
黄
金
鱧
は
見
事
な
黄
金
色
。

身
の
旨
み
と
脂
乗
り
も
抜
群
で
味
わ
い
も
濃
厚
。

沼
島
の
鱧
は
、
頭
が
小
さ
く
胴
太
で
皮
が
薄
く
程
よ
く
脂
が
の

り
、
肉
質
が
非
常
に
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
も
延
縄
で
丁
寧
に
獲
る
た
め
傷
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
美

人
を
表
す
「
べ
っ
ぴ

ん
鱧
」
と
言
わ
れ
ま

す
。 古

く
か
ら
京
料
理

に
お
い
て
も
沼
島
の

鱧
が
重
宝
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
大
阪
の
天

神
祭
に
は
最
高
値
と

な
り
ま
す
。

活
き
鱧
の
湯
引
き
は
絶
品
、
鱧
の
天
麩
羅
や
フ
ラ
イ
も
美
味
し

い
で
す
。
甘
味
た
っ
ぷ
り
の
淡
路
の
玉
ね
ぎ
と
鱧
の
相
性
は
抜
群

で
ハ
モ
す
き
鍋
は
最
高
で
す
。
ハ
モ
す
き
鍋
の
〆
に
は
、
淡
路
手

延
べ
そ
う
め
ん
を
入
れ
た
鱧
そ
う
め
ん
や
鱧
の
子
入
り
の
雑
炊
で

い
た
だ
き
ま
す
。
鱧
の
旬
は
梅
雨
か
ら
8
月
初
旬
頃
で
す
。

淡
路
島
由
良
の
赤
う
に

 

日
本
一
と
評
さ
れ
る
産
地
「
淡
路
島
・
由
良
」
の
赤
う
に
。

（
7
月
中
旬
～
9
月
下
旬
）

雑
味
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
旨
み
と
甘
味
が
あ
っ
て
大
変
美
味
な

赤
う
に
で
す
が
、
昔
か
ら
良
質
な
魚
介
類
が
水
揚
げ
さ
れ
る
事
で

べっぴん鱧

ハモすき鍋の〆

湯引き

海ホタル

阿万海水浴場

うに板

赤うに

山ホタルの舞

諭鶴羽ダム（春）
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有
名
な
淡
路
島
・
由
良
沖
で
獲
れ
た
も
の
は
別
格
。
こ
の
海
域
の

海
草
や
藻
を
食
べ
て
育
つ
た
め
、
さ
ら
に
甘
み
が
強
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
夏
場
に
獲
れ
る
赤
う
に
は
、
京
阪
神
は
も

と
よ
り
東
京
市
場
で
も
圧
倒
的
な
ブ
ラ
ン
ド
力
を
誇
り
ま
す
。

淡
路
島
手
延
べ
そ
う
め
ん

   素
麺
作
り
に
適
し
た
気
候
風
土
の
お
か
げ
で
、
明
治
中
頃
に
は

製
麺
業
は
漁
業
者
の
冬
場
の
副
業
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
素
麺

の
機
械
化
を
受
け
入
れ
ず
、
全
国
的
に
も
め
ず
ら
し
い
古
式
伝
統

の
「
手
延
べ
」
を
守
り
続
け
る
こ
と
で
、
素
麺
本
来
の
味
・
コ
シ
・

の
ど
ご
し
を
、
今
で
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

明
石
だ
こ（
真
ダ
コ
）

  

　「明
石
だ
こ
」
の
旨
味
は
、
明
石
海
峡
の
激
し
い
潮
流
と
餌
が

豊
富
な
漁
場
で
漁
獲
さ
れ
た
マ
ダ
コ
で
す
。

特
に
、
梅
雨
の
こ
ろ
か
ら
7
月
下
旬
の
時
期
は
「
麦
わ
ら
だ
こ
」

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
産
卵
に
向
け
て
体
力
と
栄
養
を
蓄
え
よ
う
と

活
発
に
餌
を
と
り
、
歯
ご
た
え
が
あ
り
な
が
ら
、
柔
ら
か
く
、
甘

み
が
あ
り
、
か
み
し
め
る
ほ
ど
に
味
が
出
ま
す
。 

ゆ
で
た
て
の

熱
々
の
タ
コ
の
足
は
絶
品
で
す
。

「
明
石
だ
こ
」
は
刺
身
、
や
わ
ら
か
煮
、
酢
の
物
、
ぶ
つ
切
り
、

天
ぷ
ら
、
タ
コ
焼
き
に
と
様
々
な
料
理
に
も
用
い
ら
れ
、
関
西
の

食
文
化
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

淡
路
島
の
び
わ

 

兵
庫
県
の
な
か
で
も
淡
路
地
域
が
主
な
産
地
で
あ
り
、
生
産
量

も
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
。
か
く
れ
た
特
産
品
で
す
。 

淡
路
島
の

び
わ
栽
培
は
、
江
戸
時
代
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
い
う
古
い
歴
史
も

あ
り
ま
す
。
水
は
け
の
よ
い
土
壌
と
、
淡
路
島
西
海
岸
の
播
磨
灘

を
見
下
ろ
す
よ
う
な
山
の
斜
面
で
栽
培
さ
れ
る
び
わ
は
、
太
陽
の

光
を
浴
び
な
が
ら
も
山
々
が
風
か
ら
木
を
防
ぐ
と
い
う
好
条
件
が

揃
っ
て
い
る
た
め
、 

甘
く
て
お
い
し
く
良

質
に
育
ち
ま
す
。
淡

路
島
の
び
わ
狩
り
が

楽
し
め
る
の
は
、
6

月
か
ら
梅
雨
入
り
す

る
ま
で
の
期
間
限
定
。

収
穫
適
期
が
短
い
か

ら
こ
そ
、
旬
を
強
く

感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

淡
路
島
の
秋

あ
わ
じ
花
さ
じ
き
の

コ
ス
モ
ス
花
の
じ
ゅ
う
た
ん

 

「
あ
わ
じ
花
さ
じ
き
」
は
花
の
島
に
ふ
さ
わ
し
い
名
所
と
し
て
、

淡
路
島
北
部
丘
陵
地
域
の
高
原
頂
上
部
（
標
高
約
3
0
0
m
）

に
約
15 

ha
広
が
り
、
明
石
海
峡
大
橋
や
神
戸
・
大
阪
・
関
西
国

際
空
港
ま
で
大
パ
ノ
ラ
マ
が
展
開
し
ま
す
。
春
は
ハ
ナ
ナ
（
菜
の

花
）
や
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ポ

ピ
ー
、
夏
は
ク
レ
オ
メ
や

ひ
ま
わ
り
、
秋
か
ら
冬
に

は
サ
ル
ビ
ア
や
コ
ス
モ
ス
、

ス
ト
ッ
ク
な
ど
、
季
節
に

よ
り
移
り
変
わ
る
愛
ら
し

い
花
々
が
夢
の
世
界
に
誘

い
ま
す
。

東
山
寺
の
紅
葉

       

東
山
寺
（
と
う
さ
ん
じ
）
は
8
1
9
年
に
空
海
に
よ
っ
て
創

建
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
真
言
宗
の
お
寺
で
、
本
堂
や
山
門
は
淡
路

島
最
古
の
木
造
建
築
物
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
尼
寺

と
な
り
、
今
で
は
淡
路
島
唯
一
の
尼
寺
で
す
。
薬
師
堂
に
安
置
さ

れ
る
薬
師
如
来
と
一
二
神
将
は
、
明
治
期
に
京
都
の
石
清
水
八
幡

宮
か
ら
廃
仏
毀
釈
の
波
を
逃
れ
て
運
ば
れ
て
き
た
も
の
で
、
国
宝

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
淡
路
島
最
古
の
古
刹
に
真
っ
赤
な
モ
ミ

ジ
が
映
え
る
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

御陵糸【黒帯】

淡路手延べそうめん

淡路島産びわ
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東
山
寺
の
紅
葉
の
見
頃
は
11
月
下
旬
で
、
例
年
11
月
下
旬
に

紅
葉
祭
り
が
あ
り
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
淡
路
島
の
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
〉

名
号
石
（
洲
本
市
）、
成
相
寺
（
南
あ
わ
じ
市
）、
県
立
淡
路
島

公
園
（
淡
路
市
）

サ
ン
カ
ク（
旧
名
・
栗
脇
農
園
）の
栗
ひ
ろ
い

     サ
ン
カ
ク
は
、
淡
路
島
北
部
中
央
の
山
間
に
広
が
る
農
園
で
す
。

早
生
の
「
丹
沢
」
と
中
手
の
「
筑
波
」
の
２
品
種
の
栗
の
木
が
植

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
栗
の
実
は
、
と
て
も
大
粒
で
ツ
ヤ
ツ
ヤ
し
た

茶
色
を
し
て
「
イ
ガ
」
か
ら
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
す
。
猛
暑
が

続
い
た
年
に
は
、
さ
ら
に
甘
み
が
増
し
ま
す
。
栗
ひ
ろ
い
の
開
催

期
間
は
、
９
月
上
旬
～
10
月
上
旬
ま
で
と
な
り
ま
す
。

慶
野
松
原
　
日
本
の
夕
陽
1
0
0
選

   慶
野
松
原
（
け
い
の
ま
つ
ば
ら
）
は
、
淡
路
島
随
一
の
夕
陽
名

所
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、「
日
本
の
夕
陽
百
選
」
に
も
選
ば

れ
て
い
ま
す
。
四
季
を
問
わ
ず
素
晴
ら
し
い
夕
陽
が
見
ら
れ
る
場

所
で
す
が
、
特
に
空
気
が
澄
ん
だ
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
夕
景
に

は
定
評
が
あ
り
ま
す
。

慶
野
松
原
は
、
国
内
有
数
の
規
模
を
誇
る
長
大
な
青
松
林
と
、

2
・
5
㎞
に
も
渡
っ
て
白
い
白
浜
が
の
び
る
瀬
戸
内
海
で
も
随
一

の
白
砂
青
松
で
、
夏
場
は
海
水
浴
や
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
む
人
た
ち

で
賑
わ
い
ま
す
。

古
く
は
柿
本
人
麻
呂
ら
に
よ
っ
て
「
万
葉
集
」
に
も
詠
ま
れ
た

景
勝
地
で
、
約
5
万
本
の
淡
路
黒
松
が
生
い
茂
り
、
国
の
名
勝
に

指
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、「
日
本
の
渚
百
選
」「
日
本
の
白
砂
青
松

百
選
」
に
も
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
石
海
峡
大
橋

   明
石
海
峡
大
橋
は
、
兵
庫
県
神
戸
市
と
淡
路
島
の
間
の
明
石
海

峡
に
架
か
る
橋
長
3
9
1
1
m
、
中
央
支
間
長
1
9
9
1
m
の

世
界
最
大
の
吊
橋
で
す
。

「
パ
ー
ル
ブ
リ
ッ
ジ
」
の
愛
称
を
持
つ
ほ
ど
、
そ
の
佇
ま
い
は

美
し
く
、
ま
た
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
は
時
期
に
よ
っ
て
デ
ザ
イ

ン
が
変
わ
り
、
幻
想
的
な
景
観
を
織
り
な
し
ま
す
。

秋
の
鰆（
さ
わ
ら
）

    サ
ワ
ラ
（
鰆
）
の
旬
と
い
え
ば
文
字
通
り
魚
辺
に
春
。
春
の
サ

ワ
ラ
は
魚
卵
や
白
子
と
一
緒
に
食
す
と
格
別
で
す
。

サ
ワ
ラ
の
旬
は
年
に
二
回
あ
り
、「
秋
」
が
裏
旬
に
あ
た
り
ま
す
。

秋
の
サ
ワ
ラ
は
『
寒
鰆
』
と
呼
ば
れ
、
冬
に
向
け
て
脂
を
蓄
え
た 生サワラ丼

サワラのたたき　

慶野松原海水浴場にて
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ト
ロ
顔
負
け
の
身
は
最
高
で

す
。サ

ワ
ラ
と
い
っ
た
ら
足
の

早
い
魚
で
傷
み
や
す
い
の
で

西
京
焼
き
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で

す
が
、
淡
路
島
で
は
「
刺
身
」

や
「
生
サ
ワ
ラ
丼
」
が
堪
能

で
き
ま
す
。

淡
路
島
の
冬

灘
黒
岩
水
仙
郷
の
水
仙

 

　 瀬
戸
内
海
国
立
公
園 

淡
路
島 

灘
黒
岩
水
仙
郷
は
、
諭
鶴
羽
山

の
南
側
斜
面
に
面
し
た
約
７
ha
に
5
0
0
万
本
の
野
生
の
ニ
ホ

ン
ス
イ
セ
ン
が
群
生
し
て
い
ま
す
。
日
本
三
大
群
生
地
の
一
つ
に

数
え
ら
れ
る
ス
イ
セ
ン
の
名
所
で
す
。

１
月
か
ら
2
月
初
旬
頃
が
見
ご
ろ
と
な
り
ま
す
。

立
川
水
仙
郷
と
淡
路
島
ナ
ゾ
の
パ
ラ
ダ
イ
ス

 

　 

　 

海
を
背
景
に
し
た
水
仙
畑
が
一
面
に
広
が
り
時
期
に
よ
り
何
種

類
か
の
水
仙
を
楽
し
む
事
が
出
来
ま
す
。

早
咲
き
水
仙
（
ガ
リ
ル
）
12

月
中
旬
～
1
月
下
旬
、　
日
本

水
仙
（
寒
咲
き
水
仙
）
12
月
下

旬
～
3
月
上
旬
、　
春
咲
き
水

仙
（
黄
ラ
ッ
パ
、
黄
房
水
仙
）

2
月
下
旬
～
3
月
下
旬

「
探
偵
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
プ
」

で
採
り
上
げ
ら
れ
た
お
も
し
ろ

い
「
ナ
ゾ
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
は
、

一
年
中
、
見
学
可
能
で
す
。

文
字
で
は
伝
え
に
く
い
の
で
、

実
際
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

淡
路
島
牧
場

  

　 

淡
路
島
牧
場
は
、
淡
路
島
牛
乳
に
関
す
る
体
験
施
設
で
す
。
乳

牛
の
乳
し
ぼ
り
体
験
、
バ
タ
ー
手
作
り
体
験
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
約
１
２
０
年
前
に
、
西
日
本
で
初
め
て
乳
牛
で
あ
る
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
の
飼
育
を
始
め
ら
れ
た
場
所
と
な
り
ま
す
。
牧
場
と
名

乗
っ
て
い
ま
す
が
、
広
い
牧
草
地
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
レ
ト
ロ

な
雰
囲
気
が
漂
う
牛
舎
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
淡
路
島
の
酪
農
の
歴

史
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
牧
場
と
な
り
ま
す
。
牛
舎
で
は
、
た
く

さ
ん
の
乳
牛
が
１
日
８
時
間
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
癒
し
の
曲

を
聞
き
な
が
ら
育
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

と
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
効
果
な

ど
の
工
夫
に
よ
り
淡
路
島
牧

場
の
乳
牛
は
育
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
最
高
の
環
境
で
育
て

ら
れ
る
淡
路
島
牧
場
の
乳
牛

か
ら
淡
路
島
牛
乳
は
製
造
さ

れ
て
い
ま
す
。

淡
路
島
3
年
と
ら
ふ
ぐ

 

　 淡
路
島
南
部
・
福
良
港
の
沖
、
鳴
門
海
峡
の
目
の
前
で
３
年
間

丹
精
込
め
て
大
切
に
育
て
ら
れ
た
、
質
・
量
と
も
に
極
め
た
と
ら

ふ
ぐ
、
そ
れ
が
南
淡
路
の
ブ
ラ
ン
ド
ふ
ぐ
「
淡
路
島
3
年
と
ら
ふ

ぐ
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
潮
流
の
速
い
天
然
の
海
で
の
び
の
び
と
よ

く
泳
ぎ
、
天
然
の
い
か
な
ご
な
ど
上
質
な
食
事
を
た
っ
ぷ
り
と
与 淡路島牛乳

秋の寒鰆

秘宝館

ナゾのパラダイス

立川水仙郷

ニホンスイセン

灘黒岩水仙郷

淡路島牧場
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え
ら
れ
て
育
ち
、
滋
味
豊
か
な
極
上
の
味
わ
い
を
纏
い
ま
す
。

3
年
と
ら
ふ
ぐ
コ
ー
ス
の
て
っ
さ
、
て
っ
皮
、
唐
揚
げ
、
焼
き

白
子
、
焼
き
フ
グ
、
て
っ
ち
り
に
〆
の
雑
炊
。
そ
し
て
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
ひ
れ
酒
。
も
う
最
高
で
す
！

淡
路
ビ
ー
フ

 

　  

日
本
だ
け
で
な
く
世
界
で
活
躍
し
て
い
る
『
神
戸
ビ
ー
フ
』
や

『
特
産
松
阪
牛
』
の
約
65
％
は
こ
こ
淡
路
島
か
ら
生
ま
れ
育
っ
た

子
牛
で
、
全
国
で
有
名
ブ
ラ
ン
ド
牛
を
支
え
て
い
る
一
大
産
地
で

す
。
そ
の
子
牛
の
中
、
淡
路
島
や
県
内
に
留
ま
り
育
っ
た
、
選
り

す
ぐ
り
の
み
が『
淡
路
ビ
ー
フ
』の
称
号
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
肌
で
溶
け
る
程
の
融
点
の
低
い
サ
シ
と
肉
繊
維
が
き
め
細
か

く
筋
肉
に
入
る
こ
と
で
、
舌
触
り
の
良
い
上
品
な
甘
み
と
風
味
が

口
の
中
に
広
が
る
の
が
お
い
し
さ
の
特
徴
で
す
。

こ
の
特
徴
は
素
牛
（
も
と
う
し
）
と
呼
ば
れ
る
『
但
馬
う
し
』

と
い
う
品
種
に
あ
り
、全
国
で
有
名
ブ
ラ
ン
ド
牛
の
約
85
％
は『
但

馬
う
し
』
の
血
が
入
っ
た
血
統
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

淡
路
島
の
地
酒
　
千
年
一
と
都
美
人

 

　 

〈
千
年
一
酒
造
〉

山
海
の
恵
み
豊
か
な
淡
路
の
東
浦
で
酒
造
り
を
続
け
て

1
3
0
年
、
千
年
一
酒
造
は
造
り
酒
屋
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い

小
さ
な
酒
蔵
で
、
昔
な
が
ら
の
手
造
り
に
こ
だ
わ
り
、
宮
水
と
同

質
の
鐘
軌
山
の
山
水
と
最
良
の
米
と
杜
氏
達
の
手
の
温
も
り
を
感

じ
る
麹
と
で
、
漁
師
の
町
に
良
く
似
合
う
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
旨
い

酒
を
誠
実
に
続
け
て
い
ま
す
。
全
国
新
酒
鑑
評
会
入
賞
酒
「
大
吟

醸
千
代
の
縁
（
ち
よ

の
え
に
し
）」
は
、
杜

氏
達
が
「
愛
情
を
か

け
れ
ば
か
け
る
だ
け

応
え
て
く
れ
る
」
を

口
癖
に
精
魂
を
込
め

て
醸
し
ま
し
た
大
吟

醸
酒
で
す
。
さ
わ
や

か
な
吟
香
・
山
田
錦

特
有
の
旨
味
の
あ
る

五
味
五
感
で
堪
能
す

る
秀
逸
酒
で
す
。

〈
都
美
人
酒
造
〉

淡
麗
主
流
の
時
代
に
も
時
の
流
れ
に
お
も
む
か
ず
、
酒
造
り
の

本
流
で
あ
る
手
間
ひ
ま
か
け
た
山
廃
仕
込
を
か
た
く
な
に
守
り
続

け
る
蔵
。
独
特
の
奥
深
い
味
わ
い
と
キ
レ
は
、
特
に
燗
上
が
り
の

す
る
山
廃
な
ら
で
は
の
旨
味
が
湧
出
し
ま
す
。
数
年
前
か
ら
『
数

を
求
め
る
蔵
か
ら
質
を
求
め
る
蔵
』
に
大
き
く
方
向
転
換
を
は
か

り
、
全
国
的
に
も
数

件
と
い
わ
れ
る
「
天

秤
搾
り
・
て
ん
び
ん

し
ぼ
り
」、
味
に
ま
ろ

や
か
さ
が
出
る
と
い

わ
れ
る
「
木
桶
仕
込
」

に
も
取
り
組
み
好
評

を
得
て
い
ま
す
。
日

本
の
伝
承
さ
れ
た
技

を
大
切
に
し
な
が
ら
、

新
し
い
技
術
を
加
え

珠
玉
の
酒
造
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

千年一酒造　　　

都美人酒造

てっさ

3 年とらふぐ

淡
路
島
に
生
ま
れ
育
っ
て
何
ん
じ
ゃ
か
ん
じ
ゃ
で
、
も

う
還
暦
を
迎
え
ま
し
た
。

第
2
の
人
生
、
い
ろ
ん
な
所
へ
旅
し
た
い
、
い
ろ
ん
な

人
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
た
い
。

そ
し
て
淡
路
島
の
良
さ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
な
が
ら

楽
し
い
余
生
を
送
る
の
で
あ
ろ
う
（
笑
）

兵
庫
県
支
部
10
期

　池
田 

亮
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６
期
生
、
１
９
８
１
年
（
昭
和
56

年
）
の
卒
業
。
埼
玉
県
の
本
庄
市

と
言
う
町
で
開
業
し
て
い
る
、
石

井
公
仁
で
す
。
県
の
歯
科
医
師
会
の

広
報
誌
に
連
載
し
て
い
た
小
噺
を
、

歯
科
の
学
術
書
で
皆
さ
ん
に
は
お

馴
染
み
の
京
都
の
永
末
書
店
さ
ん

が
出
版
し
て
く
れ
ま
し
た
。

振
り
返
れ
ば
、
良
く
ぞ
今
日
ま
で

や
っ
て
来
れ
た
も
の
で
す
。

入
学
の
頃
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、

卒
業
し
て
開
業
の
頃
は
円
高
不
況
、

結
婚
の
頃
は
バ
ブ
ル
景
気
の
物
価

高
、
脂
の
乗
っ
た
働
き
盛
り
は
失

わ
れ
た
30
年
と
言
う
デ
フ
レ
不
況
、

五
百
年
に
一
度
の
や
一
千
年
に
一

度
の
大
震
災
に
も
遭
遇
し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、
い
よ
い
よ
引
退
目
前
、

最
後
の
頑
張
り
時
に
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
と

い
う
次
第
で
す
。

従
来
の
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な

い
様
な
速
さ
で
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

と
実
用
化
、
国
家
予
算
を
使
っ
て

こ
れ
ま
た
凄
い
早
さ
で
国
民
に
接

種
。
や
み
く
も
に
怖
が
っ
て
い
た

２
０
２
０
年
の
前
半
と
比
べ
れ
ば

大
変
な
進
歩
改
善
で
す
。
ワ
ク
チ
ン

が
安
心
の
基
盤
と
な
り
、
マ
ス
ク

や
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
や

換
気
や
手
洗
い
等
の
基
本
的
な
感

染
防
御
の
有
効
性
も
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
し
、
そ
の
う
え
ア
ル
コ
ー

ル
で
さ
え
不
活
化
出
来
る
事
も
判

り
ま
し
た
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
は
、
唾
液
血
液
鼻
汁
等
の
飛
沫

や
エ
ア
ロ
ゾ
ル
や
飲
食
物
や
手
指

等
を
含
む
曝
露
物
と
粘
膜
と
の
接

触
で
起
こ
る
と
判
明
し

ま
し
た
。
こ
れ
な
ら
ば

我
々
歯
科
医
師
は
昔
か

ら
日
常
の
診
療
で
常
々

注
意
し
て
来
た
事
で
あ

り
、
ほ
ぼ
ほ
ぼ
得
意
分

野
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
有
り
ま
す
ま
い
。

さ
て
、
対
策
の
基
盤

と
し
て
の
ワ
ク
チ
ン
、

そ
し
て
基
本
的
な
防
御

策
は
解
っ
た
と
し
て
、

も
し
も
感
染
し
て
し

ま
っ
た
時
に
は
、
最
後

の
砦
は
各
々
一
人
一
人

の
免
疫
力
と
な
り
ま
す
。

そ
の
免
疫
力
を
上
げ
る

の
に
「
笑
い
」
が
役
に

立
つ
よ
う
で
す
。「
笑
う
事
」
は
免

疫
力
を
高
め
、
血
圧
を
下
げ
、
血

糖
値
も
下
げ
る
と
の
事
。
き
っ
と
、

こ
の
本
は
御
役
に
立
ち
ま
し
ょ
う
。

あ
、
そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
、
先

生
方
の
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
達

に
も
読
ん
で
も
ら
っ
た
ら
、
歯
医

者
に
な
っ
て
跡
を
継
ぐ
の
も
案
外

と
面
白
い
か
な
？
と
思
っ
て
も
ら

え
る
か
も
で
す
よ
。

でんてィすとでんてィすと笑う 笑う 笑う 
埼玉県支部　6期　石井  公仁
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支部名の右の数字は、支部便りの掲載ページを示しています全国支部便り

青 森 県 支 部
岩 手 県 支 部
宮 城 県 支 部
秋 田 県 支 部
山 形 県 支 部
福 島 県 支 部

／79
／78
／77
／76
／75
／74

福 岡 県 支 部
佐 賀 県 支 部
長 崎 県 支 部
熊 本 県 支 部
大 分 県 支 部
宮 崎 県 支 部
鹿 児 島 県 支 部
沖 縄 県 支 部

／40
／39
／38
／37
／36
／35
／34
／33

徳 島 県 支 部
香 川 県 支 部
愛 媛 県 支 部
高 知 県 支 部

／44
／43
／42
／41

鳥 取 県 支 部
島 根 県 支 部
岡 山 県 支 部
広 島 県 支 部
山 口 県 支 部

／49
／48
／47
／46
／45

大 阪 府 支 部
京 都 府 支 部
滋 賀 県 支 部
奈 良 県 支 部
和 歌 山 県 支 部
兵 庫 県 支 部

／55
／54
／53
／52
／51
／50

富 山 県 支 部
福 井 県 支 部
石 川 県 支 部

／62
／61
／60

千 葉 県 支 部
東 京 都 同 窓 会
神 奈 川 県 支 部
山 梨 県 支 部

／66
／65
／64
／63

茨 城 県 支 部
栃 木 県 支 部
群 馬 県 支 部
埼 玉 県 支 部
長 野 県 支 部
新 潟 県 支 部
大 学 支 部

／73
／72
／71
／70
／69
／68
／67静 岡 県 支 部

愛 知 県 支 部
岐 阜 県 支 部
三 重 県 支 部

／59
／58
／57
／56

茨城茨城

栃木栃木
群馬群馬

埼玉埼玉
東京東京

千葉千葉神奈川神奈川

新潟新潟

長野長野

山梨山梨

静岡静岡

青森青森

秋田秋田

山形山形

岩手岩手

宮城宮城

福島福島

長崎長崎

北海道北海道

熊本熊本

宮崎宮崎
鹿児島鹿児島

沖縄沖縄

福岡福岡
佐賀佐賀

岐阜岐阜

愛知愛知

大分大分

徳島徳島

香川香川

愛媛愛媛 高知高知

兵庫兵庫岡山岡山
広島広島

鳥取鳥取
島根島根

山口山口

滋賀滋賀

奈良奈良

和歌山和歌山

京都京都

大阪大阪 三重三重

富山富山石川石川

福井福井

ブロック九 州 ブロック四 国

ブロック東 北

北 海 道 支 部／80
ブロック北海道

ブロック北 陸ブロック中 国

ブロックA関 東

ブロックB関 東

ブロック東 海

ブロック近 畿

全国各支部は、10ブロックに分けられそれぞれ活動してい
ます。その各支部から届いたお便りをご紹介します。
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全
国
の
同
窓
の
皆
様
に
お
い
て
は
、

お
変
わ
り
な
く
ご
活
躍
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。

こ
の
度
、同
窓
の
米
須
敦
子（
12

期
）先
生
が
、4
月
4
日
に
行
わ
れ
た

沖
縄
県
歯
科
医
師
会
会
長
予
備
選
挙

に
て
当
選
、全
国
初
の
女
性
県
歯
科

医
師
会
会
長
、ま
た
、明
海
大
学
歯
学

部
同
窓
会
初
の
県
歯
科
医
師
会
長
と

な
り
ま
し
た
。6
月
27
日
付
け
に
て

新
執
行
部
役
員
と
し
て
、同
窓
か
ら

◦
渡
慶
次
彰

　（
専
務
理
事
）12
期

◦
眞
喜
屋
睦
子

（
常
務
理
事
、財
務
厚
生
）14
期

◦
津
嘉
山
一

　（
監
事
）8
期

と
、会
長
を
含
め
、4
名
が
就
任
し
ま

し
た
。

誠
に
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、本
部

同
窓
会
中
村
睦
夫
会
長
と
明
海
大
学

安
井
利
一
学
長
よ
り
米
須
歯
科
医
院

へ
お
祝
の
花
を
い
た
だ
い
た
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
、あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

実
は
、今
回
、現
職
会
長
と
副
会
長

（
米
須
敦
子
先
生
）と
の
選
挙
と
な
り

ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
な
経
緯
の
中
、今

年
は
選
挙
に
な
る
か
も
と
昨
年
初
め

に
予
想
し
て
い
た
の
で
、そ
の
当
時
、

米
須
先
生
に
打
診
、ど
う
し
て
も
次

期
会
長
に
な
り
た
い
と
の
強
い
意
志

確
認
を
し
、他
大
学
の
先
生
方
と
も

コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
、準
備
し
て
き

ま
し
た
。（
同
窓
の
会
員
23
名

/
4
4
6
名
）

選
挙
期
間
は
、3
週
間
で
事
前
郵

送
投
票（
8
割
以
上
が
郵
送
投
票
で

あ
っ
た
）あ
り
、立
候
補
趣
意
書
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
所
信
表
明
ビ

デ
オ
6
分
間
と
選
挙
活
動
が
厳
し
い

状
況
の
中
、同
窓
の
選
挙
対
策
会
議

を
コ
ロ
ナ
対
策
に
注
意
し
な
が
ら
12

名
集
ま
り
、対
策
を
協
議
。支
援
、協

力
で
き
る
先
生
方
へ
の
声
か
け（
電

話
、メ
ー
ル
）、
F
A
X
で
の
お
願
い

を
し
ま
し
た
。内
容
は
、

「
今
回
、沖
縄
県
歯
科
医
師
会
会
長

予
備
選
挙
に
同
窓
の
米
須
敦
子
先
生

が
立
候
補
し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
、社

会
が
激
変
し
て
い
ま
す
。沖
縄
県
歯

科
医
師
会
存
続
に
と
っ
て
会
員
拡
大

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
な
局
面
に

来
て
い
ま
す
。人
と
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。今

が
そ
の
時
期
で
、そ
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
。今
回
選
挙
と
い
う
形
で
、会
員
の

皆
様
に
は
心
を
痛
め
て
し
ま
い
ま
し

た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

歯
科
は“
追
い
風
”で
あ
り“
伸
び
し

ろ
の
多
い
医
療
”で
す
。堅
実
な
会
務

運
営
は
、事
業
を
抑
制
す
る
こ
と
で

な
く
、会
員
に
沖
縄
県
歯
科
医
師
会

に
入
会
し
て
良
か
っ
た
、県
民
の
皆

さ
ん
に
安
心
・
安
全
な
歯
科
医
療
を

提
供
す
る
た
め
に
も
医
療
圏
の
連
携

の
強
化
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
様
と
次
世
代
の
方
々
へ
の“
希
望

の
光
”と
な
る
よ
う
、邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　
明
海
大
学
歯

学
部
同
窓
会
沖
縄
支
部
長

　
渡
慶
次

彰
」九

州
ブ
ロ
ッ
ク
の
九
州
人
会
へ
も

声
か
け
を
お
願
い
し
、承
諾
い
た
だ

き
ま
し
た
。手
ご
た
え
は
、半
々
と
私

は
感
じ
て
ま
し
た
が
、そ
の
通
り
開

票
は
激
戦
と
な
り（
推
薦
人
と
し
て

立
会
）僅
差
の
23
票
差
に
て
当
選
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
結
果

は
、同
窓
の
先
生
方
の
ご
支
援
、ご
協

力
に
よ
る
も
の
だ
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。3

月
の
本
部
同
窓
会
会
合
に
米
須

敦
子
先
生
も
参
加
し
、ぜ
ひ
ご
挨
拶

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
、ご
指
導
、ご
鞭
撻
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

（
12
期

　
渡
慶
次

　
彰
）

支部名の右の数字は、支部便りの掲載ページを示しています全国支部便り

青 森 県 支 部
岩 手 県 支 部
宮 城 県 支 部
秋 田 県 支 部
山 形 県 支 部
福 島 県 支 部

／79
／78
／77
／76
／75
／74

福 岡 県 支 部
佐 賀 県 支 部
長 崎 県 支 部
熊 本 県 支 部
大 分 県 支 部
宮 崎 県 支 部
鹿 児 島 県 支 部
沖 縄 県 支 部

／40
／39
／38
／37
／36
／35
／34
／33

徳 島 県 支 部
香 川 県 支 部
愛 媛 県 支 部
高 知 県 支 部

／44
／43
／42
／41

鳥 取 県 支 部
島 根 県 支 部
岡 山 県 支 部
広 島 県 支 部
山 口 県 支 部

／49
／48
／47
／46
／45

大 阪 府 支 部
京 都 府 支 部
滋 賀 県 支 部
奈 良 県 支 部
和 歌 山 県 支 部
兵 庫 県 支 部

／55
／54
／53
／52
／51
／50

富 山 県 支 部
福 井 県 支 部
石 川 県 支 部

／62
／61
／60

千 葉 県 支 部
東 京 都 同 窓 会
神 奈 川 県 支 部
山 梨 県 支 部

／66
／65
／64
／63

茨 城 県 支 部
栃 木 県 支 部
群 馬 県 支 部
埼 玉 県 支 部
長 野 県 支 部
新 潟 県 支 部
大 学 支 部

／73
／72
／71
／70
／69
／68
／67静 岡 県 支 部

愛 知 県 支 部
岐 阜 県 支 部
三 重 県 支 部

／59
／58
／57
／56

茨城茨城

栃木栃木
群馬群馬

埼玉埼玉
東京東京

千葉千葉神奈川神奈川

新潟新潟

長野長野

山梨山梨

静岡静岡

青森青森

秋田秋田

山形山形

岩手岩手

宮城宮城

福島福島

長崎長崎

北海道北海道

熊本熊本

宮崎宮崎
鹿児島鹿児島

沖縄沖縄

福岡福岡
佐賀佐賀

岐阜岐阜

愛知愛知

大分大分

徳島徳島

香川香川

愛媛愛媛 高知高知

兵庫兵庫岡山岡山
広島広島

鳥取鳥取
島根島根

山口山口

滋賀滋賀

奈良奈良

和歌山和歌山

京都京都

大阪大阪 三重三重

富山富山石川石川

福井福井

ブロック九 州 ブロック四 国

ブロック東 北

北 海 道 支 部／80
ブロック北海道

ブロック北 陸ブロック中 国

ブロックA関 東

ブロックB関 東

ブロック東 海

ブロック近 畿

全国各支部は、10ブロックに分けられそれぞれ活動してい
ます。その各支部から届いたお便りをご紹介します。

ナ
ン
ク
ル
ナ
イ
サ
ー

沖縄県支部
支部便り

九州ブロック
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鹿児島県支部
支部便り

九州ブロック

鹿
児
島
県
支
部
で
は
、コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
こ
こ
2
年
間
、年
3
回
の
支

部
会
、年
1
回
の
父
兄
会
も
一
切
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、皆
様
元
気
に

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

鹿
児
島
県
支
部
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

明
治
維
新
よ
り
1
5
0
周
年
を
記
念

し
、
2
0
1
8
年
1
月
よ
り
放
送
さ

れ
た
、
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
の
明
治

維
新
の
立
役
者
で
あ
る
西
郷
隆
盛
を

描
い
た「
西
郷
ど
ん（
せ
ご
ど
ん
）」が

放
映
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
主
人
公
の

西
郷
隆
盛
が「
敬
天
愛
人
」と
ゆ
う
言

葉
を
座
右
の
銘
と
し
ま
し
た
。敬
天

愛
人
と
は
、天
を
敬
い
、人
を
愛
す
る

こ
と
。常
に
修
養
を
怠
ら
ず
、天
を
お

そ
れ
敬
い
、人
を
愛
す
る
境
地
に
到

達
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う

意
味
で
す
。京
セ
ラ
会
長
、稲
森
和
夫

さ
ん
も
、「
敬
天
愛
人
」の
精
神
に
基

づ
い
て
京
セ
ラ
を
経
営
し
た
、と
あ

り
ま
す
。我
々
、鹿
児
島
県
支
部
は
こ

の
精
神
で
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

2
0
2
1
年
現
在
、鹿
児
島
県
支

部
に
は
38
名
の
会
員
が
い
ま
す
。ま

た
令
和
4
年
10
月
に
は
、九
州
歯
科

医
学
大
会
が
鹿
児
島
県
に
て
開
催
予

定
で
す
。早
く
日
常
生
活
が
取
り
戻

さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

（
18
期

　
広
報
モ
ニ
タ
ー

　
米
澤

　
厚
士
）

「
敬
天
愛
人
」
の
精
神
で

―

鹿
児
島
県
支
部
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「
神
話
の
ふ
る
さ
と
」と
し
て
知
ら

れ
る
宮
崎
は
、観
光
名
所
は
も
と
よ

り
、食
べ
物
も
お
い
し
い
の
で
、旅
行

先
と
し
て
お
薦
め
で
す
。

青
島
、高
千
穂
と
言
っ
た
観
光
ス

ポ
ッ
ト
や
ゴ
ル
フ
や
サ
ー
フ
ィ
ン
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
が
メ
ジ
ャ
ー
な
印
象

で
は
あ
り
ま
す
が
、今
日
は
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
宮
崎
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

そ
れ
は
馬
ヶ
背（
う
ま
が
せ
）、ク

ル
ス
の
海
、そ
し
て
大
御
神
社（
お
お

み
じ
ん
じ
ゃ
）で
す
。

こ
れ
ら
は
県
北
部
の
日
向
市
に
あ

り
ま
す
。宮
崎
空
港
か
ら
高
速
を
使

え
ば
車
で
1
時
間
少
し
の
距
離
で
す
。

ま
ず
は
馬
ヶ
背
。

こ
こ
は
2
0
1
8
年
に
国
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
柱
状
節
理
、

つ
ま
り
切
り
立
っ
た
断
崖
が
圧
巻
で

す
。こ
の
断
崖
絶
壁
は
14
万
年
前
の

阿
蘇
山
噴
火
の
溶
岩
が
浸
食
さ
れ
た

も
の
と
の
こ
と
。東
尋
坊
と
も
似
て

い
ま
す
が
、高
さ
は
こ
ち
ら
が
70

メ
ー
ト
ル
で
日
本
一
で
す
。遊
歩
道

が
あ
り
、自
分
の
ペ
ー
ス
で
砕
け
る

波
の
迫
力
を
心
ゆ
く
ま
で
堪
能
で
き

ま
す
。

次
は
ク
ル
ス
の
海
。

こ
こ
は
岩
場
が「
叶
」と
い
う
字
に

み
え
る
こ
と
か
ら「
願
い
が
叶
う
ク

ル
ス（
ポ
ル
ト
ガ
ル
後
で
十
字
架
）の

海
」と
言
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

展
望
台
が
あ
る
の
で
、そ
こ
か
ら

「
叶
」の
字
を
確
認
で
き
ま
す
。願
い

が
天
に
届
く
よ
う
に
鐘
も
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
し
て
大
御
神
社
。

こ
こ
は
伊
勢
神
宮
よ
り
遙
か
昔
に

創
設
さ
れ
た
知
る
人
ぞ
知
る
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
、国
家「
君
が
代
」

に
歌
わ
れ
る
日
本
国
内
で
最
大
規
模

の「
神
座（
か
み
く
ら
）」と
呼
ば
れ
る

さ
ざ
れ
石
や「
龍
の
球
」が
あ
る
こ
と

で
も
有
名
で
す
。

ま
た
、ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ラ
グ

ビ
ー
日
本
代
表
と
は
縁
が
深
く
、

2
0
1
5
年
に
こ
こ
で
必
勝
祈
願
を

し
、南
ア
フ
リ
カ
戦
で
歴
史
的
勝
利

を
収
め
ま
し
た
し
、
2
0
1
9
年
も

選
手
ス
タ
ッ
フ
60
人
が
宮
崎
キ
ャ
ン

プ
最
終
日
に
参
拝
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
私
の
病
院
に
は
馬
ヶ
背

と
ク
ル
ス
の
海
の
絵
が
飾
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
回
ご
紹
介
し
た
ス
ポ
ッ
ト
は
車

で
な
い
と
行
き
に
く
い
場
所
で
す
が
、

ひ
と
味
違
う
宮
崎
を
味
わ
っ
て
い
た

だ
く
に
は
格
好
の
ス
ポ
ッ
ト
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、な
か
な
か
遠
出

も
難
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、宮
崎

が
初
め
て
の
方
も
、既
に
来
た
こ
と

が
あ
る
方
も
、次
の
お
出
か
け
先
と

し
て
検
討
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

（
9
期

　
竹
尾

　
保
孝
）

ひ
と
味
違
う
宮
崎
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

宮崎県支部
支部便り

九州ブロック

馬ヶ背

クルスの海

本殿さざれ石
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大分県支部
支部便り

九州ブロック

九
州
自
然
動
物
公
園

ア
フ
リ
カ
ン
サ
フ
ァ
リ

1
1
5
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
大

な
大
草
原
の
中
で
、野
生
動
物
た
ち

が
の
び
の
び
と
暮
ら
す
、九
州
唯
一

の
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
。「
動
物
ゾ
ー

ン
」で
は
野
生
の
姿
に
近
い
動
物
た

ち
を
ジ
ッ
ク
リ
と
観
察
。「
ふ
れ
あ

い
ゾ
ー
ン
」で
は
い
ろ
ん
な
動
物
と

直
接
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ラ
イ
オ
ン
や
ゾ
ウ
な
ど
に
ジ
ャ
ン
グ

ル
バ
ス
か
ら
エ
サ
を
与
え
る
と
き
は

ド
キ
ド
キ
！

　
ド
ッ
ク
サ
ロ
ン
や

キ
ャ
ッ
ト
サ
ロ
ン
で
は
、か
わ
い
い

犬
や
猫
と
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
い
で

時
間
を
過
ご
せ
ま
す
。

「
動
物
ゾ
ー
ン
」を
楽
し
む
方
法
の

ひ
と
つ
に「
自
家
用
車
」が
あ
る
ん
で

す
。ジ
ャ
ン
グ
ル
バ
ス
に
の
る
と
入

園
料
と
は
別
に
乗
車
料
金（
大
人

1
1
0
0
円
・
子
供
9
0
0
円
）が

か
か
り
ま
す
。一
方
、自
家
用
車
の
場

合
は
入
園
料
と
園
内
ガ
イ
ド
D
V
D

の
レ
ン
タ
ル
料
金
6
0
0
円
の
み
で

す
。ま
た
自
家
用
車
で
あ
れ
ば
一
日

に
何
度
も
回
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
と
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
写
真
が
き
れ

い
に
撮
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。窓

は
開
け
れ
ま
せ
ん
が
鉄
格
子
を
気
に

せ
ず
、写
真
撮
影
が
可
能
で
す
。ま
た

自
家
用
車
の
場
合
、動
物
た
ち
と
同

じ
目
線
も
し
く
は
見
上
げ
な
が
ら
見

る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
。自
分
の

ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
く
り
回
れ
る
の
も
自

家
用
車
の
魅
力
で
す
。た
だ
し
混
雑

時
は
止
ま
っ
て
ゆ
っ
く
り
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

（
8
期

　
支
部
長

　
木
津

　
鉄
之
助
）

大
分
県
の
観
光
地
を
紹
介
し
ま
す
。
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熊本県支部
支部便り

九州ブロック

昨
年
、10
月
に
第
45
回
九
州
人
会

を
当
地
で
開
催
の
予
定
で
し
た
。し

か
し
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
り
一
年
延
期
さ
れ
、

今
年
10
月
23
日
に
行
う

と
い
う
こ
と
で
準
備
し

て
き
ま
し
た
が
、コ
ロ

ナ
の
収
束
が
見
通
せ
ず

再
び
中
止
と
な
り
ま
し

た
。従

い
ま
し
て
、九
州

地
区
連
合
の
学
会
同
様
、

九
州
人
会
も
来
年
度
鹿

児
島
県
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
2
年
間
、熊
本

で
の
再
会
を
楽
し
み
に

さ
れ
て
い
た
会
員
の
皆

様
に
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

次
に
同
窓
支
部
会
の

活
動
に
つ
い
て
で
す
が
、

他
の
支
部
同
様
、熊
本

支
部
も
こ
の
2
年
間
休

止
状
態
で
す
。し
か
し
、

い
つ
ま
で
も
巣
籠
生
活
で
き
な
い
と

い
う
事
で
、青
空
の
下
、同
じ
趣
味
を

持
つ
者
同
士
で
、ゴ
ル
フ
、釣
り
、ハ

イ
キ
ン
グ
、テ
ニ
ス
、野
球
な
ど
小
グ

ル
ー
プ
で
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
そ
れ
ぞ
れ
の
仲
間
と
楽
し
ん
で
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
も
ワ
ク
チ
ン
や
治

療
薬
が
で
き
て
、昨
年
よ
り
は
少
し

落
ち
着
く
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

W
I
T
H
コ
ロ
ナ
時
代
が
近
づ
き
つ

つ
あ
り
ま
す
。

今
後
は
未
来
に
向
か
っ
て
前
進
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

5
年
前
の
熊
本
地
震
か
ら
、県
も

少
し
ず
つ
復
興
が
進
ん
で
い
ま
す
。

雄
大
な
阿
蘇
へ
の
道
路
が
復
旧
し
、

熊
本
城
も
改
修
工
事
が
進
み
、熊
本

の
シ
ン
ボ
ル
も
再
建
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。

今
、世
の
中
は
コ
ロ
ナ
一
色
に
翻

弄
さ
れ
て
い
ま
す
が
、今
年
は
収
束

の
年
と
な
り
、再
び
同
窓
生
が
集
い

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来

る
こ
と
を
祈
念
し
ま
し
て
熊
本
か
ら

の
た
よ
り
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
1
期

　
支
部
長

　
増
田

　
了
）

第
45
回
九
州
人
会
は
来
年
度
鹿
児
島
県
に
て
開
催
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長崎県支部
支部便り

九州ブロック

長
崎
で
は
2
0
2
1
年
の
お
盆
以

降
、ぐ
ず
つ
い
た
天
候
が
続
き
、夏
か

ら
の
長
雨
の
た
め
土
砂
災
害
に
見
舞

わ
れ
た
り
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
軒

並
み
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
中
止
と
な
り
、

ま
さ
に
泣
き
っ
面
に
蜂
と
い
っ
た
状

況
で
、な
か
な
か
す
っ
き
り
と
は
い

か
な
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
明
海
大
学
歯
学
部
同
窓
会

長
崎
県
支
部
も
、こ
の
よ
う
な
状
況

下
に
あ
っ
て
は
思
う
よ
う
な
精
力
的

な
活
動
も
ま
ま
な
ら
ず
、た
い
へ
ん

も
ど
か
し
い
一
年
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
天
候
不
順
や
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
外
出
も
ま
ま
な
ら
な
い

日
常
の
中
で
、私
が
何
か
し
ら
在
宅

で
も
楽
し
め
る
趣
味
を
と
始
め
た
の

が“
観
る
将
”で
す
。

聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
だ
と
思
い
ま

す
が
、「
観
る
将
」の
意
味
と
し
て
は

「
自
分
で
は
将
棋
を
指
さ
ず
に
、プ
ロ

棋
士
な
ど
の
対
局
の
観
戦
を
楽
し
む

将
棋
フ
ァ
ン
の
こ
と
」で
、昨
今
の
藤

井
聡
太
二
冠（
2
0
2
1
年
9
月
現

在
）の
活
躍
で
一
気
に
そ
の
裾
野
が

広
が
り
ま
し
た
。

も
と
も
と
大
学
時
代
に
先
輩
か
ら

将
棋
を
習
い
、到
底
趣
味
と
も
い
え

な
い
レ
ベ
ル
で
仲
間
内
で
将
棋
を
指

し
て
い
た
の
で
す
が
、卒
業
し
て
か

ら
約
25
年
、い
つ
の
間
に
か
ま
っ
た

く
将
棋
と
い
う
も
の
か
ら
遠
ざ
か
り
、

す
っ
か
り
記
憶
の
彼
方
に
消
え
か

か
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
へ
来
て
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
登

場
し
た
天
才
棋
士

　
藤
井
聡
太
さ
ん
。

Y
ou

tube

やabem
a

な
ど
の
ネ

ッ
ト
媒
体
の
普
及
も
あ
っ
て
、そ
の

活
躍
を
追
っ
か
け
て
い
る
う
ち
に
、

今
で
は
観
戦
が
楽
し
み
の
一
つ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
棋
士
の
養
成
機
関
、い
わ
ゆ

る「
奨
励
会
」に
は
全
国
の
将
棋
の
天

才
が
集
い
、そ
の
天
才
性
を
さ
ら
に

磨
き
上
げ
、さ
ら
に
そ
こ
か
ら
勝
ち

抜
い
た
者
だ
け
が
4
段
昇
段
を
果
た

し
て
プ
ロ
棋
士
と
な
れ
る
過
酷
な
世

界
。そ

の
才
能
や
読
み
の
深
さ
、正
確

さ
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、逆
に

自
分
で
将
棋
を
指
す
の
は
あ
ま
り
に

も
ヘ
ボ
す
ぎ
て
、「
観
る
」だ
け
で
十

分
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

将
棋
は
敷
居
が
高
く
て
、と
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、ち
ょ
っ

と
我
慢
し
て
観
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
世
界
観
が
わ
か
っ
て
く
る
と
、

天
才
同
士
ゆ
え
の
異
次
元
の
才
能
の

ぶ
つ
か
り
合
い
や
駆
け
引
き
の
凄
さ

に
虜
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
会
員
の
皆
さ
ん
に
も
、「
観

る
将
」を
お
す
す
め
し
ま
す
！

そ
し
て
興
味
あ
る
方
は「
将
棋
の

子
」（
大
崎
善
生
）の
ご
一
読
も
ど
う

ぞ
！（

21
期

　
広
報
モ
ニ
タ
ー

　
木
戸

　
政
水
）

明
海
大
学
歯
学
部
同
窓
会
長
崎
県
支
部
便
り

2
0
2
1
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佐賀県支部
支部便り

九州ブロック

佐
賀
県
支
部
で
す
。今
年
は
例
年

通
り
の
日
程
で
4
月
に
懇
親
会
を
行

い
ま
し
た
。場
所
は
佐
賀
市
の
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
。参
加
者
は
7

名
と
少
な
め
で
、淋
し
く
も
あ
り
ま

し
た
が
、ち
ょ
う
ど
ワ
ク
チ
ン
接
種

も
始
ま
っ
た
時
期
で
、情
報
交
換
等

が
話
さ
れ
て
ま
し
た
。佐
賀
県
は
人

口
が
少
な
い
せ
い
か
、ワ
ク
チ
ン
接

種
率
が
非
常
に
高
く
、自
分
も
比
較

的
す
ぐ
に
予
約
が
と
れ
て
、4
月
中

に
は
接
種
が
終
わ
っ
て
ま
し
た
。

感
染
対
策
で
席
の
間
隔
が
空
け
ら

れ
て
て
、端
と
端
で
は
大
き
な
声
を

出
さ
な
い
と
聞
こ
え
な
い
弊
害
は
あ

り
ま
す
が
、感
染
対
策
は
万
全
に
さ

れ
て
ま
し
た
。

や
は
り
ど
の
先
生
も
ス
テ
イ
ホ
ー

ム
が
続
い
て
、会
食
も
な
く
、久
し
ぶ

り
の
雑
談
を
楽
し
ま
れ
て
て
、自
粛

自
粛
で
、普
段
と
は
違
う
い
い
気
晴

ら
し
に
な
り
ま
し
た
。

佐
賀
県
で
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
の
大

き
な
出
来
事
と
い
え
ば
、
1
9
7
6

年
に
佐
賀
県
で
初
め
て
行
わ
れ
た
若

楠
国
体
以
来
の
佐
賀
国
体
が

2
0
2
3
年
か
ら
1
年
延
期
に
な
り

2
0
2
4
佐
賀
国
体
に
な
っ
た
こ
と
。

そ
の
頃
に
は
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
て
、

新
築
が
進
ん
で
い
る
佐
賀
陸
上
競
技

場
が
多
く
の
観
客
で
埋
ま
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
す
。そ
し
て
毎
年
恒

例
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ
ル
ー

ン
フ
ェ
ス
タ
が
無
観
客
で
の
開
催
と

日
程
の
縮
小
、国
内
選
手
の
み
の
参

加
に
限
定
さ
れ
た
こ
と
で
す
。毎
年

佐
賀
の
秋
の
風
物
詩
が
バ
ル
ー
ン

だ
っ
た
の
で
、早
く
秋
の
朝
空
の
佐

賀
平
野
に
た
く
さ
ん
の
バ
ル
ー
ン
が

飛
ん
で
る
風
景
が
戻
っ
て
き
て
欲
し

い
で
す
。

自
分
ご
と
で
す
が
、毎
年
こ
の
原

稿
を
書
い
て
る
10
月
は
娘
の
誕
生
日

で
昨
年
も
誕
生
日
の
出
来
事
を
書
か

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。ア
ン
パ
ン
マ

ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
行
く
予
定
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
断
念
し
て
、家
で
ア
ン

パ
ン
マ
ン
テ
ン
ト
を
買
い
、1
人
ア

ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
し
た

こ
と
を
書
き
ま
し
た
が
、2
歳
の
誕

生
日
に
う
ち
の
母
親
か
ら
ハ
ロ
ー
キ

テ
ィ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
て
か

ら
は
、サ
ン
リ
オ
好
き
に
！
こ
の
1

年
は
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
お
出
か
け
は

自
粛
な
の
で
サ
ン
リ
オ
グ
ッ
ズ
ば
か

り
を
買
っ
て
あ
げ
て
家
で
遊
ん
で
ま

し
た
。お
か
げ
で
家
の
中
は
サ
ン
リ

オ
の
ヌ
イ
グ
ル
ミ
と
お
も
ち
ゃ
が
た

く
さ
ん
に
。コ
ロ
ナ
禍
で
な
け
れ
ば
、

お
出
か
け
し
た
り
し
て
、こ
ん
な
に

グ
ッ
ズ
を
買
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の

か
な
と
。こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
の
副

産
物
が
自
宅
に
あ
る
先
生
が
多
い
の

か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
29
期

　
広
報
モ
ニ
タ
ー

　
末
益

　
伸
彦
）

個
性
派
が
揃
う
S
A
G
A
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福岡県支部
支部便り

九州ブロック

や
っ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
が
収
束
し
て
い
ま
す
が
、週
1

回
の
外
呑
み
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

呑
み
助
に
は
長
い
禁
酒
令
で
福
岡
に

は
酒
も
料
理
も
旨
い
居
酒
屋
が
多
く

あ
る
の
に
営
業
時
間
短
縮
、酒
も
出

さ
な
い
な
ん
て
ふ
ざ
け
た
話
で
あ
っ

た
。そ
れ
も
自
粛
と
か
、厭
な
や
り
か

た
だ
。

50
年
来
通
っ
て
い
る
焼
き
鳥
屋

“
藤
よ
し
”と
い
う
店
、こ
こ
の
カ
ウ

ン
タ
ー
で
の
一
杯
は
何
事
に
も
換
え

ら
れ
な
い
。焼
き
鳥
が
旨
い
だ
け
で

な
く
、生
簀
を
そ
な
え
、な
ん
と
刺
身

が
新
鮮
で
旨
い
。鮮
魚
が
う
ま
い
の

が
長
浜
鮮
魚
市
場
に
隣
接
す
る
鮮
魚

会
館
の
居
酒
屋
、ど
の
店
も
飛
び
切

り
新
鮮
な
種
類
も
豊
富
な
鮮
魚
、鯛
、

平
目
、も
い
い
が
鯖
、鯵
、鰯
の
青
物

が
旨
い
。魚
市
場
の
隣
だ
か
ら
あ
た

り
ま
え
。福
岡
に
来
る
機
会
が
あ
れ

ば
、ぜ
ひ
と
も
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
3
期

　
支
部
長

　
村
岡

　
和
彦
）

独
立
自
尊
の
強
い
福
岡
県
支
部
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10月11日代議員会で支部旗を紹介されている荒井先生

高知県支部
支部便り

四国ブロック

高
知
支
部
は
、年
に
一
度
の
総
会

を
6
月
に
開
催
で
き
た
ら
と
一
旦
み

ん
な
に
案
内
し
た
も
の
の
、China

武
漢
発
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
拡
大
が
悪
化
し
て
し
ま
い
無
期

延
期
の
ま
ま
本
日（
10
月
）に
至
っ
て

お
り
ま
す
。そ
れ
ま
で
は
、毎
年
四
国

4
県
の
同
窓
会
で
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会

を
行
っ
て
い
た
の
に
無
開
催
の
ま
ま

も
う
2
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。全
て
の
会
が
無
開
催
の
ま
ま
2

回
目
の
支
部
だ
よ
り
に
な
っ
て
し
ま

い
本
当
に
悔
し
い
思
い
で
す
。た
だ
、

良
い
事
も
あ
り
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
前

に
は
、県
外
へ
出
掛
け
る
事
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
を

き
っ
か
け
に
県
内
の
美
し
い
場
所
を

探
す
事
に
目
覚
め
て
郷
土
愛
が
以
前

に
も
増
し
て
非
常
に
お
お
き
く
な
り

ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に

日
本
中
の
方
々
が
身
近
な
場
所
の
魅

力
を
再
確
認
し
て
い
る
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
を
知
り
嬉
し
い

で
す
。

さ
て
、
前
回
は
T
C
H

（T
ooth

C
ontacting

H
abit

）を
改
善
す
る
為
の

舌
挙
上
訓
練（
舌
背
を
口
蓋

へ
付
け
て
、可
能
な
限
り

ゆ
っ
く
り
と
呼
吸
す
る
）の

事
を
書
か
せ
て
頂
き
ま
し

た
が
、今
回
は
小
児
の
歯
列

不
正
・
不
正
咬
合
の
予
防

に
有
効
な「
ガ
ム
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

近
年
、小
児
の
歯
列
不
正
・
不
正

咬
合
が
増
加
傾
向
と
の
統
計
結
果
が

あ
り
ま
す（
平
成
28
年
歯
科
疾
患
実

態
調
査
よ
り
）、加
え
て
鼻
閉
に
よ
る

口
呼
吸
や
咀
嚼
回
数
の
低
下（
縄
文

時
代
→
弥
生
時
代
→
江
戸
時
代
→
現

代
　
咀
嚼
回
数
が
減
少
し
て
い
る
。）

な
ど
歯
列
不
正
・
不
正
咬
合
患
者
さ

ん
が
増
加
す
る
要
因
は
増
え
て
い
ま

す
。低
位
舌
は
歯
列
不
正
・
T
C
H

な
ど
歯
科
的
問
題
だ
け
で
な
く
睡
眠

時
無
呼
吸
症
・
誤
嚥
性
肺
炎
な
ど
全

身
的
な
問
題
に
も
直
結
し
ま
す
の
で
、

舌
機
能
を
改
善
す
る
筋
機
能
訓
練
が

重
要
で
す
。

具
体
的
に
は「
ガ
ム
を
用
い
た
舌

挙
上
訓
練
」が
お
勧
め
で
す
の
で
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
低
位
舌

　
訓
練

ガ
ム
」と
検
索
し
て
み
て
下
さ
い
。す

ぐ
に
具
体
的
な
訓
練
方
法
を
書
い
た

画
像
入
り
資
料
に
辿
り
着
け
る
と
思

い
ま
す
。是
非
と
も
明
日
か
ら
臨
床

に
活
か
し
て
頂
き
皆
の
ハ
ッ
ピ
ー
ラ

イ
フ
に
役
立
て
て
下
さ
い
。

（
25
期

　
金
子

　
和
之
）

高
知
県
支
部

近
況
報
告
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愛媛県支部
支部便り

四国ブロック

2
0
2
1
年
度
の
愛
媛
県
支
部
同

窓
会
活
動
は
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
す
べ
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
愛
媛
県
支
部
会
員
の

ご
活
躍
を
同
窓
会
誌
を
通
し
て
全
国

の
同
窓
会
員
の
先
生
方
へ
発
信
し
よ

う
と
お
宅
訪
問
を
企
画
し
ま
し
た
。

県
外
へ
の
移
動
自
粛
だ
け
で
な
く
、

愛
媛
県
内
で
も
市
を
ま
た
い
だ
移
動

自
粛
が
求
め
ら
れ
て
い
た
た
め
広
報

モ
ニ
タ
ー
の
私
の
住
む
今
治
市
に
あ

る『
別
府
歯
科
医
院
』を
訪
ね
、親
子

で
愛
媛
県
支
部
同
窓
会
員
で
あ
る
別

府
逸
志
先
生（
4
期
）、別
府
祐
次
先

生（
33
期
）に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、

大
学
時
代
の
思
い
出
や
今
後
の
展
望

ま
で
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

父
で
あ
る
逸
志
先
生
は
大
学
時
代
、

都
内
か
ら
1
時
間
以
上
か
け
て
毎
日

大
学
に
通
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。ゴ

ル
フ
部
に
所
属
し
、卒
後
も
愛
媛
県

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
る
ほ
ど
の
腕
前

で
、ゴ
ル
フ
界
の
世
界
的
ス
ー
パ
ー

ス
タ
ー
松
山
英
樹
選
手（
愛
媛
県
出

身
）の
結
婚
式
に
も
招
待
さ
れ
、松
山

選
手
の
出
場
す
る
大
会
で
は
関
係
者

と
し
て
会
場
で
松
山
選
手
の
ご
家
族

と
ご
一
緒
に
観
戦
さ
れ
る
ほ
ど
の
愛

媛
ゴ
ル
フ
界
の
大
御
所
で
、院
内
に

も
松
山
選
手
の
写
真
や
ポ
ス
タ
ー
が

多
く
掲
示
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

長
男
の
祐
次
先
生
を
含
む
3
人
の

子
ど
も
全
員
が
歯
科
医
師
と
な
り

（
長
女
：
加
奈
子
先
生
・
九
歯
大
卒
、

次
男
：
慶
紀
先
生
・
明
海
大
44
期
卒
）

現
在
、祐
次
先
生
と
親
子
診
療
を

行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。親
子
で
一
緒

に
働
く
こ
と
が
上
手
く
い
く
極
意
や

心
境
を
父
で
あ
る
逸
志
先
生
に
伺
う

と「
親
が
折
れ
る
べ
き
。い
ら
ん
こ
と

言
わ
な
い
こ
と
。私
は
も
う
70
歳
を

す
ぎ
た
の
で
、息
子
の
足
手
ま
と
い

に
な
ら
な
い
よ
う
少
し
で
も
役
に
立

て
る
な
ら
と
頑
張
っ
て
い
る
」と
の

こ
と
で
し
た
。祐
次
先
生
も
大
学
時

代
ゴ
ル
フ
部
に
所
属
し
て
お
り
、ゴ

ル
フ
と
い
う
親
子
で
共
通
の
趣
味
・

話
題
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
親
子
診

療
が
上
手
く
い
っ
て
い
る
秘
訣
か
と

思
い
ま
す
。

祐
次
先
生
は
食
べ
歩
き（
特
に

ラ
ー
メ
ン
）が
趣
味
で
し
た
が
、最
近

は
コ
ロ
ナ
の
た
め
控
え
て
お
り
休
日

に
時
々
料
理
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。現
在
独
身
で
結
婚

相
手
を
絶
賛
募
集
中
で
す
。今
後
の

展
望
を
伺
う
と
、「
ひ
た
す
ら
治
療

メ
イ
ン
で
す
る
の
で
は
な
く
、予
防

歯
科
を
中
心
と
す
る
チ
ー
ム
医
療
の

仕
組
み
を
確
立
し
、1
人
の
患
者
さ

ん
に
時
間
を
か
け
れ
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
」と
お
っ
し
ゃ
る
横
で
父

の
逸
志
先
生
が
う
な
ず
く
シ
ー
ン
が

印
象
的
で
し
た
。

C
T
・
マ
イ
ク
ロ
・
レ
ー
ザ
ー
・

ク
ラ
ス
B
滅
菌
機
・
最
新
チ
ェ
ア
ー

な
ど
愛
媛
の
開
業
医
の
中
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
設
備
が
そ
ろ
う
医
院
で

私
の
歯
も
見
て
も
ら
い
、む
し
歯
が

見
つ
か
り
ま
し
た
の
で
次
回
は
患
者

と
し
て
伺
お
う
と
予
約
を
取
っ
て
帰

り
ま
し
た
。

（
33
期

　
広
報
モ
ニ
タ
ー

　
眞
木

　
信
太
郎
）

愛
あ
る
国
え
ひ
め
、
愛え

顔が
お

い
っ
ぱ
い
の
「
愛
媛
県
支
部
」
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香川県支部
支部便り

四国ブロック

皆様こんにちは！
まさかの、今年度も広報担当継続となっています

18期眞鍋でございます。（いやぁ、さすがに毎回好き
勝手に記事書いていますので、今期こそリストラ期
待していたのが、アテが外れました（汗）

我がうどん県支部は、ですね、その後も新規入会者
が居らず、高齢化まっしぐら、でございまして、いち
いち担当変えるのも、めんどくさいから、、取り敢え
ずそのまま眞鍋にやらせとこうぜ（￣∇￣）�ってこ
とらしいです（T-T）

先日、6/21（月）20：00�県歯会館にて、2年ぶり
に同窓会総会があり、次女の誕生日のお祝いをほっ
ぽり出して行ってきました（実は真面目なんですw）

今年度いっぱいを持って、現執行部引退、それにあ
たって、引継ぎ開始しましょう、との事でした。あと
は、、、細々とした話で（覚えていないだけです）以上、
報告を終わります。折角ですので、その時の集合写真
を添付致します。

ええと、、、、例年同様ですが、割り当ての文字数に
全然届いていませんので、お隣の、徳島県支部様には
申し訳無いのですが、、漁船を置いている関係上、今

年も鳴門海峡釣り報告致します（�´∀`）�
先ずは、お正月も明けた1月中旬、百匹超えるイル

カの大群に鳴門海峡は、大騒ぎでございました（（（（;
ﾟДﾟ）））））））�

おかげで、青物が、ほぼ消えました（￣◇￣;）
しかしながら、春にはでっかい鰆を筆頭に、たくさ

ん戻ってきてくれまして、、、
現在6月でございますが、鳴門海峡は、ほぼ、いや、、、

完全にハマチの養殖イケス状態です∑( ﾟДﾟ）
ルアー（金属製擬似餌）で無限のヒット状態を経

験しました。
無限のヒットと云えば、先日久々に高知の船長の

お誘いで高知沖、360度水平線の景色の中、上りカツ
オが、やはり金属製擬似餌で（4人で）数時間で百数十
本と、とんでも無く大漁を体験出来ました。次回は、
戻りカツオが楽しみです。

いやぁ〜、本音を言いますと、、、土佐にも、漁船
いっときたいこの頃です（笑）

以上、文字数届いたようですので、この辺で、報告
を終わりますw

（18期　広報モニター　眞鍋　雅春）

う
ど
ん
県
支
部
報
告
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徳島県支部
支部便り

四国ブロック

皆
様
こ
ん
に
ち
は
、徳
島
県
支
部

広
報
モ
ニ
タ
ー
を
つ
と
め
て
お
り
ま

す
25
期
卒
の
木
下
で
す
。徳
島
県
支

部
は「
け
や
き
会
」と
い
う
名
称
で
活

動
し
て
お
り
ま
す
。例
年
2
〜
3
ヶ

月
に
1
回
定
期
的
に
集
ま
り
、保
険

講
習
会
、阿
波
踊
り
シ
ー
ズ
ン
の
現

役
の
学
生
さ
ん
を
交
え
て
の
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
、業
者
さ
ん
な
ど
を
交
え

て
の
勉
強
会
、ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、新
年

会
な
ど
を
行
い
会
員
同
士
の
親
睦
を

図
っ
て
お
り
ま
し
た
。ま
た
、「
け
や

き
会
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」と
い
う
会

報
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、例
年

開
催
さ
れ
て
い
た
行
事
は
い
ず
れ
も

中
止
も
し
く
は
延

期
と
な
り
通
常
再

開
の
目
処
は
立
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
で

あ
っ
て
も
何
ら
か

の
形
で
け
や
き
会

と
し
て
の
活
動
を

継
続
し
た
い
と
い

う
支
部
長
以
下
役

員
の
先
生
の
意
向

を
受
け
w
e
b
会

議
に
よ
る
会
議
、

研
修
会
の
開
催
を

模
索
し
て
参
り
ま

し
た
。普
段
様
々

な
場
面
で
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
て
い
ま

す
が
、
w
e
b
会
議

を
開
催
す
る
と
い
う

こ
と
は
初
め
て
で
使

用
機
材
、
w
e
b
会

議
ソ
フ
ト
の
選
定
な

ど
全
て
が
手
探
り
で

あ
り
ま
し
た
。幸
い
家

電
量
販
店
で
入
手
で

き
る
テ
レ
ワ
ー
ク
用

の
機
材
を
、ソ
フ
ト
に

つ
い
て
は
L
I
N
E

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
使
用
す
る
こ
と
で

問
題
な
く
配
信
可
能
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
、今
年
の
3
月
に
開
催
さ
れ

た
け
や
き
会
総
会
、7
月
に
開
催
さ

れ
た
保
険
講
習
会
は
、会
場
参
加
と

w
e
b
配
信
併
用
に
よ
る
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
開
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。今

後
、学
術
講
演
会
も
こ
の
方
式
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
点

（
令
和
3
年
10
月
12
日
）で
全
国
的
に

コ
ロ
ナ
感
染
者
の
数
は
減
少
し
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

今
後
第
6
波
の
襲
来
も
懸
念
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
の
様
な
状
況

下
で
あ
る
か
ら
こ
そ
会
員
相
互
の
親

睦
を
密
に
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で

は
な
い
か
?
と
思
い
ま
す
。比
較
的

簡
便
な
機
材
、普
段
使
わ
れ
て
い
る

機
会
が
多
い
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
活
用

す
る
こ
と
で
w
e
b
会
議
を
開
催
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
の
で
他
支
部
の

皆
様
も
検
討
し
て
み
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
?
無
論
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束

し
普
段
通
り
の
生
活
が
戻
っ
た
暁
に

は
延
期
さ
れ
て
い
る
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
が
開
催
さ
れ
多
数
の
皆
様
が
お

越
し
頂
け
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

（
25
期

　
木
下

　
直
人
）

楽
し
く
集
う
徳
島
県
支
部

天の川

神山町上一宮大粟神社（かみいちのみやおおあわじんじゃ）
サッカー元日本代表の中田英寿氏も訪れた事があるらしい
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山口県支部
支部便り

中国ブロック

記
事
に
す
る
予
定
で
あ
っ
た
山
口

県
支
部
新
年
会
も
中
止
と
な
り
、話

題
が
無
く
な
り
ま
し
た
の
で
、今
回

は
さ
さ
や
か
な
マ
イ
ブ
ー
ム
に
つ
い

て
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

卒
業
後
、母
校
の
医
局
か
ら
出
張

し
て
い
た
栃
木
県
の
国
立
療
養
所
足

利
病
院
で
は
、5
月
に
な
る
と
八
重

桜
が
一
斉
に
開
花
し
、そ
れ
は
見
事

で
し
た
。そ
れ
も
埼
玉
の
桜
を
見
終

わ
っ
た
頃
に
咲
く
の
で
、よ
け
い
に

印
象
深
く
、い
つ
か
桜
を
植
え
て
み

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

念
願
叶
っ
て
3
年
前
、「
ポ
ツ
ン

と
1
軒
屋
」に
出
て
も
お
か
し
く
な

い
山
奥
の
中
腹
に
土
地
を
求
め
、桜

の
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。

東
京
の「
荒
川
堤
」由
来
の
黄
色
い

花
を
つ
け
る
め
ず
ら
し
い
鬱
金
桜

（
ウ
コ
ン
ザ
ク
ラ
）や
、竹
ボ
ウ
キ
を

逆
さ
ま
に
し
た
樹
形
で
花
も
上
向
き

に
咲
く
天
の
川（
ア
マ
ノ
ガ
ワ
）な
ど
、

八
重
桜
3
種
を
含
め
、品
種
の
異
な

る
桜
十
本
で
す
。早
咲
き
の
寒
緋
桜

（
カ
ン
ヒ
ザ
ク
ラ
）か
ら
五
月
の
八
重

桜（
ヤ
エ
ザ
ク
ラ
）ま
で
3
か
月
間
桜

を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、春
を
楽

し
み
に
手
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

梅
雨
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
下
草
を
刈

り
、真
夏
に
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
水

を
運
び
、台
風
シ
ー
ズ
ン
に
は
添
え

木
を
行
な
い
、さ
ら
に
は
肥
料
を
厳

選
す
る
な
ど
次
第
に
熱
が
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。愛
用
の
マ
キ
タ
の
充
電

式
草
刈
機
で
バ
リ
バ
リ
と
豪
快
に
雑

草
を
刈
る
と
、み
る
み
る
地
面
が
き

れ
い
に
な
っ
て
い
く
の
が
実
に
楽
し

く
、ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
っ
て
い
ま

す
。コ
ロ
ナ
禍
の
休
日
、朝
か
ら
健
康

的
な
汗
を
流
し
て
桜
の
世
話
を
楽
し

み
な
が
ら
、数
年
後
大
き
く
育
っ
た

桜
の
下
で
、家
族
と
の
花
見
を
夢
見

る
此
の
頃
で
す
。

（
東
京
都
江
戸
川
区
、茨
城
県
日
立

市
、新
潟
県
上
越
市
な
ど
で
開
催
さ

れ
た「
全
国
桜
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」が
令

和
四
年
春
、日
本
さ
く
ら
の
名
所

1
0
0
選
の
一
つ
で
あ
る
山
口
県
岩

国
市
の
錦
帯
橋
で
開
催
さ
れ
ま
す
）

（
7
期

　
支
部
長

　
河
本

　
孝
史
）

山
口
県
支
部
報
告

仙台枝垂れ桜

鬱金桜

寒緋桜

菊枝垂れ桜 天の川
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広島県支部
支部便り

中国ブロック

広
島
県
支
部
会
で
す
。

令
和
3
年
、広
島
県
支
部
で
は
役

員
が
変
わ
り
ま
し
た
。

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

明
海
大
学
歯
学
部
同
窓
会

広
島
県
支
部
会

役
員
名
簿

会
長

青
地

　
達
朗（
9
期
）

副
会
長

野
間

　
正
孝（
7
期
）

里
見

　
圭
一（
8
期
）

専
務
理
事

牧
平

　
周
生（
16
期
）

福
祉
共
済

山
崎

　
一
義（
16
期
）

渉
外

里
見

　
俊
文（
17
期
）

厚
生

松
尾

　
敬
士（
19
期
）

学
術

平
田

　
敦
司（
26
期
）

総
務
・
会
計

　横
井

　
健
朗（
29
期
）

総
務
理
事

長
谷
川

　
聰（
31
期
）

広
報

坂
本

　
裕
樹（
30
期
）

広
報
補
佐

堀
　
健
太
郎（
33
期
）

監
事

久
保
田

　
卓（
8
期
）

中
山

　
　
弘（
10
期
）

顧
問

末
永

　
輝
義（
4
期
）

皷
　
　
謙
造（
4
期
）

名
誉
顧
問

田
中

　
英
樹（
1
期
）

岡
崎

　
利
次（
2
期
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
2
0
2
0
年
度
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
で
会
員
が
集
ま
る
事
業

は
中
止
で
し
た
。例
年
な
ら
通

常
総
会
か
ら
始
ま
り
、カ
ー
プ

観
戦
、中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
、忘

年
会
、三
大
学
合
同
学
術
講
演
会
な

ど
行
わ
れ
、先
生
方
の
元
気
な
姿
を

見
る
の
で
す
が
全
て
中
止
。

2
0
2
0
年
、
2
0
2
1
年
と
総
会

も
書
面
議
決
&
オ
ン
ラ
イ
ン
議
決
で

し
た
。以
前
も
書
き
ま
し
た
が
、広
島

県
支
部
の
理
事
会
は
ス
カ
イ
プ
会
議

が
通
常
運
転
な
の
で
影
響
な
し
。特

に
準
備
も
な
く
、オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

が
出
来
た
の
は
良
か
っ
た
で
す
。

ち
な
み
に
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
利
用

し
た
、総
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
議
決
で

す
が
、
利
用
し
た
の
はGoogle

フ
ォ
ー
ム
。便
利
で
す
ね
〜
。メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
もGoogle

グ
ル
ー
プ
を

使
っ
て
い
ま
す
し
、私
の
ス
マ
ホ
は

android

。Google

様
様
で
す
。

Google
さ
ん
に
は
足
を
向
け
て
寝
れ

ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
と
い
え
ば
ワ
ク
チ
ン
。こ

の
記
事
を
書
い
て
い
る
2
0
2
1
年

6
月
現
在
、先
日
、私
も
接
種
終
わ
り

ま
し
た
。副
作
用
は
皆
に
ビ
ビ
ら
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、腕
が
痛
い
く
ら

い
で
発
熱
等
は
全
く
な
く
、一
安
心
。

し
か
し
ワ
ク
チ
ン
打
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、マ
ス
ク
や
外
出
な
ど
、生
活

も
変
わ
ら
ず
。い
っ
た
い
い
つ
落
ち

着
く
の
で
し
ょ
う
か
?
ワ
ク
チ
ン
が

皆
に
行
き
わ
た
っ
た
ら
…
生
活
変
わ

る
の
か
な
〜
?
こ
の
ま
ま
事
業
も

中
止
の
ま
ま
も
悲
し
い
で
す
し
、気

軽
に
生
き
て
い
け
る
世
の
中
に
早
く

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

会
の
事
業
も
中
止
し
て
い
る
た
め
、

写
真
を
撮
る
こ
と
も
な
く
、今
年
も

去
年
と
同
様
、な
つ
か
し
の
写
真
を

探
し
て
み
ま
し
た
。

（
30
期

　
坂
本

　
裕
樹
）

赤あ

つ
い
ぜ
広
島
県
支
部

平成11年総会時の写真

平成13年中国ブロック大会の様子

平成28年会員花火クルーズ
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岡山県支部
支部便り

中国ブロック

2
0
2
0
年
2
月
、父

　
島
津
渡

（
3
期
卒
）が
急
逝
し
ま
し
た
。

も
と
も
と
体
調
が
悪
く
、長
期
間

人
工
透
析
を
し
な
が
ら
、い
ろ
い
ろ

と
制
限
の
あ
る
中
で
生
活
し
て
い
ま

し
た
が
、自
分
の
好
き
な
仕
事
と
遊

び
に
は
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
り
、「
ほ

ん
と
に
病
気
な
ん
?
」と
家
族
に
は

疑
わ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

父
と
私
で
2
医
院
を
切
り
盛
り
し

て
い
ま
し
た
が
、3
年
程
前
か
ら
医

院
の
承
継
を
見
据
え
、自
分
の
や
り

方
を
模
索
し
な
が
ら
、週
に
数
日
は

父
と
一
緒
に
働
き
、父
の
仕
事
に
対

す
る
姿
勢
や
考
え
を
学
ん
で
い
る
最

中
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、父
が
亡
く
な
り
、追
い

打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
し
、

1
0
0
年
続
い
た
島
津
歯
科
を
自
分

の
代
で
閉
院
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
い
う
不
安
と
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な

り
ま
し
た
。し
か
し
家
族
、ス
タ
ッ
フ

の
支
え
や
岡
山
県
支
部
会
の
先
生
方

の
ご
助
言
や
お
力
添
え
が
あ
り
、『
ピ

ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
！
前
に
進
む
し
か

な
い
！
』と
思
い
、現
在
全
力
で
奮
闘

し
て
い
ま
す
。

父
と
衝
突
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た

で
す
が
、亡
く
な
っ
て
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
方
か
ら
父
の
功
績
を
伺
い
、多

く
の
方
々
の
ご
支
援
が
い
た
だ
け
て

い
る
の
は
、亡
き
父
が
今
ま
で
築
き

上
げ
て
き
た
土
台
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
、改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。そ
ん
な
父
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、自
分
な
り
の
島
津
歯
科
を
発

展
さ
せ
る
べ
く
、こ
れ
か
ら
も
日
々

勉
強
で
邁
進
し
て
参
り
た
い
と
決
意

し
て
い
ま
す
。

亡
き
父
は
、天
国
か
地
獄
！?（
笑
）

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、誰
に
気
兼

ね
す
る
こ
と
も
な
く
思
う
ま
ま
に
豪

快
に
過
ご
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。こ
れ
ま
で
父
に
関
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

は
、息
子
で
あ
る
私
が
頑
張
り
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
34
期

　
島
津

　
晶
）

医
院
承
継
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島根県支部
支部便り

中国ブロック

平
素
よ
り
大
変
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。近
年
は
、島
根
県
支
部
の

活
動
と
し
て
、若
手
会
員
の
得
意
分

野
を
プ
レ
ゼ
ン
し
て
も
ら
う「
持
ち

回
り
研
修
会
」を
年
に
一
度
、行
っ
て

お
り
ま
し
た
。し
か
し
、こ
の
コ
ロ
ナ

禍
で
今
年
度
は
開
催
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。様
々
な
学
会
や
研
修
会
、楽
し

い
集
ま
り
も
含
め
て
自
粛
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
こ
の
2
年
。皆
様
も
こ
の

ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
時
期
を
耐
え
忍
ば

れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

私
も
同
様
で
、ち
ょ
っ
と
最
近
は
い

ろ
ん
な
こ
と
に
対
す
る「
や
る
気
」が

失
せ
て
い
る
状
態
で
す
。支
部
活
動

も
全
く
行
え
ず
、こ
の
誌
面
を
お
借

り
し
て
、ず
ら
ず
ら
と
愚
痴
を
書
い

て
い
こ
う
か
と
も
思
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
は
私
の「
人
」と
し
て
の
小
さ

さ
が
露
呈
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

ス
ナ
ッ
プ
で
過
去
の
こ
の「
持
ち
回

り
研
修
会
」と
懇
親
会
の
振
り
返
り

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。「
次
年
度
こ
そ
、み
ん
な
で
集
ま

れ
ま
す
よ
う
に
！
」の
願
い
を
込
め

て
、支
部
だ
よ
り
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。（

11
期

　
支
部
長

　
吉
川

　
浩
郎
）

現
在

活
動
停
止
中
！
は
や
く
み
ん
な
で
集
ま
り
た
い

島
根
県
支
部

日にち 講師名 期 演　題

H.26.8.24
小村尚徳先生 27期 スケーリング・ルートプ

レーニング
〜基本的事項の再確認〜小村直美先生 25期

H.30.1.21 井原大輔先生 31期
一般開業医による矯正治療
〜日常臨床の次の一手のた
めに〜

H31.1.27 清水　潤先生 16期
口腔顔面の血流について
〜歯科のトリビアに加えて
ください〜
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鳥取県支部
支部便り

中国ブロック

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
か

ら
2
年
が
経
ち
、皆
さ
ん
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
?

令
和
3
年
11
月
6
日
に
中
国
地
区

ブ
ロ
ッ
ク
同
窓
会
が
岡
山
県
で
開
か

れ
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
終
息
に
至
ら

ず
支
部
長
会
議
の
み
の
出
席
に
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。岡
山
県
の
先
生
方

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

に
も
拘
わ
ら
ず
集
合
写
真
を
メ
ー
ル

で
送
っ
て
頂
き
懐
か
し
い
顔
が
一
人
、

二
人
見
か
け
出
席
さ
せ
て
頂
い
た
方

が
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
少
し

後
悔
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
も
こ
の
原
稿
の
締
め
切
り
に

間
に
合
わ
ず
、杉
山
先
生
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

近
況
報
告
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
各
歯
科
医
院
が

ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
の
か
は
、

地
域
ご
と
で
違
い
が
あ
る
と
は
思
い

ま
す
。私
の
住
ん
で
い
る
鳥
取
県
境

港
市
は
、現
在
人
口
3
万
3
0
0
0

人
程
度
、私
が
開
業
し
た
平
成
14
年

は
3
万
7
0
0
0
人
、
20
年
で
4

0
0
0
人
の
人
口
減
少
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
過
疎
地
域
で

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
は

ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
が
あ
れ
ば
県
の

ほ
う
か
ら
発
表
が
あ
り
ま
す
。ク
ラ

ス
タ
ー
で
な
く
て
も
狭
い
地
域
の
た

め
会
社
、お
店
な
ど
で
発
症
し
た
場

合
、噂
等
で
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
の

が
現
実
で
す
。都
会
で
は
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
た

め
歯
科
医
院
の
誰
か
が
感
染
し
た
場

合
、町
中
に
広
ま
る
こ
と
は
避
け
ら

れ
な
い
の
で
は
と
、そ
う
考
え
る
と

感
染
対
策
お
よ
び
行
動
の
制
限
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
が
減
少
し

て
い
る
現
在
で
も
今
ま
で
通
り
の
対

策
、普
段
の
行
動
制
限
は
変
わ
ら
ず

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
こ
の
よ
う

な
生
活
を
現
在
鳥
取
県
は
感
染
者
0

人
何
日
連
続
と
い
う
状
態
で
こ
こ
ま

ま
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、

家
族
、ス
タ
ッ
フ
を
守
る
た
め
に
は

仕
方
が
な
い
の
か
、世
の
中
の
誹
謗

中
傷
が
な
け
れ
ば
も
う
少
し
自
由
な

行
動
は
で
き
る
の
で
は
、

ま
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
同
等
な
扱
い
に
な
れ

ば
恐
れ
な
く
て
も
よ
い

の
で
は
と
思
い
悩
ん
で

い
る
日
々
で
す
。

ま
た
、話
は
変
わ
り

ま
す
が
、今
回
の
支
部

長
会
議
に
お
い
て
同
窓

生
の
所
在
、在
校
生
の

把
握
な
ど
議
題
が
で
て

お
り
ま
し
た
。同
窓
会

を
存
続
す
る
上
で
大
事

な
こ
と
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、ま
ず

は
同
窓
生
の
利
益
に
な
る
よ
う
な
活

動
を
し
て
頂
い
た
ら
集
ま
り
も
よ
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
県
内
の
歯
科
医
院
同
士

で
の
情
報
交
換
も
ま
ま
な
ら
な
い
中
、

同
窓
会
が
起
点
と
な
っ
て
情
報
共
有

し
て
頂
く
と
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

同
窓
会
も
こ
れ
か
ら
若
い
人
の
参

加
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
メ
リ
ッ
ト

が
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

来
年
の
広
島
で
の
同
窓
会
が
無
事

開
か
れ
、出
席
で
き
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

（
17
期

　
支
部
長

　
倉
元

　
健
志
）

鳥
取
県
支
部
会
近
況
報
告

べた踏み坂

大山
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兵庫県支部
支部便り

近畿ブロック

緊
急
事
態
宣
言
下
の
兵
庫
県
支
部

は
、ほ
と
ん
ど
活
動
を
行
わ
ず
、昨
年

度
に
引
続
き
ほ
ぼ
休
眠
状
態
で
す
。

と
い
う
こ
と
で
支
部
便
り
に
報
告
で

き
る
よ
う
な
内
容
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
今
回
は
兵
庫
の
庶
民
的
な

『
う
ま
い
も
ん
』要
す
る
に
B
級
グ
ル

メ
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

兵
庫
県
訪
問
時
の
参
考
に
し
て
頂
け

た
ら
幸
い
で
す
。

ま
ず
は
古
代
か
ら
皇
室
・
朝
廷
に

海
水
産
物
の
御
食
料
を
貢
い
だ
と
言

わ
れ
る
御
食
国（
み
け
つ
く
に
）の
一

つ
に
数
え
ら
れ
る
淡
路
島
、明
石
海

峡
と
鳴
門
の
渦
潮
に
揉
ま
れ
た
多
彩

な
海
産
物
で
有
名
で
す
が
甘
み
の
強

い
タ
マ
ネ
ギ
も
絶
品
で
す
。タ
イ
、タ

コ
、ハ
モ
、赤
ウ
ニ
に
最
近
で
は
生
シ

ラ
ス
が
食
べ
ら
れ
る
店
が
増
え
て
い

ま
す
。ま
た
淡
路
タ
マ
ネ
ギ
入
り
の

ハ
モ
ス
キ
も
美
味
し
い
で
す
よ
。す

ぐ
北
の
明
石
で
は
明
石
ダ
コ
と
た
っ

ぷ
り
の
卵
と
ジ
ン
粉（
浮
き
粉
）で
焼

い
て
、出
し
汁
に
浸
け
て
食
べ
る
フ

ワ
フ
ワ
の
明
石
焼
き
は
全
国
的
に
も

有
名
で
す
ね
。そ
の
周
辺
の
瀬
戸
内

海
に
面
し
た
港
町
で
は
、毎
年
初
春

に
獲
れ
る
イ
カ
ナ
ゴ（
コ
ウ
ナ
ゴ
）で

各
家
庭
が
競
う
よ
う
に
佃
煮
を
作
り
、

曲
が
っ
た
サ
ビ
釘
に
似
て
い
る
の
で

釘
煮
と
呼
ば
れ
風
物
詩
に
な
っ
て
い

ま
す
。写
真
は
数
年
前
に
私
が
炊
い

た
釘
煮
で
す
が
、不
漁
が
続
き
、値
段

が
数
倍
に
跳
ね
上
が
り
こ
こ
数
年
炊

い
て
い
ま
せ
ん
。

西
に
は
手
延
べ
素
麺
生
産
量
日
本

一
、醤
油
生
産
は
2
番
の
た
つ
の
市

が
あ
り
、関
西
独
特
の
薄
口
醤
油
で

食
べ
る
素
麺
も
最
高
で
す
。

北
で
は
松
葉
ガ
ニ（
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
）

と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
B
級
の

紹
介
な
の
で
漁
期
も
長
く
値
段
も

ず
っ
と
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
香
住
ガ
ニ

（
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
）な
ど
は
如
何
で

し
ょ
う
か
。

ま
た
、兵
庫
の
ご
当
地
ラ
ー
メ
ン

は
、か
つ
て
織
物
産

業
が
盛
ん
だ
っ
た
頃
、

大
勢
い
た
播
州
織
り

工
場
の
女
工
さ
ん
達

が
疲
れ
を
癒
や
し
た

と
い
う
、か
な
り
甘

め
の
醤
油
味
の
播
州

ラ
ー
メ
ン
が
あ
り
ま

す
。ビ
ー
フ
カ
ツ
レ
ツ
を
デ
ミ
グ
ラ

ソ
ー
ス
で
食
べ
る
加
古
川
か
つ
め
し
。

長
田
は
そ
ば
め
し
と
ス
ジ
肉
と
こ
ん

に
ゃ
く
を
甘
辛
く
煮
た
ボ
ッ
カ
ケ
。

他
に
も
ヒ
ネ
肉（
卵
を
産
ま
な
く

な
っ
た
老
鶏
の
硬
い
肉
）を
炙
っ
て

ポ
ン
酢
で
食
べ
る
ひ
ね
ポ
ン
や
お
で

ん
を
生
姜
醤
油
に
浸
け
て
食
べ
る
姫

路
お
で
ん
な
ど
も
あ
り
ま
す
。新
型

コ
ロ
ナ
が
一
刻
も
早
く
沈
静
化
し
て
、

県
ま
た
ぎ
の
移
動
が
容
易
と
な
り
、

全
国
の
皆
様
と
ま
た
兵
庫
で
お
会
い

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。（

6
期

　
広
報
モ
ニ
タ
ー

　
伊
賀

　
文
保
）

う
ま
い
も
ん
兵
庫

イカナゴの釘煮

ハモスキ

生シラス丼とタコ飯

明石焼き

香住ガニ

播州素麺揖保乃糸
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和歌山県支部
支部便り

近畿ブロック

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、総
会
・
講

演
会
・
旅
行
等
の
支
部
会
で
行
な
う

行
事
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

１
期
で
和
歌
山
県
支
部
会
長
の
近

況
を
投
稿
い
た
し
ま
す
。

空
に
な
る

飛
行
機
に
乗
る
の
が
大
好
き
で
、

連
休
や
勝
手
に
連
休
し
て
国
内
・
海

外
へ
年
に
5
〜
6
回
は
出
か
け
て
は
、

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド（
ハ
ワ
イ
）・

バ
イ
ヨ
ー
ク
ス
カ
イ
ホ
テ
ル（
バ
ン

コ
ク
）・
マ
カ
オ
タ
ワ
ー
・
釜
山
タ

ワ
ー
・
台
北
1
0
1
・
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
・
都
庁
・
通
天
閣
等
々
、そ

の
地
の
高
い
所
へ
必
ず
行
き
ま
す
。

要
す
る
に
私
は
何
と
か
と
煙
は
高
い

所
へ
と
い
う
類
で
す
。

と
こ
ろ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
た
め
、飛
行
機
に
は
乗
れ

な
く
な
っ
て
う
ず
う
ず
し
て
い
た
頃
、

友
人
か
ら
近
く
の
山
に
登
り
に
行
か

な
い
か
と
誘
わ
れ
、山
頂
に
到
着
し

た
時
の
達
成
感
も
そ
う
で
す
が
、下

界
を
見
下
ろ
す
爽
快
感
は
素
晴
ら
し

く
、や
は
り
私
は
煙
と
同
類
な
の
だ

と
実
感
し
た
の
で
す
。

月
に
2
〜
3
回
友
人
た
ち
と
近
く

の
山
を
登
っ
て
行
く
う
ち
、よ
り
高

い
日
本
ア
ル
プ
ス
に
行
き
た
い
と
の

願
望
が
高
ま
り
ま
し
た
。1
年
数
か

月
、近
隣
の
山
で
登
山
訓
練
を
積
み

重
ね
、
2
0
2
1
年
8
月
、つ
い
に

山
小
屋
燕
山
荘
の
予
約
も
取
れ
た
の

で
、北
ア
ル
プ
ス
燕
岳（
2

�

7

�

6

�
3
�

m
）に
登
頂
し
ま
し
た
。

登
山
口
か
ら
ア
ル
プ
ス
3
大
急
登

を
休
憩
し
な
が
ら
、古
希
の
私
よ
り

年
配
と
思
わ
れ
る
も
っ
と
元
気
な
婆

さ
ん
爺
さ
ん
や
子
供
に
も
追
い
越
さ

れ
、約
6
時
間
か
っ
か
て
ア
ル
プ
ス

の
女
王
に
ク
タ
ク
タ
で
登
頂
し
ま
し

た
。台
風
接
近
で
天
候
が
心
配
で
し

た
が
、こ
の
日
だ
け
は
晴
天
に
恵
ま

れ
穂
高
・
常
念
岳
・
槍
ヶ
岳
・
大
天

井
が
岳
な
ど
の
雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス

を
全
貌
観
る
事
が
出
来
て
大
満
足
で

し
た
。翌
日
は
雨
の
中
を
下
山
し
、登

山
口
の
中
房
温
泉
に
入
っ
て
疲
れ
を

取
り
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

（
1
期

　
沖
殿

　
正
知
）

和
っ
歯
っ
歯
の
和
歌
山
県
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奈良県支部
支部便り

近畿ブロック

今
回
の
原
稿
は
、「
課
題
は
な
ん

で
も
O
K
、
9
0
0
文
字
」。無
い
知

恵
を
ど
ん
な
に
絞
っ
て
も
、出
な
い

も
の
は
出
な
い
。考
え
て
も
だ
め
。原

稿
作
成
は
大
変
で
あ
る
。私
も
奈
良

県
明
海
大
学
同
窓
会
の
広
報
と
し
て
、

原
稿
を
諸
先
生
方
に
幾
度
と
な
く
依

頼
し
て
き
た
。原
稿
の
返
信
に
つ
い

て
は
、期
日
ま
で
余
裕
を
も
っ
て
返

信
し
て
く
だ
さ
る
先
生
も
い
ら
っ

し
ゃ
れ
ば
、現
在
の
私
の
よ
う
に
ギ

リ
ギ
リ
ま
で
か
か
る
先
生
も
。返
信

が
す
ぐ
に
く
る
の
は
、原
稿
依
頼
し

て
い
る
側
と
し
て
は
本
当
に
あ
り
が

た
か
っ
た
。で
も
遅
く
な
る
の
も
わ

か
り
ま
す
！
原
稿
作
成
大
変
で
す
よ

ね
。早
く
し
て
！
印
刷
間
に
合
わ
な

い
よ
！
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
同
窓
会

本
部
の
広
報
様
、ご
め
ん
な
さ
い
。

話
は
変
わ
っ
て
、先
日
我
が
家
の

子
供
た
ち
の
小
学
校
で
運
動
会
が

あ
っ
た
が
、コ
ロ
ナ
の
お
か
げ
で
縮

小
と
な
り
、『
体
育
参
観
』と
い
う
扱

い
で
あ
っ
た
。2
学
年
ず
つ
お
こ
な

う
完
全
入
れ
替
え
制
で
、ま
ず
は
1
、

2
年
生
だ
け
が
運
動
場
に
集
合
し
、

3
〜
5
年
生
は
教
室
で
お
勉
強
。6

年
生
は
最
後
の
学
年
で
あ
る
た
め
テ

ン
ト
が
用
意
さ
れ
全
学
年
分
参
加
と

な
っ
て
い
た
。参
観
は
当
該
学
年
の

保
護
者
2
名
ま
で
と
さ
れ
、保
護
者

証
を
首
か
ら
ぶ
ら
下
げ
、家
で
測
っ

た
体
温
を
書
き
込
ん
だ
用
紙
を
受
付

で
渡
さ
な
け
れ
ば
入
れ
な
い
。体
育

参
観
の
内
容
は
、校
長
先
生
の
お
話
、

ラ
ジ
オ
体
操
、そ
し
て
学
年
別
の
徒

競
走
と
リ
レ
ー
。最
後
に
整
理
体
操

を
行
い
終
了
。そ
し
て
1
、2
年
生
は

教
室
に
戻
り
、保
護
者
は
全
員
一
旦

運
動
場
か
ら
退
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。そ
の
後
今
度
は
3
、4
年
生
の

体
育
参
観
が
同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
始

ま
る
。我
が
家
の
子
供
は
2
年
生
と

4
年
生
な
の
で
、私
と
妻
は
一
旦
学

校
外
に
出
た
あ
と
、再
度
受
付
に
も

う
一
枚
の
体
温
用
紙
を
提
出
し
て
運

動
場
に
入
っ
た
。子
供
一
人
に
つ
き

一
枚
の
体
温
用
紙
が
必
要
な
の
で
あ

る
。な
か
な
か
面
倒
だ
っ
た
。3
、4

年
生
が
終
わ
る
と
、次
は
5
、6
年
生

の
出
番
。

先
生
や
親
も
参
加
す
る
よ
う
な
借

り
物
競
争
は
も
ち
ろ
ん
、障
害
物
競

走
、玉
入
れ
、綱
引
き
な
ど
、何
も
無

か
っ
た
。確
か
に
運
動
会
で
は
な
く

『
体
育
参
観
』だ
っ
た
。

単
純
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
憎
く
思

う
。子
供
達
に
と
っ
て
も
表
現
の
場

で
あ
る
運
動
会
が
こ
の
よ
う
な
形
で

は
可
哀
そ
う
だ
と
思
っ
た
。コ
ロ
ナ

だ
か
ら
仕
方
が
無
い
の
で
あ
る
が
。

来
年
に
は
ち
ゃ
ん
と
し
た
運
動
会
が

見
ら
れ
る
の
か
?
は
た
ま
た
何
年
か

先
に
な
る
の
か
。は
や
く
普
通
の
生

活
に
も
ど
れ
ま
す
よ
う
に
…

（
28
期

　
広
報
モ
ニ
タ
ー

　
上
田

　
耕
三
）

和
顔
愛
語
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滋賀県支部
支部便り

近畿ブロック

今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
滋
賀
県

人
会
の
開
催
は
中
止
と
な
り
、そ
し

て
G
o
t
o
デ
ン
テ
ィ
ス
ト
は
企

画
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

経
産
省
は
一
体
何
を
や
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、今
年
の
支
部
便
り
は
滋
賀

県
が
ど
ん
な
県
か
を
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
最
後
ま
で
読
ん
で
頂
け
た
ら

幸
い
で
す
。

滋
賀
県
は
日
本
地
図
を
二
つ
折
り

に
し
た
時
に
、お
お
よ
そ
真
ん
中
に

来
る
位
置
で
言
わ
ば
日
本
の
中
心
で

す
。

人
口
は
約
1
4
1
万
人（
2
0
2
1

年
4
月
）で
全
国
26
位
、面
積
は
約

4
0
1
7
㎢
で
全
国
38
位
、レ
セ
プ
ト

あ
た
り
平
均
点
数
は
全
国
最
低
で
す
。

琵
琶
湖
が
有
名
な
せ
い
で『
殆
ど

湖
や
ろ
?
』と
か
言
わ
れ
ま
す
が
、そ

の
面
積
は
滋
賀
県
全
体
の
約
1
/
6

を
占
め
る
程
度
で
す
。

し
か
し
1
/
6
と
い
う
と
、5
歩

あ
る
い
た
ら
6
歩
目
は
琵
琶
湖
と
い

う
事
に
な
り
ま
す
の
で
、や
は
り
琵

琶
湖
は
大
き
い
で
す
ね
。

日
本
人
観
光
客
は
琵
琶
湖
を
見
る

と『
海
で
す
か
?
』と
言
い
ま
す
が
、

中
国
人
は『
川
で
す
か
?
』と
言
う
ら

し
い
で
す
。大
陸
勢
の
感
覚
は
恐
ろ

し
い
で
す
。

そ
ん
な
琵
琶
湖
で
す
が
、日
本
の

伝
承
に
登
場
す
る
巨
人「
ダ
イ
ダ
ラ

ボ
ッ
チ
」が
滋
賀
県
の
土
を
掘
っ
て

富
士
山
を
つ
く
り
、掘
っ
て
で
き
た

穴
が
琵
琶
湖
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

ダ
イ
ダ
ラ
ボ
ッ
チ
覚
え
て
い
ま
す

か
?も

の
の
け
姫
に
出
て
き
た
ア
レ
で

す
。そ

う
こ
う
し
て
出
来
た
富
士
山
は

日
本
で
最
も
高
い
山
で
す
が
、滋
賀

県
で
最
も
高
い
山
は
伊
吹
山
で
す
。

標
高
こ
そ
1
3
7
7
m
で
日
本
98

位
と
控
え
め
で
す
が
、最
大
積
雪
量

は
11�

m�

82�

㎝
（
1
9
2
7
年
2
月
14

日
観
測
）で
な
ん
と
、世
界
1
位
。ギ

ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
も
載
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、近
江
商
人
発
祥
の
地
で
も

あ
り『
売
り
手
よ
し
、買
い
手
よ
し
、

世
間
よ
し
』の
三
方
よ
し
の
精
神
で

伊
藤
忠
、丸
紅
、東
レ
な
ど
の
発
祥
の

地
と
な
り
ま
し
た
。

滋
賀
県
の
高
島
市
に
創
始
者
ゆ
か

り
の
地
が
あ
る
こ
と
か
ら
高
島
屋
と

名
付
け
ら
れ
た
デ
パ
ー
ト
も
あ
り
ま

す
。さ

ら
に
、忘
れ
ち
ゃ
い
け
な
い
の

が“
飛
び
出
し
坊
や
”。

滋
賀
県
、東
近
江
市（
旧
・
八
日
市
）

が
発
祥
で
す
。

今
や
生
活
必
需
品
と
な
っ
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、パ
ソ
コ
ン
、カ
メ
ラ
、

食
洗
機
そ
し
て
日
本
人
が
大
好
き
な

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
の
世
帯
所
有
率
が

全
国
1
位
で
す
。

光
回
線
世
帯
普
及
率
も
全
国
1
位

で
す
。（
滋
賀
県
公
式
H
P
よ
り
）

名
産
品
は
、近
江
牛
、近
江
米
、サ

ラ
ダ
パ
ン
な
ど
食
通
も
唸
る
も
の
が

沢
山
ご
ざ
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
が
明
け
た
ら
滋
賀
県
へ
。

来
年
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
の
な
い
泰
平

な
世
の
中
と
、滋
賀
県
人
会
の
開
催

を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
が
明
け
た
ら
滋
賀
県
へ
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京都府支部
支部便り

近畿ブロック

コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ
れ
た
年
で
し
た

が
、籠
っ
て
ば
か
り
い
る
の
も
つ
ま

ら
な
い
し
何
か
安
全
で
楽
し
め
る
こ

と
は
な
い
か
な
あ
と
考
え
て
い
た
ら
、

あ
り
ま
し
た
ー
。こ
こ
は
京
都
で
す
、

あ
の
有
名
な「
納
涼
床
」が
あ
っ
た

じ
ゃ
な
い
で
す
か
！

「
床
」と
書
い
て「
ゆ
か
」と「
と
こ
」

の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。鴨
川
で
は「
ゆ

か
」、貴
船
や
高
雄
で
は「
か
わ
ど
こ
」

と
言
う
の
が
一
般
的
で
す
。「
ゆ
か
」

は
毎
年
5
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま

で
、料
理
店
や
茶
屋

が
川
の
上
や
屋
外
で

川
の
良
く
見
え
る
位

置
に
座
敷
を
作
り
料

理
を
提
供
す
る
も
の

で
す
。懐
石
、割
烹
、

京
料
理
な
ど
の
和
食

だ
け
で
な
く
、今
で

は
中
華
、フ
レ
ン
チ
、

焼
肉
や
バ
ー
、喫
茶

店
ま
で
多
種
多
様
な

店
舗
が
あ
り
目
移
り

し
て
し
ま
う
く
ら
い

で
す
。

一
方「
か
わ
ど
こ
」

は
京
都
市
内
よ
り
気

温
が
3
〜
5
度
低
く

夏
の
別
天
地
の
イ

メ
ー
ジ
で
す
。川
の

上
に
床
を
張
り
出
し

屋
根
が
あ
る
店
舗
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

自
然
が
多
く
情
緒
溢
れ
る
床
で
、天

然
ア
ユ
や
旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

両
方
と
も
定
員
を
守
れ
ば
密
に
な

ら
ず
そ
の
上
オ
ー
プ
ン
エ
ア
な
の
で

換
気
に
関
し
て
は
全
く
問
題
な
い
の

が
最
高
で
す
。友
人
や
従
業
員
と
の

会
食
で
は
何
か
と
気
を
使
い
ま
す
が
、

「
床
」な
ら
安
心
、安
全
。但
し
大
き
な

声
で
騒
ぐ
と
隣
の
店
舗
に
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
に
な
る
の
で
ち
ょ
っ
と
注

意
が
必
要
で
す
。ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ

の
影
響
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、皆
さ
ん
も
京
都
に
来
ら
れ

た
ら
ぜ
ひ
風
情
の
あ
る「
床
」で
安
心

し
て
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

（
9
期

　
広
報
モ
ニ
タ
ー

　
中
川

　
幹
也
）

コ
ロ
ナ
禍
の
楽
し
み
方
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大阪府支部
支部便り

近畿ブロック

こ
ん
に
ち
は
、明
海
大
学
同
窓
会

大
阪
支
部
広
報
、26
期
の
小
安
信
吾

で
す
。

2
0
2
1
年
の
10
月
時
点
で
は
日

本
国
内
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
も
80�

%
近
く
な
り
漸
く
感
染
状
況
が
落
ち

着
い
て
き
ま
し
た
。海
外
の
状
況
を

見
れ
ば
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、わ
ず
か
な

が
ら
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。残
念
な
が

ら
大
阪
は
全
国
で
最
も
感
染
者
が
多

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
…

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
も
せ
ず
に
こ
れ
だ

け
日
本
の
感
染
状
況
が
下
火
に
な
っ

て
い
る
の
は
、か
な
り
早
い
段
階
で

国
民
全
員
分
の
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
を

で
き
た
事
、手
洗
い
、う
が
い
、マ
ス

ク
の
着
用
の
敢
行
率
の
高
さ
、衛
生

観
念
の
高
さ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、コ
ロ
ナ

の
感
染
者
の
治
療
の
最
前
線
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
医
療
関
係
者
の
努
力

に
よ
る
と
こ
ろ
が
最
も
大
き
か
っ
た

と
い
え
ま
す
。

昨
年
の
広
報
で
も
触
れ
ま
し
た
が

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
も
様
々
な
情
報

が
飛
び
交
い
、情
報
の
大
事
さ
が
よ

り
明
確
に
な
り
ま
し
た
。ワ
ク
チ
ン

の
有
効
性
や
作
用
機
序
な
ど
の
正
確

な
情
報
や
集
団
接
種
会
場
の
場
所
や

日
時
、職
域
摂
取
の
案
内
な
ど
は
自

分
で
調
べ
て
い
る
人
と
、た
だ
情
報

が
入
っ
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
る
人
、

う
わ
さ
話
や
真
偽
不
明
な
情
報
を
鵜

呑
み
に
す
る
人
に
よ
っ
て
随
分
と
差

が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
我
々

歯
科
医
を
は
じ
め
と
し
た
医
療
関
係

者
は
厚
生
省
や
歯
科
医
師
会
等
の
案

内
に
よ
り
優
先
的
に
打
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、一
般
の
方
の
中
で
は
、

い
わ
ゆ
る「
ワ
ク
チ
ン
難
民
」に
な
っ

て
い
た
人
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

実
際
は
会
場
の
偏
り
が
大
き
か
っ
た

だ
け
で
少
し
調
べ
れ
ば
空
き
は
結
構

あ
っ
た
様
で
す
。例
え
ば
某
ビ
ー
ル

会
社
が
主
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
た

職
域
摂
取
な
ど
は
職
員
は
も
ち
ろ
ん

酒
類
を
出
す
飲
食
店
や
小
売
店
で
働

い
て
い
る
人
や
そ
の
家
族
ま
で
対
象

に
し
て
い
た
り
、街
中
の
開
業
医
で

も
摂
取
を
受
け
付
け
て
い
る
と
こ
ろ

も
多
く
、T

w
itter

な
ど
で
は
医
師

等
を
中
心
に
空
き
会
場
を
丁
寧
に
つ

ぶ
や
い
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の

で
す
。実
際
に
で
知
っ
た
会
場
を
知

人
に
紹
介
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

逆
に
噂
話
や
真
偽
不
明
な
情
報
を
鵜

呑
み
に
し
て
ワ
ク
チ
ン
に
効
果
が
無

い
と
吹
聴
す
る
だ
け
で
は
な
く
、体

に
磁
気
を
帯
び
る
と
か
、
5
G
を
受

信
す
る
と
か
、数
年
後
に
遺
伝
子
が

変
異
し
て
死
ぬ
と
か
根
も
葉
も
な
い

話
を
信
じ
て
、ワ
ク
チ
ン
を
頑
な
に

否
定
す
る
人
も
い
ま
す
。ま
た
、最
近

で
は
効
果
が
な
か
っ
た
と
い
う
論
文

が
出
て
き
て
い
る
寄
生
虫
の
薬
が
コ

ロ
ナ
に
効
く
と
い
う
情
報
で
実
際
に

そ
の
薬
を
備
蓄
し
て
い
る
国
が
あ
っ

た
り
、最
近
で
は
コ
ロ
ナ
の
経
口
薬

が
開
発
さ
れ
た
り
と
時
間
が
進
む
に

連
れ
対
策
も
明
確
化
さ
れ
て
き
ま
し

た
。こ

の
様
に
常
に
情
報
は
更
新
さ
れ

て
お
り
、我
々
医
療
人
は
特
に
最
新

の
情
報
に
対
し
て
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ

て
お
く
事
が
大
切
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
26
期

　
広
報
モ
ニ
タ
ー

　
小
安

　
信
吾
）

支
部
長

栗
橋

　
豊

　
6
期
生

副
支
部
長

中
尾
幸
一

　
5
期
生

副
支
部
長

中
野
孝
美

　
6
期
生

専
務
理
事

　
千
原
耕
治

　
11
期
生

会
計
理
事

堀
田
敬
史

　
15
期
生

理
事

南
　
清
和

　
11
期
生

音
野
利
和

　
13
期
生

　
岸
本
吉
史

　
14
期
生

　
粟
田

　
智

　
16
期
生

　
　
江
上
浩
志

　
16
期
生

　
西
田
栄
昭

　
23
期
生

　
久
保
達
也

　
23
期
生

　
小
安
信
吾

　
26
期
生

監
事

森
上
明
夫

　
1
期
生

相
談
役

深
野
英
一

　
1
期
生

代
議
員

深
野
英
一

　
1
期
生

　
栗
橋

　
豊

　
6
期
生

万
全
の
感
染
対
策
と
情
報
収
集
で
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
き
ろ
う
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三重県支部
支部便り

東海ブロック

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ

禍
の
収
束
目
処
が
立
た
な
い
為
、三

重
県
同
窓
会
の
活
動
は
全
て
中
止
と

な
り
ま
し
た
。支
部
か
ら
の
報
告
は

な
い
の
で
今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き

伊
勢
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

私
自
身
、月
に
数
回
は
研
修
会
や
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
県
外
に
出
て
い
た
の

で
す
が
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
て

以
来
、地
元
伊
勢
周
辺
を
見
つ
め
直

す
べ
く
時
間
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

伊
勢
と
言
え
ば
伊
勢
神
宮
が
有
名
で

お
伊
勢
参
り
に
三
重
を
訪
れ
た
方
は

少
な
く
な
い
か
と
は
思
い
ま
す
。江

戸
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
お
伊
勢
参
り

に
は
、参
拝
の
際
に
色
々
な
ル
ー
ト

が
あ
り
ま
す
。今
回
は
伊
勢
に
あ
り

ま
す
朝
熊
山
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

朝
熊
山（
朝
熊
岳
）は
、伊
勢
志
摩

国
立
公
園
の
最
高
峰
と
し
て
知
ら
れ
、

そ
の
山
上
か
ら
は
伊
勢
湾
は
も
と
よ

り
晴
れ
渡
っ
た
日
に
は
、遠
く
富
士

山
ま
で
見
渡
せ
る
ほ
ど
の
雄
大
な
眺

め
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

朝
熊
山
は
伊
勢
神
宮
の
北
東
に
位

置
し
山
頂
に
は
金
剛
證
寺
が
あ
り
、

平
安
時
代
の
8
2
5
年
に
空
海
が
真

言
密
教
道
場
と
し
て
当
寺
を
中
興
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
伊

勢
神
宮
の
鬼
門
を
守
る
お
寺
と
し
て

伊
勢
信
仰
と
結
び
つ
き「
伊
勢
へ
参

ら
ば
朝
熊
を
駆
け
よ
、朝
熊
駆
け
ね

ば
片
参
り
」と
さ
れ
、大
正
14
年

（
1
9
2
5
年
）に
は
当
時
東
洋
一
と

言
わ
れ
た
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
が
開
通
し
、

山
頂
に
は
旅
館
も
あ
り
当
時
の
参
拝

客
を
も
て
な
し
て
い
ま
し
た
。し
か

し
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
1
9
4
4

年（
昭
和
19
年
）ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
線

路
が
軍
用
利
用
に
よ
り
徴
収
さ
れ
廃

線
と
な
っ
て
い
ま
す
。朝
熊
山
唯
一

の
旅
館
の
創
業
は
江
戸
期
、大
正
14

年
に
新
築
さ
れ
て
と
う
ふ
屋
旅
館
と

し
て
全
国
に
知
ら
れ
た
宿
だ
っ
た
様

で
す
。今
回
は
ワ
ー
ク
ア
ウ
ト
を
兼

ね
て
実
際
に
登
山
道
を
歩
き
今
は
廃

墟
と
な
っ
た
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
路
線

跡
や
旅
館
跡
を
訪
れ
て
来
ま
し
た
。

1
時
間
程
度
の
登
山
道
で
初
心
者
で

も
気
楽
に
楽
し
め
る
コ
ー
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
登
山
は

ち
ょ
っ
と
と
い
う
方
に
は
伊
勢
志
摩

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
開
通
し
て
い
ま
す

の
で
、車
で
も
い
く
こ
と
が
出
来
ま

す
。コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
伊
勢
に
来

ら
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非

足
を
伸
ば
し
て
訪
れ
て
頂
き
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

10
月
に
入
り
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
激

減
し
て
ま
す
が
、ワ
ク
チ
ン
の
効
果

が
出
て
い
る
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
ま
ま
収
束
し
、来
年
こ
そ
は
三

重
支
部
同
窓
生
の
先
生
方
と
お
顔
を

合
わ
せ
て
お
酒
を
酌
み
交
わ
す
こ
と

が
出
来
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
20
期

　
広
報
モ
ニ
タ
ー

　
山
中

　
寛
貴
）

長
引
く
コ
ロ
ナ
生
活
の
中
で

山道中腹にあるケーブルカー跡

途中登山客から紹介されたツルニンジン。野生品
は少ないらしくこれを見るために訪れる方もいる
らしい。高麗人参と同じような効能があるとの事
です。説明受けたのですが全く分からず（汗）

旅館の跡地
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岐阜県支部
支部便り

東海ブロック

39
期
生
の
足
立
圭
亮
で
す
。20
期

生
榊
原
先
生
よ
り
広
報
の
任
務
を
引

き
継
ぎ
ま
し
た
。よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

初
め
て
の
広
報
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
、

支
部
の
活
動
な
い
で
す
け
ど
、何
書

け
ば
い
い
ん
で
す
?
と
聞
い
た
と
こ

ろ
支
部
長
か
ら
は「
内
容
な
ん
で
も

え
え
で
。」と
。ま
ぁ
そ
う
で
す
よ
ね
。

簡
単
に
近
況
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
未
だ
に
続
い
て
お
り
ま
す
。

岐
阜
県
で
も
一
日
の
感
染
者
が

3
0
0
人
を
超
え
る
時
期
が
あ
り
ま

し
た
。感
染
し
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
る
し
か
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。昨

年
は
同
窓
会
の
活
動
が
一
切
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。今
年
も
活
動
は
困
難

で
す
ね
。総
会
・
忘
年
会
を
中
止
し

て
い
る
の
は
ど
の
支
部
も
同
じ
で

し
ょ
う
。出
費
は
減
り
ま
し
た
が
、集

ま
れ
な
い
の
は
寂
し
い
も
の
で
す
。

さ
て
、全
く
活
動
が
な
い
中
、個
人

的
に
同
窓
会
の
先
輩
方
と
顔
を
合
わ

せ
て
話
す
機
会
は
あ
り
ま
し
た
。榊

原
先
生
と
は
以
前
非
常
に
お
世
話
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、先
生
の
担
当

地
区
の
学
校
検
診
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。土
岐
の
前
田
先
生
と
は

医
院
の
部
分
改
装
を
行
っ
た
か
ら
今

後
の
参
考
に
と
い
う
こ
と
で
、内
覧

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。お
互
い
感
染

対
策
を
講
じ
な
が
ら
様
々
な
話
を
し

ま
し
た
。滅
多
に
会
え
な
い
状
況
で

す
が
、繋
が
り
を
何
と
か
保
ち
た
い

で
す
ね
。

休
日
の
過
ご
し
方
も
変
わ
り
ま
し

た
。な
る
べ
く
外
に
出
な
い
よ
う
に

し
つ
つ
も
、子
供
の
こ
と
を
考
え
る

と
引
き
こ
も
っ
て
ば
か
り
も
い
ら
れ

ま
せ
ん
。近
場
で
子
供
と
過
ご
す
場

所
が
な
い
か
日
々
頭
を
悩
ま
せ
ま
す
。

7
月
に
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
で
有
名
な
、

滋
賀
県
の
ラ
・
コ
リ
ー
ナ
に
行
き
ま

し
た
。こ
の
日
は
暑
く
子
供
を
歩
か

せ
る
に
は
少
し
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
し

た
が
、熱
中
症
と
感
染
症
対
策
に
気

を
配
り
つ
つ
楽
し
め
た
か
な
と
思
い

ま
す
。

こ
こ
最
近
で
私
自
身
、職
場
の
上

司
の
影
響
も
あ
り
ま
す
が
、将
棋
を

始
め
ま
し
た
。幼
少
期
に
祖
父
か
ら

駒
の
動
か
し
方
を
教
え
て
も
ら
い
そ

れ
っ
き
り
で
し
た
が
、戦
法
・
手
筋

を
知
る
と
な
か
な
か
楽
し
い
も
の
で

す
。近
く
に
将
棋
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー

プ
ン
し
た
そ
う
で（
こ
の
時
期
に
）、

あ
る
程
度
感
染
者
が
落
ち
着
い
た
ら

訪
れ
た
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
指
せ
ま
す
が
、対

面
で
の
一
局
が
一
番
面
白
い
で
す
ね
。

も
し
先
生
方
に
将
棋
好
き
な
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、こ
ん
な
時
期
で
す

し
オ
ン
ラ
イ
ン
で
一
局
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。こ
の
趣
味
は
し
ば
ら
く

続
き
そ
う
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
は
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う

で
す
。皆
様
も
ど
う
か
ご
自
愛
く
だ

さ
い
。

（
39
期

　
広
報
モ
ニ
タ
ー

　
足
立

　
圭
亮
）

「
人
間

VS

ウ
イ
ル
ス
」
戦
い
続
け
る
か
、
共
生
か
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愛知県支部
支部便り

東海ブロック

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、

コ
ロ
ナ
禍
も
新
た
な
段
階

に
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
ま
だ
終
わ
り
は

見
え
な
い
状
況
で
す
が
皆

様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。い
ろ
い
ろ
な

事
業
の
中
止
が
多
い
中
、

愛
知
県
支
部
で
は
、人
数

制
限
さ
れ
感
染
予
防
を
徹

底
さ
れ
て
開
催
さ
れ
た
愛

知
県
歯
学
同
窓
会
懇
話
会

へ
出
席
、愛
知
県
支
部
の

三
役
会
、役
員
会
を
行
い

ま
し
て
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
お
り
ま

す
。本

年
度
も
支
部
総
会
は

書
面
議
決
と
し
、学
術
講

習
会
、コ
ロ
ナ
禍
以
前
は

毎
年
行
っ
て
い
た
在
校
生

と
の
懇
親
会
な
ど
は
行
い

ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
た

め
支
部
会
費
も
昨
年
度
に

引
き
続
き
徴
収
し
な
い
こ

と
と
致
し
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
感
染
に
油
断
の
で
き
な

い
毎
日
で
す
が
、早
く
元
の
生
活
に

戻
る
事
を
願
っ
て
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
を
よ
り
良
く

す
る
た
め
、愛
知
県
支
部
一
同
活
動

に
尽
力
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。今
後
と
も
何
卒
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

（
33
期

　
広
報
モ
ニ
タ
ー

　
落
合

　
慶
行
）

皆
で
団
結
し
、
飛
躍
す
る
将
来
を
目
指
す
愛
知
県
支
部
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静岡県支部
支部便り

東海ブロック

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。静
岡
県
支

部
32
期
卒
業
の
杉
山
智
一
で
す
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
か
ら
も
う

す
ぐ
2
年
と
な
り
ま
す
が
、皆
様
お

元
気
で
し
ょ
う
か
?
去
年
の
支
部
便

り
を
見
返
し
執
筆
に
あ
た
っ
て
い
る

わ
け
で
す
が
、（
毎
日
何
人
の
感
染

者
が
で
た
?
東
京
は
何
人
?
ま
た
ク

ラ
ス
タ
ー
だ
っ
て
…
）こ
の
や
り
と

り
に
い
い
加
減
あ
き
あ
き
し
て
い
る

現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
?
8
月

に
は
、わ
が
静
岡
県
も
蔓
延
防
止
措

置
か
ら
緊
急
事
態
宣
言
中
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、僕
の
住
ん
で
い
る
御

殿
場
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
に
は
週
末
に
な

る
と
最
寄
り
の
御
殿
場
イ
ン
タ
ー
よ

り
他
県
ナ
ン
バ
ー
が
大
挙
し
て
お
り

ま
す
。20
代
30
代
の
方
の
感
染
が
顕

著
で
あ
り
、自
分
は
か
か
ら
な
い
か

ら
大
丈
夫
か
ら
、か
か
っ
て
も
若
い

か
ら
重
症
化
し
な
い
、ワ
ク
チ
ン
2

回
打
っ
た
か
ら
大
丈
夫
な
ど
明
ら
か

に
コ
ロ
ナ
慣
れ
の
現
状
か
と
思
い
ま

す
。こ
う
い
う
報
道
を
見
る
た
び
に

残
念
な
気
持
ち
に
も
な
り
ま
す
が
、

家
族
感
染
や
仕
事
上
の
責
任
感
を
考

え
る
と
無
責
任
な
行
動
は
と
れ
ま
せ

ん
よ
ね
。早
く
コ
ロ
ナ
以
前
の
よ
う

に
人
と
人
の
本
質
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
僕

の
場
合
は
ノ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
）
を
と
心
か
ら

思
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
ま

で
は
感
染
し
な
い
よ
う
に

く
れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
こ
の
コ
ロ
ナ
渦
で

な
け
れ
ば
、も
っ
と
盛
り

上
が
り
そ
れ
こ
そ
莫
大
な

経
済
行
為
で
も
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。1
年

の
延
期
を
経
て
国
が
無
理
矢
理
や
り

き
っ
た
感
が
と
て
も
強
く
、去
年
よ

り
感
染
者
急
増
し
ま
し
て
や
東
京
は

緊
急
事
態
宣
言
中
。観
客
は
原
則
無

観
客
と
…
2
0
2
0
が
東
京
に
決

ま
っ
た
時（
お

　
も

　
て

　
な

　
し
）

な
ど
と
と
て
も
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
が
…
な
に
は
と
も
あ
れ
選
手
は

と
て
も
頑
張
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。4
年
が
1
年
延
期
し
た

事
で
結
果
が
出
な
か
っ
た
選
手
、逆

に
5
年
あ
っ
た
お
か
げ
で
い
い
成
績

を
出
せ
た
選
手
と
様
々
で
す
ね
。テ

レ
ビ
で
普
段
見
な
い
ス
ポ
ー
ツ
も
見

た
り
、毎
日
釘
付
け
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。ス
ポ
ー
ツ
の
力

　
本
当
に
凄

い
！
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
よ
。

長
々
と
書
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、今
で
き
る
こ
と
を
真
剣
に
取
り

組
み
ま
た
み
な
さ
ん
と
お
会
い
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
32
期

　
杉
山

　
智
一
）

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
静
岡

日
本
!!

59 MUSD Alumni bulletin vol.42



石川県支部
支部便り

北陸ブロック

2
0
2
1
年
、明
海
大
学
歯
学
部

同
窓
会
石
川
県
支
部
の
活
動
は
1
月

30
日
の
新
年
会
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
時
点
で
は
収
束
の
目
処
も
立
っ

て
い
な
か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。飲
料
持
参
の

上
で
始
ま
っ
た
リ
モ
ー
ト
新
年
会
で

は
通
常
通
り
に
支
部
長
の
挨
拶
に
端

を
発
し
、代
議
員
報
告
、昨
年
の
活
動

の
総
括
、今
後
の
活
動
方
針
に
つ
い

て
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。昨
年

か
ら
講
習
会
の
多
く
が
こ
の
方
式
を

取
っ
て
い
る
と
は
い
え
、モ
ニ
タ
ー

越
し
の
会
議
と
い
う
の
は
勝
手
が
違

い
慣
れ
な
い
物
で
す
。今
後
は
こ
れ

が
当
た
り
前
の
世
の
中
と
な
っ
て
い

く
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
様
な
ご
時
世
の
た
め
、私
も

ど
こ
か
に
出
か
け
る
こ
と
は
少
な
く
、

家
庭
内
で
で
き
る
楽
し
み
が
充
実
し

た
年
と
な
り
ま
し
た（
と
言
っ
て
も

元
々
イ
ン
ド
ア
派
な
の
で
す
が
）。い

つ
か
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
プ
ラ
モ

デ
ル
、い
つ
か
読
も
う
と
購

入
し
た
本
を
ひ
た
す
ら
消
化

し
て
い
き
ま
し
た
。妻
や
子

供
達
か
ら
は
普
段
の
仕
事
と

何
が
違
う
の
か
と
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。治
療
用
の
器
具
を

工
作
用
の
ニ
ッ
パ
ー
や
ヤ
ス

リ
に
持
ち
替
え
て
歯
と
さ
ほ

ど
変
わ
ら
な
い
大
き
さ
の
プ

ラ
モ
デ
ル
の
パ
ー
ツ
を
加
工

し
、歯
科
の
専
門
書
や
論
文

を
小
説
に
持
ち
替
え
て
読
む
。

は
た
か
ら
見
る
と
何
も
変

わ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
、休

め
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る

ら
し
い
。無
理
も
な
い
。時
に
は
技
工

用
の
ハ
ン
ド
ピ
ー
ス
で
パ
ー
ツ
を
研

磨
し
て
超
音
波
洗
浄
機
で
細
か
い
ホ

コ
リ
を
取
り
除
き
、シ
リ
コ
ン
印
象

材
と
光
重
合
レ
ジ
ン
で
パ
ー
ツ
を
複

製
・
改
造
す
る
よ
う
な
行
為
は
確
か

に
普
段
の
診
療
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な

い
の
で
し
ょ
う
。

現
在
の
状
況
が
改
善
し
、元
通
り

と
は
い
か
な
い
ま
で
も
気
兼
ね
な
く

外
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、対

面
で
の
支
部
活
動
や
家
族
と
の
旅
行

な
ど
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

1
日
で
も
早
く
そ
う
な
る
よ
う
一
歯

科
医
師
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
。

（
27
期

　
夛
田

　
親
平
）

イ
ン
ド
ア
な
2
0
2
1
年
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福井県支部
支部便り

北陸ブロック

今
年
も
こ
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。毎
年
、原
稿
依
頼
を
す
っ
か
り

と
忘
れ
て
担
当
の
先
生
よ
り
連
絡
を

頂
い
て
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り

ま
す
。

さ
て
、今
年
も
変
な
ウ
イ
ル
ス
の

お
か
げ
で
、ス
ト
レ
ス
の
貯
ま
る
1

年
で
し
た
。幸
い
に
も
自
院
の
従
業

員
は
感
染
を
免
れ
平
穏
無
事
に
診
療

し
て
お
り
ま
す
。福
井
県
支
部
の
会

員
も
無
事
に
感
染
を
回
避
し
て
い
ま

す
。私

た
ち
で
さ
え
、ス
ト
レ
ス
を
抱

え
て
日
々
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、患
者
様
も
緊
急
事
態
宣
言
等
で
、

外
出
、外
食
、宴
会
、旅
行
な
ど
控
え

さ
せ
ら
れ
て
い
る
為
か
、最
近
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
、以
前
は
怒

ら
な
か
っ
た
患
者
様
が
怒
っ
た
り
、

ク
レ
ー
ム
を
言
っ
た
り
す
る
こ
と
が
、

多
く
な
っ
た
よ
う
に
、

思
い
ま
せ
ん
か
?
国
民

全
て（
国
会
議
員
は
除

く
）が
、誰
に
ぶ
つ
け
て

よ
い
の
か
、わ
か
ら
な

い
ス
ト
レ
ス
を
貯
め
て

い
て
、歯
医
者
に
当
た

る
患
者
様
も
い
る
ん
だ

ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

私
の
治
療
が
悪
い
性
も

あ
る
か
も
…
（
笑
）

困
っ
た
何
を
書
こ
う

か
。書
く
こ
と
が
な
い
。

最
近
、電
気
自
動
車

が
色
々
と
世
の
中
で
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。国
も
カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
と
か

言
っ
て
推
進
し
て
い
ま
す
。で
も
、ど

う
で
し
ょ
う
?
旅
行
先
で
充
電
し
よ

う
と
し
て
も
、1
時
間
、2
時
間
待
ち

は
当
た
り
前
で
、い
ざ
充
電
を
始
め

て
も
充
電
に
30
分
か
ら
1
時
間
、最

悪
半
日
以
上
か
か
る
よ
う
で
す
。そ

の
内
に
充
電
量
が
0
に
な
っ
た
ら
、

そ
の
電
気
自
動
車
は
使
い
物
に
な
ら

ず
、廃
車
に
な
る
み
た
い
で
す
。

海
外
で
は
高
電
圧
の
お
か
げ
で
、

5
分
で
8
割
充
電
で
き
る
ら
し
い
で

す
。国

が
電
気
自
動
車
を
推
進
す
る
の

で
あ
れ
ば
、イ
ン
フ
ラ
を
先
に
整
備

し
て
か
ら
だ
と
思
う
の
で
す
が
。

日
本
の
法
律
で
は
高
電
圧
の
充
電

設
備
は
難
し
い
ら
し
い
の
で
、く
だ

ら
な
い
揚
げ
足
取
り
の
話
し
合
い
を

し
て
い
る
暇
が
あ
っ
た
ら
、も
っ
と

大
切
な
話
し
合
い
を
し
て
欲
し
い
で

す
よ
、国
会
議
員
さ
ん
！
！

日
本
で
は
ま
だ
当
分
普
及
し
な
い

と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
、化
石
化
燃
料
車
を
買
い

ま
す
。も
っ
と
、ま
と
も
な
国
会
議
員

は
い
な
い
の
か
?

ど
ん
ど
ん
、日
本
が
ダ
メ
に
な
っ

て
い
く
。将
来
が
不
安
で
す
。と
思
う

今
日
こ
の
頃
で
す
。

給
付
金
に
つ
い
て
も
し
か
り
、一

体
誰
か
ら
集
め
た
お
金
だ
と
思
っ
て

い
る
の
か
?

給
料
も
、ボ
ー
ナ
ス
も
カ
ッ
ト
さ

れ
な
い
人
達
よ
、目
を
覚
ま
し
て
く

れ
！写

真
は
、最
近
集
め
だ
し
た
腕
時

計
とA

udiRS5

、A
ston

m
artin.

（
21
期

　
広
報
モ
ニ
タ
ー

　
丸
田

　
英
洋
）

が
ん
ば
ろ
う
、
国
民
!!
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富山県支部
支部便り

北陸ブロック

明
海
大
学（
城
西
歯
科
大
学
）歯
学

部
同
窓
会
富
山
県
支
部

　
始
ま
り
の

頃
の
記
憶
か
ら
、昭
和
52
年
：
江
川

正
通
先
生
の
富
山
県
富
山
市
へ
の
帰

県
、富
山
市
開
業
医
へ
の
勤
務
か
ら
、

富
山
県
支
部
同
窓
会
活
動
が
始
ま
る
。

【
開
業
年
記
録
】

昭
和
55
年
：
江
川
正
通
先
生
、熊
木

　

彰
先
生
、石
坂
正
明
先
生
、佐
野
正
之

先
生
、村
井
幸
嗣
先
生
、昭
和
58
年
：

安
念
博
利
先
生
、昭
和
60
年
：
今
村

明
弘
先
生
、泉
照
雄
先
生
、上
田
美
保

子
先
生
、昭
和
62
年
：
岡
野
秀
成
先
生
、

上
田
均
、昭
和
63
年
：
松
本
全
先
生
、

平
成
4
年
：
岡
本
英
之
先
生
、平
成

9
年
：
荒
井
晴
彦
先
生
、前
寺
一
紀

先
生
、平
成
12
年
：
北
村
悟
先
生
、谷

井
賀
一
先
生
、平
成
15
年
：
藤
岡
祐

紀
乃
先
生
、平
成
22
年
：
山
岸
敏
男

先
生
、令
和
3
年
：
小
嶋
に
し
き
先

生
。（
安
念
先
生
退
会
）

同
窓
会
活
動
創
成
期
で
は
、地
域

の
歯
科
医
師
の
先
生
方
に
、城
西
歯

科
大
学
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
、多
々
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
を
、改
善
す
る
た
め
に
、個
人
的

交
流
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
基
本
と

し
て
継
続
し
、人
間
的
交
流
か
ら
の

知
名
度
の
向
上
を
目
指
し
た
と
の
こ

と
で
す
。

（
8
期

　
上
田

　
均
）

開
業
記
録
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山梨県支部
支部便り

関東ブロック B

本
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
猛
威
を
振
る
い
、城
山
会（
明
海
大

学
歯
学
部
山
梨
県
支
部
同
窓
会
）、親

睦
旅
行
等
、一
切
開
催
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。ご
報
告
と
い
た
し
ま
し
て

は
、支
部
長
が
田
辺
一
郎
先
生（
4

期
）か
ら
宮
下
勝
志
先
生（
5
期
）に

交
代
い
た
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
事
で
、大
森
宏
文
先
生（
20

期
）の
近
況
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

去
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、今
年
度
は
第
24
回
山
梨

県
サ
ン
デ
ー
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
選

手
権
大
会
一
般
男
子
の
部
の
予
選
会

が
、令
和
3
年
8
月
1
日（
日
）、カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
グ
リ
ー
ン
バ
レ
イ
白

樺
コ
ー
ス（
6
，
6
5
3
ヤ
ー
ド
、

パ
ー
72
）に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
森
先
生
は
75（
38
、37
）の
好
ス
コ

ア
で
予
選
9
位
の
好
成
績
で
決
勝
に

進
み
ま
し
た
。

決
勝
は
令
和
3
年
8
月
22
日（
日
）、

レ
イ
ク
ウ
ッ
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
サ
ン

パ
ー
ク
明
野
コ
ー
ス（
6
，
8
3
5

ヤ
ー
ド
、パ
ー
72
）に
お
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。ア
ウ
ト
39

　
イ
ン
40
の
79

で
、参
加
1
4
5
人
中
23
位
で
し
た

が
、あ
と
4
打
、良
け
れ
ば
ト
ッ
プ
10

入
り
の
大
健
闘
で
し
た
。

そ
ん
な
大
森
先
生
で
す
が
、プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
は
私
み
た
い
な
ヘ
ボ
ゴ

ル
フ
に
付
き
合
っ
て
も
ら
い
、大
変

光
栄
で
あ
り
恐
縮
し
て
い
ま
す
。

（
18
期

　
今
村

　
健
一
）

山
梨
県
支
部
報
告
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神奈川県支部
支部便り

関東ブロック B

明
海
大
学
歯
学
部
同
窓
会
神
奈
川

県
支
部
に
は
現
在
総
員
2
4
2
名
開

業
医
1
2
6
名
の
会
員
が
お
り
ま
す

が
ま
だ
ま
だ
未
入
会
の
会
員
が
多
数

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て

未
入
会
対
策
に
ち
か
ら
を
入
れ
な
い

と
い
け
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

神
奈
川
県
歯
科
医
師
会
に
お
け
る
役

員
も
少
な
く
社
保
国
保
の
審
査
員
も

一
人
も
い
な
い
状
況
で
す
の
で
こ
れ

か
ら
増
や
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。日
本
歯
科
医

師
会
に
は
専
務
理
事
に
瀬
古
口
先
生

そ
し
て
常
務
理
事
に
小
玉
先
生
が
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。な
ん
と
も
心
強

い
事
で
す
。神
奈
川
県
支
部
と
し
て

の
同
窓
会
の
活
動
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
全
て
の
行

事
が
余
儀
な
く
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

理
事
会
及
び
総
会
は
z
o
o
m
を

使
っ
た
w
e
b
会
議
に
な
り
何
と
も

味
気
な
い
も
の
で
す
。本
来
な
ら
総

会
後
の
懇
親
会
及
び
新
年
会
は
横
浜

中
華
街
の
萬
珍
楼
で
忘
年
会
は
新
横

浜
国
際
ホ
テ
ル
で
盛
大
に
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。平
成
18
年
か
ら
10
年
間

横
浜
市
立
大
学
医
学
部
口
腔
外
科
の

教
授
を
さ
れ
た
藤
内
祝
先
生
に
も
毎

回
の
よ
う
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。ま
だ
ま
だ
先
が
全
く
見
え
な

い
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
す
が
収
束

し
た
際
に
は
同
窓
で
美
味
し
い
お
酒

を
呑
み
た
い
と
せ
つ
に
祈
っ
て
い
ま

す
。最
後
に
な
り
ま
す
が
私
は
10
年

の
間
神
奈
川
県
同
窓
会
の
支
部
長
を

務
め
て
参
り
ま
し
た
。今
年
の
7
月

よ
り
8
期
生
の
森
脇
先
生
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
い
た
し
ま
し
た
。ま
す
ま
す

の
同
窓
会
の
発
展
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

（
4
期

　
礒
部

　
雅
秀
）

会
長

　

森
脇
敏
則

　
8
期

副
会
長

　

山
川
晃
司

　
6
期

副
会
長

　

三
井
優
一

　
8
期

副
会
長

　

早
乙
女
亮

　
7
期

常
務
理
事

　

瀧
　
俊
之

　
16
期

常
務
理
事

　

坂
下
友
也

　
17
期

常
務
理
事

　

伊
藤
正
紀

　
16
期

監
事

　

難
波
隆
夫

　
3
期

監
事

　

礒
部
雅
秀

　
4
期

神
奈
川
県
同
窓
会
コ
ロ
ナ
禍
で
の
現
況
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東京都同窓会
支部便り

関東ブロック B

同
窓
会
の
先
生
方
こ
ん
に
ち
は
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、こ
の
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況
下
で
も
日
々
の

歯
科
臨
床
に
勤
し
ま
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
も
の
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

東
京
都
同
窓
会
の
活
動
報
告
で
す

が
、や
は
り
事
業
の
延
期
ま
た
は
中

止
が
続
い
て
い
ま
す
。本
会
の
二
本

柱
と
い
え
る
学
術

講
演
会
と
会
員
相

互
の
懇
親
会
に
関

し
て
も
未
だ
十
分

な
開
催
は
出
来
て

お
り
ま
せ
ん
。し

か
し
な
が
ら
執
行

部
で
は
毎
月
の
理

事
会
お
よ
び
本
部

代
議
員
会
に
合
わ

せ
て
実
施
さ
れ
る

半
年
ご
と
の
支
部

長
会
議
を
滞
る
こ

と
な
く
開
催
し
て

お
り
ま
す
。時
節

柄
、対
面
形
式
に

リ
モ
ー
ト
を
複
合

し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
型
会
議
で
す
が
、本
会
内
で
の
支

部
の
声
を
し
っ
か
り
と
聞
く
こ
と
が

出
来
る
様
に
配
慮
し
な
が
ら
活
動
を

続
け
て
お
り
ま
す
。

さ
て
今
回
は
令
和
3
年
1
月
23
日

（
土
）に
開
催
し
た
新
春
学
術
講
演
会

に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。座
長
に
江
野
幸
子
常
務
理
事

（
学
術
部
・
19
期
）を
据
え
、東
京
女

子
医
科
大
学
の
岡
本
俊
宏
教
授
に

「
口
腔
が
ん
〜
か
か
り
つ
け
歯
科
医

院
で
の
早
期
発
見
を
〜
」と
い
う
演

題
で
の
ご
講
演
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

岡
本
教
授
は
平
成
元
年
に
14
期
生
と

し
て
本
学
を
ご
卒
業
後
、東
京
女
子

医
科
大
学
医
学
部
歯
科
口
腔
外
科
学

講
座
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。二
度
の

米
国
留
学
を
経
な
が
ら
研
鑽
を
積
ま

れ
、令
和
2
年
に
同
講
座
顎
顔
面
外

科
学
分
野
の
教
授
に
就
任
さ
れ
て
い

ま
す
。

講
演
は
各
種
の
口
腔
が
ん
を
始
め

と
し
て
鑑
別
す
べ
き
疾
患
や
口
腔
粘

膜
疾
患
な
ど
の
画
像
を
ふ
ん
だ
ん
に

用
い
た
も
の
で
、私
た
ち
一
般
開
業

医
・
臨
床
医
が
日
々
の
診
療
で
留
意

す
べ
き
事
柄
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

し
た
。ま
た
東
京
女
子
医
科
大
学
病

院
で
の
感
染
症
対
策
に
関
し
て
も
動

画
を
含
め
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
、現

状
で
私
た
ち
が
行
う
べ
き
も
の
を
示

唆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。お
よ
そ

80
分
間
の
講
演
の
後
、5
件
の
質
疑

応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。な

お
掲
載
写
真
は
講
演
時
の
画
像
と
、

後
日
に
澤
正
宏
会
長（
7
期
）か
ら
謝

礼
を
お
渡
し
し
た
時
の
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
先
生
方
に
有

意
義
な
学
術
講
演
会
を
開
催
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
て
ご
拝
顔
さ
せ
て

い
た
だ
く
日
を
心
待
ち
に
し
て
お
り

ま
す
。（

14
期

　
広
報
モ
ニ
タ
ー

　
田
中

　
入
）

岡
本
俊
宏
教
授
（
14
期
・
東
京
女
子
医
大
）
に
よ
る
学
術
講
演
会
の
ご
報
告
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千葉県支部
支部便り

関東ブロック B

ふ
と
気
づ
い
た
ら
開
業
し
て
31
年

目
を
む
か
え
て
ま
し
た
。数
あ
る
歯

科
医
院
の
中
、お
寺
の
信
者
さ
ん
の

よ
う
に
来
て
い
た
だ
い
て
る
患
者
さ

ん
と
共
に
年
を
取
っ
て
い
っ
て
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。今
は
無
理
せ
ず
&

ス
ト
レ
ス
た
め
ず
を
、モ
ッ
ト
ー
に

生
き
て
お
り
ま
す（
笑
。）そ
の
ス
ト

レ
ス
発
散
が
ゴ
ル
フ（
市
内
33
か
所
）

&
旅
行（
羽
田
ま
で
30
分
、成
田
ま
で

40
分
）
&
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

な
の
で
す
。今
日
は
野
球
に
興
味
が

な
く
仕
事
的
に
も
し
が
ら
み
が
な
い

僕
が
後
援
会
会
長
に
選
ば
れ
引
き
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
千
葉
ロ
ッ
テ
マ

リ
ー
ン
ズ
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
チ
ー
ム
は

1
9
4
9
年
に
毎
日
オ
リ
オ
ン
ズ
と

し
て
発
足
し
、
1
9
9
2
年
に
千
葉

へ
移
転
し
ま
し
た
。現
在
1
軍
は
千

葉
で
す
が
、2
軍
が
埼
玉
の
た
め
、2

軍
を
千
葉
に
持
っ
て
こ
れ
な
い
か
と

成
田
、茂
原
、鴨
川
と
手
を
あ
げ
、羽

田
&
球
場
に
利
便
性
が
い
い
市
原
市

も
4
番
目
に
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
後
援
会

を
発
足
し
ま
し
た（
現
在
は
8
後
援

会
）。最
初
は
C
S
も
知
ら
ず
、表
彰

式
や
始
球
式
に
呼
ば
れ
た
時
だ
け
球

場
に
行
っ
て
ま
し
た
が
、そ
ん
な
僕

も
ロ
ッ
テ
の
応
援
に
感
化
さ
れ
、の

め
り
込
み
始
め
旅
行
を
か
ね
遠
征
に

も
行
く
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

空
港
&
遠
征
先
試
合
後
の
居
酒
屋
で

も
ロ
ッ
テ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て

い
る
と
初
め
て
の
人
で
も
話
し
か
け

て
く
れ
ま
す
。
札
幌
で
は
毎
年

1
2
0
試
合
観
戦
し
て
る
と
い
う
ご

夫
婦
に
会
い
び
っ
く
り
し
ま
し
た
、

ホ
ー
ム
で
72
試
合
で
す
か
ら
、他
は

遠
征
と
な
り
、チ
ケ
ッ
ト
を
取
り
や

す
い
よ
う
に
、他
球
団
全
て
の
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
る
そ
う
で
す
。

野
球
あ
る
あ
る
で「
全
国
ど
こ
に
で

も
い
る
阪
神
フ
ァ
ン
、全
国
ど
こ
へ

で
も
行
く
ロ
ッ
テ
フ
ァ
ン
」と
い
わ

れ
る
ほ
ど
熱
く
、他
球
場
で
は
ロ
ッ

テ
戦
だ
け
外
野
ス
ペ
ー
ス
が
広
い
そ

う
で
す
。そ
の
後
10
年
近
く
石
垣

キ
ャ
ン
プ
な
ど
行
き
選
手
と
も
顔
な

じ
み
に
な
り
今
で
は
当
医
院
に
治
療

に
来
て
く
れ
る
選
手
も
い
て
、息
子

が
い
な
い
う
ち
に
と
っ
て
息
子
の
よ

う
に
可
愛
く
感
じ
て
い
ま
す
。負
け

て
る
試
合
だ
と
私
は
早
く
ふ
て
寝
し

て
し
ま
い
ま
す
が
、「
逆
転
す
る
わ
よ
、

逆
転
す
る
わ
よ
」と
今
で
は
女
房
の

方
が
熱
く
な
っ
て
ま
す
。

（
13
期

　
小
泉

　
一
明
）

自
由
投
稿
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大学支部
支部便り

関東ブロックA

本
年
度
よ
り
松
本
勝
先
生（
第
13

期
卒
）に
代
わ
り
大
学
支
部
広
報
モ

ニ
タ
ー
と
な
り
ま
し
た
荻
原
孝（
第

33
期
卒
）と
申
し
ま
す
。学
生
時
代
は

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
に
所
属
し

て
お
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。大
学
で
は

本
年
度
4
月
よ
り
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

の
歯
学
部
付
属
病
院
に
保
健
医
療
学

部
3
年
生
が
臨
床
実
地
実
習
に
来
て

日
々
真
剣
に
実
習
に
励
ん
で
い
る
様

子
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。保
健
医
療

学
部
や
連
携
施
設
で
の
様
子
を
岡
本

和
彦
教
授（
第
15
期
卒
）に
伺
い
ま
し

た
。以
下
岡
本
教
授
の
コ
メ
ン
ト
と

な
り
ま
す
。

（
33
期

　
荻
原

　
孝
）

保
健
医
療
学
部
口
腔
保
健
学
科
は
、

4
年
制
学
部
の
歯
科
衛
生
士
養
成
過

程
と
し
て
、東
日
本
の
私
立
大
学
と

し
て
初
め
て
2
0
1
9
年
4
月
に
開

設
さ
れ
、3
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。初
年
度
入
学
し
た
学
生
達

は
3
年
生
と
な
り
、2
年
生
お
よ
び

1
年
生
が
入
学
し
学
部
と
し
て
の
完

成
を
間
近
に
し
て
お
り
ま
す
。

保
健
医
療
学
部
の
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
は
、歯
学
部
や
P
D
I
歯
科

診
療
所
な
ど
連
携
施
設
で
の
教
育
が

プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
お
り
ま
す
。1

年
次
に
は
、初
め
て
坂
戸
歯
学
部

キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、解
剖
学
分
野

に
よ
る
顎
顔
面
領
域
の
人
体
解
剖
・

骨
学
の
講
義
と
と
も
に
、ご
献
体
に

よ
る
解
剖
学
見
学
実
習
を
行
う
こ
と

で
、生
命
の
尊
厳
と
人
体
に
お
け
る

頭
頚
部
の
重
要
性
を
勉
強
し
ま
す
。

さ
ら
に
3
年
時
に
は
、歯
科
臨
床
お

よ
び
地
域
保
健
活
動
の
場
で
学
修
し

た
能
力
を
実
践
的
な
知
識
・
技
能
と

し
て
身
に
付
け
る
た
め
に
歯
学
部
付

属
明
海
大
学
病
院
、
P
D
I
歯
科
診

療
所
、そ
し
て
、多
く
の
連
携
施
設
で

臨
地
実
習
を
行
い
ま
す
。

坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
歯
学
部
に
は
、

本
年
度
4
月
か
ら
3
年
生
が
臨
地
実

習
の
た
め
に
通
学
し
て
き
て
お
り
、

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
ホ
ワ
イ
ト
コ
ー

ト
を
纏
い
、精
良
な
姿
で
日
々
勉
学

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。ま
た
、臨
地
実

習
の
指
導
に
は
歯
学
部
教
員
、診
療

科
医
員
な
ら
び
に
歯
科
衛
生
士
長
を

は
じ
め
と
す
る
歯
科
衛
生
士
の
全
面

的
な
サ
ポ
ー
ト
で
望
ん
で
お
り
ま
す
。

す
で
に
、臨
地
実
習
が
開
始
し
て
6

か
月
経
過
し
て
お
り
ま
す
が
、日
毎

に
進
化
す
る
姿
を
み
て
お
り
ま
す
と
、

こ
れ
か
ら
の
歯
科
医
療
に
携
わ
る
歯

科
衛
生
士
と
し
て
の
将
来
が
楽
し
み

で
す
。

（
文
責
：
岡
本

　
和
彦
）

明
海
大
学
病
院
で
の
臨
床
実
習
の
受
け
入
れ

第1グループ記念撮影

各診療科での臨床実習の様子
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新潟県支部
支部便り

関東ブロックA

秋
の
稲
刈
り
が
終
わ
る
頃
、刈
り

取
ら
れ
た
稲
が「
は
さ
木
」に
渡
さ
れ

た
横
竹
に
掛
け
ら
れ
て
天
日
干
し
に

さ
れ
ま
す
。秋
空
に
映
え
る
畦
道
の

風
情
は
新
潟
県
特
有
の
風
物
詩
だ
そ

う
で
す
。そ
ん
な
越
後
平
野
の
原
風

景
が
新
潟
市
西
蒲
区
夏
井
に
も
残
っ

て
い
ま
す
。そ
こ
か
ら
ほ
ど
近
い
弥

彦
村
の
大
橋
勝
美
先
生
か
ら
原
稿
依

頼
が
あ
り
ま
し
た
。お
っ
と
り
刀
で

引
き
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
さ
て

何
を
書
い
た
ら
よ
い
も
の
か
思
案
し

ま
す
。前
回
同
窓
会
誌
に
寄
稿
さ
せ

て
頂
い
た
の
は
折
し
も
中
越
沖
地
震

の
直
後
で
、被
災
し
た
状
況
を
書
い

た
記
憶
が
僅
か
に
あ
り
ま
す
。一
時

は
途
方
に
暮
れ
ま
し
た
が
、東
京
電

力
の
原
発
に
復
旧
工
事
で
来
て
い
た

会
社
が
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。同
窓

会
か
ら
も
見
舞
を
頂
き
ま
し
て
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
潟
県
は
細
長
く
日
本
海
沿
い
に

三
百
三
十
キ
ロ
有
り
ま
す
。県
単
位

で
ど
こ
か
に
集
合
と
な
り
ま
す
と
大

変
で
す
。新
潟
県
に
同
窓
生
は
少
な

い
で
す
。同
窓
会
に
距
離
を
置
く
先

生
も
い
る
中
で
、県
同
窓
会
を
運
営

し
て
下
さ
る
先
生
方
に
感
謝
し
ま
す
。

私
に
よ
く
連
絡
を
く
れ
る
津
南
町
の

山
田
陽
子
先
生
、有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。昨
秋
は
南
魚
沼
地
方
の
同
窓

の
先
生
の
訃
報
を
伝
え
て
く
れ
ま
し

た
。告
別
式
の
日
は
小
春
日
和
の
穏

や
か
な
日
で
し
た
。沢
山
の
会
葬
者

の
中
で
同
期
の
浅
井
豊
先
生
に
会
い

ま
し
た
。彼
は
、最
後
に
故
人
に
会
っ

た
時
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
の
生
ま
れ
育
っ
た
こ
こ
柏
崎
市
は

魚
沼
地
方
ほ
ど
の
豪
雪
地
で
は
な
い

で
す
が
、こ
の
冬
も
雪
が
降
り
ま
し

た
。電
車
も
バ
ス
も
止
ま
り
ま
し
た
。

タ
ク
シ
ー
も
頼
り
に
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。夏
の
開
放
感
と
は
裏
腹
に
冬

は
白
一
色
に
な
り
ま
す
。昨
年
に
地

元
の
老
舗
酒
蔵
が
震
災
の
復
興
を
祈

念
し
て
新
酒
を
出
す
こ
と
に
な
り
、

N
H
K
新
潟
放
送
局
が
近
く
の
寿

司
店
に
取
材
に
来
ま
し
た
。寿
司
店

か
ら
客
と
し
て
出
て
欲
し
い
と
依
頼

さ
れ
、少
し
だ
け
私
の
姿
も
放
映
さ

れ
ま
し
た
。関
東
で
も
放
送
さ
れ
た

ら
し
く
、同
窓
の
先
生
か
ら
も
連
絡

が
あ
り
ま
し
た
。有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。大
学
は
遠
い
想
い
出
に
な
り

ま
し
た
が
、同
窓
は
懐
か
し
い
で
す
。

こ
の
度
、都
合
に
よ
り
医
院
を
近

く
に
移
転
し
て
息
子
に
任
せ
ま
し
た
。

息
子
は
他
大
学
出
身
で
す
が
、研
修

医
と
大
学
院
は
明
海
大
学
歯
学
部
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

過
去
に
多
少
の
入
院
歴
も
あ
り
ま

す
が
、そ
れ
で
も
古
希
を
迎
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。こ
こ
ま
で
来
ら

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。学
生
時

代
に
今
の
自
分
を
想
像
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。思
え
ば
遠
く

へ
来
た
も
の
で
す
。

令
和
三
年
夏
。シ
ニ
ア
は
自
由
で

す
。カ
ミ
さ
ん
と
二
人
で
楽
し
く
行

き
ま
す
。

（
3
期

　
前
川

　
重
樹
）

思
え
ば
遠
く
へ
来
た
も
ん
だ

写真提供柏崎市
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長野県支部
支部便り

関東ブロックA

昨
年
度
よ
り
長
野
県
支
部
副
会
長

の
任
に
つ
き
ま
し
た
18
期
の
小
町
谷

で
す
。長
野
県
支
部
で
は
昨
年
か
ら

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
蔓

延
の
影
響
を
受
け
、例
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
し
た
奥
村
泰
彦
先
生
、羽
毛

田
慈
之
先
生
を
お
招
き
し
て
の
講
演

会
親
睦
会
も
残
念
な
が
ら
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、県
内
の
先
生
方
と
も
会
う

こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
に
戸

惑
っ
て
い
ま
す
。昨
年
、今
年
と
同
窓

会
に
大
変
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
先
生

が
病
気
療
養
や
ご
逝
去
さ
れ
、お
見

舞
い
も
行
け
ず
悲
し
い
思
い
も
し
て

い
ま
す
。今
年
度
中
に
は
何
と
か
感

染
防
止
を
行
い
な
が
ら
同
窓
会
を
開

催
し
た
い
も
の
で
す
。

と
は
い
っ
て
も
最
近
は
w
i
t
h

コ
ロ
ナ
の
生
活
に
移
行
す
る
傾
向
が

み
ら
れ
、ワ
ク
チ
ン
接
種
率
も
向
上

し
て
き
て
い
る
の
で
懇
親
を
深
め
る

時
期
も
近
い
の
で
は
?
と
淡
い
希
望

は
あ
る
の
で
す
が
。幸
い
自
分
の
周

り
に
は
ま
だ
感
染
者
は
い
な
く
て
、

陽
性
者
の
公
表
が
さ
れ
る
と
怖
い
ね
、

と
ぼ
や
く
程
度
で
す
。

診
療
で
は
以
前
と
あ
ま
り
変
わ
る

こ
と
な
く
感
染
防
止
に
努
め
な
が
ら

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。変
わ
っ

た
こ
と
と
い
え
ば
マ
ス
ク
を
つ
け
る

か
ら
な
の
か
、お
化
粧
を
し
な
い
女

性
が
増
え
、矯
正
治
療

の
依
頼
が
多
く
な
っ
た

こ
と
く
ら
い
で
す
。

私
の
近
況
に
な
り
ま

す
が
、延
期
さ
れ
て
い

た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
今

年
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
に
は
賛
否
は
あ
っ

た
も
の
の
、メ
ダ
ル
獲

得
の
報
道
を
見
る
と
凄

い
、と
陰
な
が
ら
応
援
し
ま
し
た
。友

人
が
男
子
1
0
0
m
決
勝
の
チ
ケ
ッ

ト
を
ゲ
ッ
ト
し
、と
も
に
国
立
競
技

場
に
観
戦
に
行
く
予
定
だ
っ
た
の
で

す
が
緊
急
事
態
宣
言
が
東
京
に
発
令

さ
れ
て
無
観
客
試
合
と
な
っ
て
し
ま

い
、日
々
の
仕
事
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ま
で
ダ
ダ
下
が
り
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

更
に
残
念
だ
っ
た
の
は
陸
上
競
技

で
男
子
4
0
0
m
リ
レ
ー
が
バ
ト
ン

パ
ス
失
敗
し
た
こ
と
で
し
た
。

私
は
数
年
前
か
ら
高
校
時
代
の
後

輩
か
ら
誘
い
を
受
け
、運
動
不
足
解

消
の
た
め
に
何
故
か
陸
上
競
技
を
始

め
ま
し
た
。マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技

と
い
う
も
の
で
、5
歳
刻
み
の
各
年

代
に
区
分
け
さ
れ
て
い
ま
す
。短
距

離
を
メ
イ
ン
に
始
め
ま
し
た
。始
め

た
と
き
は
ア
ッ
プ
を
す
る
だ
け
で
息

が
上
が
り
ひ
ど
い
も
の
で
し
た
。運

動
不
足
の
解
消
に
選
ん
だ
に
し
て
は

か
な
り
ハ
ー
ド
で
、こ
れ
は
健
康
に

本
当
に
い
い
の
か
?
と
い
ま
だ
に
疑

問
を
抱
き
な
が
ら
走
っ
て
い
ま
す
。

地
元
の
陸
上
競
技
場
が
練
習
場
な
の

で
す
が
、ト
ラ
ッ
ク
を
走
る
の
は
意

外
に
も
気
持
ち
よ
く
ス
ト
レ
ス
解
消

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。今
は
開
催
が

中
止
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の

で
す
が
、時
々
大
会
に
も
参
加
し
て

い
ま
す
。リ
レ
ー
も
走
っ
た
こ
と
が

あ
る
の
で
す
が
失
敗
し
た
こ
と
も
あ

り
、バ
ト
ン
が
繋
が
ら
な
か
っ
た
と

き
は
本
当
に
落
ち
込
み
、心
が
折
れ

て
し
ま
い
ま
す
。次
元
が
違
う
の
は

当
然
で
す
が
、今
回
は
よ
り
身
近
に

感
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
は
日
常
を
変
え
て

し
ま
う
程
大
き
い
も
の
で
す
が
、

様
々
な
困
難
も
恐
れ
な
が
ら
も
乗
り

越
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、継
続

す
る
こ
と
が
乗
り
越
え
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
信
じ
て
日
々
過
ご
し
て
い

ま
す
。

（
18
期

　
小
町
谷

　
直
樹
）

長
寿
県
・
長
野
の
健
康
増
進
に
寄
与
し
よ
う
！
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埼玉県支部
支部便り

関東ブロックA

今
年
も
ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
遠
出
が
で
き
ず
、

幼
い
子
供
達
を
抱
え
る
我
が
家
に

と
っ
て
は
、ど
う
過
ご
そ
う
か
と
頭

を
悩
ま
せ
る
ひ
と
夏
と
な
り
ま
し
た
。

子
供
達
に
少
し
で
も
楽
し
い
夏
の
思

い
出
を
、と
い
う
思
い
か
ら
自
宅
遊

び
の
充
実
を
あ
れ
こ
れ
考
え
ま
し
た
。

一
つ
目
は
自
宅
で
の
プ
ー
ル
遊
び

で
す
。奮
発
し
て
大
き
い
ビ
ニ
ー
ル

プ
ー
ル
を
購
入
し
ま
し
た
。空
気
を

入
れ
る
の
も
、水
を
入
れ
る
の
も
、一

苦
労
で
し
た
が
、毎
日
の
よ
う
に
子

供
達
は
朝
ご
飯
を
食
べ
た
ら
、す
ぐ

に
水
着
に
着
替
え
、ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

か
ら
プ
ー
ル
に
飛
び
込
ん
で
い
ま
し

た
。水
中
メ
ガ
ネ
を
着
け
、

水
の
中
に
入
れ
た
ビ
ー
玉

を
誰
が
一
番
多
く
集
め
ら

れ
る
か
の
競
争
や
、庭
に

障
害
物
を
置
き
、障
害
物

レ
ー
ス
を
し
た
り
と
、

日
々
、自
分
た
ち
で
考
え

た
遊
び
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。休
憩
の
お
や
つ
を
、

水
に
つ
か
り
な
が
ら
の
食

べ
る
の
も
、と
て
も
気
に

入
っ
て
い
ま
し
た
。

二
つ
目
は
花
火
で
す
。

今
年
は
、ど
こ
も
行
け
な

か
っ
た
の
で
、こ
れ
ま
た

奮
発
し
て
大
量
の
花
火
を

買
い
ま
し
た
。昨
年
は
一

人
で
花
火
を
も
て
な
っ
か

た
5
歳
の
長
男
と
3
歳
の
長
女
で
す

が
、今
年
は
得
意
げ
に
花
火
を
持
ち
、

庭
を
駆
け
回
っ
て
い
ま
し
た
。1
歳

の
次
男
も
負
け
ま
い
と
危
な
っ
か
し

い
様
子
な
が
ら
、後
を
追
っ
て
い
ま

し
た
。地
面
に
置
い
て
の
花
火
は
予

想
以
上
の
音
と
噴
出
の
威
力
に
、始

め
は
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

き
れ
い
な
お
花
が
咲
い
た
ね
と
、見

と
れ
て
い
ま
し
た
。子
供
達
は
、次
は

こ
れ
や
っ
て
、こ
れ
や
っ
て
と
、と
て

も
楽
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

振
り
返
る
と
今
年
の
夏
は
、日
中

は
プ
ー
ル
に
夜
は
花
火
と
大
変
充
実

し
て
い
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

で
自
粛
続
き
の
毎
日
で
し
た
が
、思

い
の
ほ
か
、楽
し
い
夏
の
思
い
出
を

作
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
冬
は
、コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

が
落
ち
着
き
、冬
山
へ
ス
キ
ー
に
行

け
た
ら
い
い
ね
と
子
供
達
と
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

（
31
期

　
目
黒

　
真
）

押
忍
！！
埼
玉
県
支
部
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群馬県支部
支部便り

関東ブロックA

謹
啓会

員
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、こ
の
未
曾
有
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、様
々
な
困
難
に
立
ち
向
か
い
、

適
切
な
対
応
の
も
と
、ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
に
向
け
て
、粛
々
と
そ
し
て
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
邁
進
し
て
お
る
と
こ
ろ
と

存
じ
ま
す
。ま
た
、本
部
役
員
の
先
生

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、こ
の
コ
ロ

ナ
禍
に
て
尋
常
で
は
な
い
状
況
に
お

い
て
も
、各
支
部
の
運
営
に
格
別
の

ご
高
配
を
賜
り
、厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

同
窓
会
群
馬
県
支
部
の
支
部
長

（
会
長
）、15
期
の
高
橋
勉
で
ご
ざ
い

ま
す
。

さ
す
が
に
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
す
の

で
、こ
の
2
年
弱
、支
部
活
動
は
全
く

出
来
て
お
り
ま
せ
ん
…
が
、来
年
度

に
は
、ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
若
し
く
は
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
に
関
わ
ら
ず
、支
部
活

動
の
再
開
は
ど
う
に
か
実
現
を
し
て

行
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
…
の
で
、

そ
の
折
に
は
、会
員
先
生
方
に
笑
顔

を
お
届
け
で
き
ま
す
よ
う
な
ほ
ん
わ

か
す
る
話
題
が
提
供
で
き
れ
ば
、加

え
て
、そ
の
様
な
状
況
に
な
っ
て
い

れ
ば
い
い
な
ぁ
〜
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。で

は
、会
員
数
60
名
ほ
ど
の
当
支

部
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、同
窓
会
の

目
的
で
あ
り
ま
す「
本
会
は
、会
員
相

互
の
親
睦
、並
び
に
福
祉
の
増
進
を

図
る
と
と
も
に
、明
海
大
学
の
発
展

に
寄
与
し
、あ
わ
せ
て
歯
学
向
上
に

つ
と
め
る
こ
と
と
す
る
。」に
対
し
、

最
大
限
の
努
力
を
し
て
行
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、別
記
の
支
部
役

員
の
先
生
共
々
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

謹
白

（
15
期

　
支
部
長

　
高
橋

　
勉
）

会
　
長

高
橋

　
勉
（
15
期
）

副
会
長

落
合
正
芳（
18
期
）

専
務
理
事

吉
田
浩
輝（
21�

期
）

常
務
理
事

塩
田
幸
也（
15
期
）

堀
口
浩
一（
18
期
）

長
島
広
明（
23
期
）

監
　
事

田
口
章
太（�

1
期
）

山
川

　
剛
（�

4
期
）

高
橋

　
彰
（�

4
期
）

鶴
舞
う
形
の
群
馬
県
！
懇
意
な
総
領
群
馬
県
支
部
！！
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栃木県支部
支部便り

関東ブロックA

栃
木
県

一
般
社
団
法
人

宇
都
宮
市
歯
科
医
師
会

発
行季

刊
　
宇
歯
広
報

　
№
1
3
7

　

夏
号
2
0
2
1

　
6
/�

30
の
特
集

で
、持
回
り
企
画「
我
が
母
校
、わ
た

し
の
学
舎
」に
投
稿
し
ま
し
た
。

令
和
3
年
度

明
海
大
学
歯
学
部

栃
木
県
同
窓
会
総
会

令
和
3
年
12
月
18
日（
土
）明
治
安

田
生
命
大
通
り
ビ
ル
1
F
第
1
会
議

室
に
て
開
催
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
思
う
よ
う
な

活
動
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、令

和
2
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算

に
つ
い
て
の
監
査
報
告
、そ
し
て
令

和
3
年
度
各
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
が
全
出
席
会
員
の
賛
成
を
も
っ
て

可
決
さ
れ
た
。

永
年
に
わ
た
る
学
校
歯
科
保
健
事

業
功
労
者
と
し
て
元
栃
木
県
支
部
支

部
長
大
島
光
義
先
生（
2
期
）が
、学

校
歯
科
医
制
度
90
周
年
及
び
法
人
設

立
50
周
年
事
業
記
念
文
部
科
学
大
臣

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
6
期

　
広
報
モ
ニ
タ
ー

　
荒
井

　
文
孝
）

日
光
、
け
っ
こ
う
栃
木
県
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茨城県支部
支部便り

関東ブロックA

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
、2
年
間
支
部
と

し
て
の
活
動
は
な
く
、報
告
す
る
こ

と
が
な
い
の
で
、私
の
こ
れ
ま
で
の

卒
業
後
の
人
生
を
少
し
お
話
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。卒
業
し
て
最
初
に

上
野
歯
科
に
勤
務
し
ま
し
た
。サ
ッ

カ
ー
部
の
先
輩
の
導
き
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、4
年
間

有
意
義
に
過
ご
し
ま
し
た
。

水
戸
で
先
輩
の
医
院
で
1
年

間
お
手
伝
い
を
し
て
、結
婚

後
す
ぐ
地
元
大
子
町
で
開
業

し
ま
し
た
。子
供
は
娘
が
3

人
、皆
元
気
に
育
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

長
女
は
歯
科
医
師
で
、東
京
で
勤
務

医
を
し
な
が
ら
修
行
し
て
い
ま
す
。

次
女
は
歯
科
衛
生
士
で
今
は
東
京
で

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。今
年
め
で
た

く
い
い
相
手
が
出
来
て
結
婚
し
ま
し

た（
披
露
宴
は
コ
ロ
ナ
の
問
題
も
あ

り
2
0
2
2
年
5
月
に
…
）三
女
は

今
こ
の
便
り
を
書
い
て
い
る
時
点
で

大
学
6
年（
東
京
歯
科
大
）卒
業
に
む

け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。順
調
に
見

え
て
実
は
2
0
1
5
年
の
5
月
に
私

は
、体
調
を
崩
し（
脳
血
管
障
害
）3

週
間
の
入
院
生
活
に
陥
り
ま
し
た
。

幸
い
軽
か
っ
た
の
で
後
遺
症
も
ほ
と

ん
ど
な
く
、す
ぐ
に
復
帰
し
ま
し
た
。

自
分
に
甘
か
っ
た
の
で
す
ね
。そ
れ

か
ら
は
こ
れ
以
上
女
房
、子
供
た
ち

に
心
配
を
か
け
な
い
よ
う
に
日
々
精

進
し
て
い
ま
す
。実
家
は
温
泉
割
烹

旅
館
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、父
と
弟

を
亡
く
し
ま
し
た
が
、90
歳
の
母
が

女
将
と
し
て
元
気
で
ま
だ
ま
だ
現
役

で
す
。そ
れ
を
手
本
に
し
て
私
も
頑

張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。年
齢
的

に
も
大
子
歯
科
医
師
会
会
長
を
始
め
、

い
ろ
ん
な
役
職
が
回
っ
て
き
て
い
ま

す
。こ
の
町
も
人
口
減
少
が
激
し
く
、

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
?
で
も
そ

ん
な
心
配
を
し
て
い
て
も
き
り
が
な

い
の
で
、今
を
健
康
で
、楽
し
く
生
き

よ
う
と
前
向
き
に
考
え
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。ま
ず
は
、三
女
の
歯
科
医

師
国
家
試
験
合
格
と
孫
の
顔
を
見
る

こ
と
を
夢
に
描
い
て
、筆
を
置
か
せ

て
も
ら
い
ま
す
…
何
事
も
全
集
中
で

…
（
笑
）

（
10
期

　
鈴
木

　
正
美
）

歯
科
医
人
生
を
振
り
返
っ
て
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福島県支部
支部便り

東北ブロック

コ
ロ
ナ
禍
の
為
、福
島
県
支
部
の

集
ま
り
は
2
年
間
行
わ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。会
員
と
の
連
絡
も
、
F
A
X
、

メ
ー
ル
が
多
く
思
う
様
な
活
動
も
ま

ま
な
ら
な
い
状
況
で
す
。前
か
ら
若

い
先
生
の
参
加
が
無
い
と
こ
ろ
に
こ

の
状
況
が
拍
車
を
か
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

本
部
の
県
会
員
表
で
の
数
は
44
名

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、我
々
が
唯

一
の
確
認
調
査
を
で
き
る
歯
科
医
師

会
会
員
名
簿
を
調
べ
る
と
15
名
の
み

し
か
確
認
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
う
ち

4
名
は
同
窓
会
脱
会
を
表
明
し
、2

名
は
終
身
会
費
未
納
者
、1
名
は
歯

科
医
療
か
ら
離
れ
て
お
り
ま
す
。連

絡
は
つ
く
も
の
の
活
動
参
加
を
し
て

く
れ
な
い
会
員
が
多
く
、参
加
会
員

の
全
て
が
1
桁
卒
業
の
者
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

き
っ
か
け
は
東
日
本
大
震
災
時
の

原
発
事
故
の
為
避
難
、休
業
、廃
業
な

ど
で
支
部
活
動
が
止
ま
っ
て
か
ら
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。今
動
い
て
い

る
会
員
と
若
い
会
員
と
の
年
齢
差
が

大
き
く
な
か
な
か
話
が
し
づ
ら
い
の

と
新
規
開
業
で
は
無
く
ほ
と
ん
ど
が

勤
務
医
、ま
た
奥
羽
大
学
の
職
員
で

移
動
が
多
く
実
態
が
つ
か
め
な
い
の

が
本
部
の
県
会
員
表
と
実
態
と
の
差

と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

県
同
窓
会
の
会
費
の
徴
収
も
2
年

間
で
き
ず
総
会
が
で
き
る
状
況
に
な

り
し
だ
い
再
度
把
握
で
き
る
会
員
に

連
絡
を
取
り
こ
の
状
況
を
理
解
し
て

も
ら
い
再
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
記
事
は
本
来
、広
報
担
当
の

第
2
期
卒
業
生
の
博
多
俊
文
先
生
が

こ
う
ゆ
う
状
況
を
わ
か
っ
て
も
ら
い

県
の
会
員
に
よ
り
多
く
集
ま
っ
て
も

ら
お
う
と「
支
部
だ
よ
り
」に
出
そ
う

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
書

き
ま
し
た
。残
念
な
が
ら
博
多
俊
文

先
生
は
令
和
3
年
9
月
7
日
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。謹
ん
で
御
冥
福
を
お

祈
り
致
し
ま
す
。

（
3
期

　
支
部
長

　
五
十
嵐

　
章
）

74MUSD Alumni bulletin vol.42



山形県支部
支部便り

東北ブロック

皆
様

　
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
ど
の
よ

う
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
か
?
私
の
マ

イ
ブ
ー
ム
と
し
て
新
た
に
は
ま
っ
て

い
る
の
が
各
種
コ
ス
プ
レ
大
会
で

す
！！昨

今
　
米
国
の
大
手
通
販
サ
イ
ト

の
e
B
a
y
、セ
カ
イ
モ
ン
等
で
メ

イ
ド
イ
ン
パ
キ
ス
タ
ン
の
コ
ス
プ
レ

用
の
各
種
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
グ
レ
ン

ギ
ャ
リ
ー
ハ
ッ
ト
、模
造
刀
な
ど
が

驚
く
様
な
安
価
で
入
手
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。そ
ん
な
中
今
回
の

コ
ス
プ
レ
で
こ
だ
わ
っ
た
の
は
昔
か

ら
興
味
の
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
王
室
の

歴
代
王
子
の
儀
式
用
正
装
コ
ー
デ
ネ

イ
ト
。
P
C
で
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
サ
イ

ト
を
検
索
し
な
が
ら
全
体
の
イ
メ
ー

ジ
を
構
築
し
て
み
ま
し
た
！！

ほ
ん
の
思
い
つ
き
か
ら
始
め
た
コ

ス
プ
レ
は
完
全
に
自
己
陶
酔
の
世
界

で
あ
り
ま
す
が
自
分
に
と
っ
て
は

ロ
ン
グ
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
の
ス
ト
レ

ス
を
吹
き
飛
ば
す
い
い
起
爆
剤
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
世
界
も
当
面
し

ば
ら
く
は
続
く
と
の
予
報

　
年
甲
斐

も
な
く
恥
ず
か
し
な
が
ら
今
度
は
マ

カ
ロ
ニ
ウ
エ
ス
タ
ン
、中
世
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
貴
族
の
コ
ス
プ
レ
に
も
挑
戦

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
6
期

　
支
部
長

　
土
田

　
仁
志
）

私
の
コ・

・

・
ロ
ナ
禍
の
過
ご
し
方
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秋田県支部
支部便り

東北ブロック

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。秋
田
県
支
部

広
報
モ
ニ
タ
ー
を
務
め
て
お
り
ま
す

27
期
卒
の
長
橋
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
も
早
1
年
半

を
超
え
、日
々
の
診
療
や
ご
家
族
の

生
活
も
大
き
く
負
の
影
響
が
あ
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。こ
の
原
稿
を
書

い
て
い
る
時
点（
9
月
初
旬
）で
は
第

5
波
の
抑
え
込
み
は
な
か
な
か
成
功

で
き
ず
、よ
う
や
く
新
規

感
染
者
数
は
減
少
傾
向
に

あ
る
も
の
の
依
然
重
症
患

者
数
・
自
宅
待
機
患
者
数

と
も
に
高
止
ま
り
し
て
い

る
の
が
現
実
で
す
。秋
田

は
他
の
地
域
に
比
べ
る
と

感
染
者
数
は
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、そ
れ
で
も
活

動
は
大
き
く
制
限
さ
れ
、

同
窓
会
秋
田
県
支
部
で
も

行
事
が
中
止
・
延
期
に
追

い
込
ま
れ
ま
し
た
。根
田

支
部
会
長
以
下
各
会
長
も

活
動
準
備
を
怠
り
な
く
進

め
て
お
り
ま
し
た
。例
年

で
は
年
に
2
回
集
ま
り
、

会
員
同
士
の
親
睦
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。秋

田
に
は
き
り
た
ん
ぽ
鍋
を
は
じ

め
、地
元
の
食
材
を
使
っ
た
い
ろ
い

ろ
な
鍋
が
あ
り
ま
す
。今
回
は
石
焼

き
鍋
と
い
う
海
の
幸
を
用
い
た
鍋
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。男
鹿
市

を
中
心
に
作
ら
れ
て
い
る
鍋
料
理
の

一
種
で
、木
桶
の
中
に
水
と
男
鹿
半

島
で
と
れ
た
新
鮮
な
魚
介
類
と
野
菜

を
入
れ
、真
っ
赤
に
焼
け
た
石
を
放

り
込
ん
で
調
理
す
る
豪
快
な
料
理
で

す
。元
は
漁
師
料
理
で
、石
は
火
成
岩

を
使
用
し
て
い
ま
す
。水
が
一
気
に

沸
騰
す
る
こ
と
で
魚
介
の
身
は
引
き

締
ま
り
、う
ま
み
を
逃
さ
ず
調
理
さ

れ
、最
後
に
味
噌
を
加
え
、岩
の
り
を

入
れ
た
お
椀
に
と
っ
て
食
べ
ま
す
。

磯
の
香
り
が
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。

（
27
期

　
広
報
モ
ニ
タ
ー

　
長
橋

　
恒
次
）

み
ん
な
元
気
で
な
に
よ
り
で
す
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宮城県支部
支部便り

東北ブロック

第
36
期
の
加
茂
谷
拓
央
と
申
し
ま

す
。皆
様
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。今
回
、私
が
こ
の
ペ
ー
ジ

を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、北
海
道
出
身

な
が
ら
、仙
台
市
で
加
茂
谷
矯
正
歯

科
を
開
院
し
た
縁
で
あ
り
ま
す
。大

学
卒
業
後
は
東
北
大
学
顎
口
腔
矯
正

顎
分
野
で
博
士
号
取
得
の
後
、日
本

矯
正
歯
科
学
会
認
定
医
と
な
り
、そ

の
ま
ま
仙
台
市
に
永
住
の
構
え
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。仙
台
市
は
日
本

有
数
の
サ
ー
フ
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
年

中
サ
ー
フ
ィ
ン
を
楽
し
め
ま
す
。私

も
さ
っ
そ
く
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
を
購
入

し
海
へ
出
か
け
た
結
果
、大
学
病
院

在
籍
中
は
病
院
一
日
焼
け
し
て
お
り

ま
し
た
。冬
は
冷
た
い
海
に
入
る
の

が
嫌
な
の
で
、ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
担

い
で
蔵
王
、泉
ケ
岳
、遠
く
は
夏
油
高

原
ま
で
遠
征
致
し
ま
す
。東
北
の
豊

か
な
自
然
の
お
か
げ
で
、カ
ー
ビ
ン

グ
か
ら
パ
ウ
ダ
ー
ま
で
あ
ら
ゆ
る
環

境
の
変
化
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ
の
よ
う
に
、色
々
と
遊
べ
る
と

こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、友
人
が
訪
ね

て
こ
ら
れ
る
と
、観
光
に
困
る
の
も

仙
台
市
の
課
題
の
一
つ
で
す
。青
葉

城
が
少
し
で
も
残
っ
て
い
れ
ば
よ

か
っ
た
で
す
。七
夕
祭
り
は
花
火
以

外
ど
の
よ
う
に
楽
し
め
ば
よ
い
の
か
、

困
惑
し
ま
す
。ス
ズ
メ
踊
り
の
方
が

見
ご
た
え
あ
り
ま
す
。牛
タ
ン
に
関

す
る
イ
ベ
ン
ト
は
未
だ
見
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。ひ
ょ
う
た
ん
揚
げ
は

意
外
と
お
い
し
い
で
す
。街
が
コ
ン

パ
ク
ト
な
せ
い
か
、よ
く
渋
滞
し
ま

す
。仙
台
の
感
想
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。そ
れ
で
も
、可
も
な
く
不
可

も
な
く
、暮
ら
し
や
す
く
、他
の
県
に

移
動
し
や
す
い
街
で
す
。

と
こ
ろ
で
、私
の
医
院
は
2
0
2
1

年
7
月
に
開
院
致
し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
も

ま
れ
ま
し
た
が
、何
と
か
開
院
ま
で
乗

り
切
り
ま
し
た
。矯
正
専
門
の
病
院
な

の
で
、最
初
か
ら
患
者
さ
ん
が
来
る
わ

け
で
も
な
く
、時
間
に
余
裕
が
あ
り
す

ぎ
ま
す
。毎
日
、ス
タ
ッ
フ
と
勉
強
会

を
開
い
て
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。矯
正

治
療
は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
さ
れ

て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、矯
正
専
門

が
初
め
て
の
衛
生
士
は
毎
日
混
乱
し

な
が
ら
も
、少
し
ず
つ
努
力
し
て
お
り

ま
す
。当
た
り
前
に
会
話
で
き
る
よ
う

に
な
る
に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か

り
そ
う
で
す
が
、今
後
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
き
る
日
が
楽
し
み
で
す
。宮

城
県
支
部
会
は
ま
だ
開
催
さ
れ
ず
、出

席
も
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、今
後
と
も

ご
指
導
、ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。（

36
期

　
加
茂
谷

　
拓
央
）

杜
の
都

宮
城
県
支
部

加茂谷矯正歯科が入るビル

ポルシェデザイン
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岩手県支部
支部便り

東北ブロック

コ
ロ
ナ
以
来
、支
部
会
の
皆
さ
ん

と
お
会
い
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
も
岩
手
県
で
は
1
か
月

以
上
コ
ロ
ナ
感
染
０
が
続
い
て
い
る

事
と
、大
谷
翔
平
く
ん
が
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を

獲
得
す
る
の
で
は
？
と
い
う
明
る
い

ふ
た
つ
の
話
題
で
持
ち
切
り
で
す
。

こ
の
同
窓
会
誌
が
出
来
上
が
る
こ
ろ

に
は
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
日
本
中
歓
喜
し
て
い

て
ほ
し
い
で
す
。

さ
て
、今
回
は
数
名
の
先
生
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
近
況
報
告
を
お
伝
え
し

ま
す
。

1
期

　
多
田
耕
司
先
生

県
内
の
コ
ロ
ナ
感
染
も
０
が
続
い

て
お
り
、こ
の
ま
ま
終
息
し
て
く
れ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
年
10
月
8
日
で
74
歳
に
な
り
体

力
減
少
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

4
年
ほ
ど
前
に
脊
椎
管
狭
窄
症
の

手
術
を
行
い
ま
し
た
が
、さ
い
わ
い

歩
行
時
、運
動
時
に
は
痛
み
も
な
く

筋
力
低
下
予
防
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

週
、10
人
～
15
人
ほ
ど
治
療
し
、今

は
夏
の
鮎
つ
り
を
楽
し
み
に
こ
の
冬

を
な
ん
と
か
乗
り
越
え
よ
う
と
思
っ

て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

3
期

　
千
田
隆
一
先
生

こ
の
1
年
半
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

休
日
に
は
人
の
少
な
い
近
場
？
の
山

や
温
泉
に
出
掛
け
て
お
り
ま
し
た
。

栗
駒
山
、八
幡
平
、岩
手
山
周
辺
、岩

木
山
、八
甲
田
、山
あ
い
の
温
泉
・
秘

湯
な
ど
、心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

に
よ
く
効
き
ま
す
。山
の
後
の
ビ
ー

ル
が
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。蕎
麦
も
好

き
で
蕎
麦
打
ち
も
始
め
ま
し
た
が
、

な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。こ

れ
は
食
べ
に
行
っ
た
方
が
、ず
っ
と

美
味
い
。コ
ロ
ナ
終
息
後
は
知
ら
な

い
町
・
地
域
、知
ら
な
い
国
に
早
め

に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

５
期

　
阿
部
幸
一
先
生

東
日
本
大
震
災
か
ら
早
10
年
。同

窓
生
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
お
陰
様
で

元
気
に
続
投
し
て
お
り
ま
す
。休
日

は
復
興
途
中
の
沿
岸
各
地
を
訪
れ
て

は
車
を
置
き
、メ
タ
ボ
解
消
も
兼
ね

て
変
わ
り
ゆ
く
故
郷
を
楽
し
み
な
が

ら
歩
い
て
お
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
渦
で

あ
っ
て
も＂
見
方
を
変
え
れ
ば
景
色

も
変
わ
る
”　
日
々
感
謝

広
報
モ
ニ
タ
ー
の
私
が
最
近
読
ん

で
目
か
ら
鱗
と
い
い
ま
す
か
、感
銘

を
受
け
た
本
を
紹
介
し
ま
す
。

『
よ
け
い
な
ひ
と
言
を
好
か
れ
る

セ
リ
フ
に
変
え
る

　
働
く
人
の
た
め

の
言
い
か
え
図
鑑
』

た
と
え
ば
本
で
は
…
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
は
、打
ち
返
す

「
ラ
リ
ー
」で
は
な
く
、受
け
と
め
合

う「
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」。ま
た
、基
本

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
は
平
ら
な
と
こ
ろ

で
行
う
も
の
。し
か
し
、上
下
関
係
が

あ
れ
ば
、2
階
や
3
階
と
1
階
で
や

り
と
り
を
行
う
よ
う
な
も
の
で
す
。

そ
の
力
関
係
を
意
識
し
て
、と
り
や

す
い
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
配
慮
が
必
要

で
す
。

と
い
う
具
合
に
、場
面
ご
と
に
直

ぐ
に
活
か
せ
る
ア
ド
バ
イ
ス
満
載
で

す
。日

々
の
仕
事
に
役
立
て
よ
う
と
思

い
ま
す
。

支
部
の
会
員
数
は
増
え
て
い
ま
せ

ん
。会
員
の
皆
さ
ん
の
最
近
の
写
真

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
今
回
は
身
近
な

風
景
写
真
に
し
ま
し
た
。

（
11
期

　
及
川

　
美
香
子
）

も
し
か
し
た
ら
コ
ロ
ナ
に
強
い
か
も
？
岩
手
県

イナダ 北上川 岩手米 岩手山
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青森県支部
支部便り

東北ブロック

当
初
10
月
16
日（
土
）に
青
森
県
で

開
催
を
予
定
を
し
て
お
り
ま
し
た
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
し
た
が
、未
だ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
終
息

の
目
処
が
立
た
ず
、ま
た
、そ
れ
に
伴

い
、講
師
の
日
程
調
整
も
難
し
い
状

況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。つ
き
ま
し

て
は
、現
在
大
会
日
程
を
延
長
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
状
態
で
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
が
、昨
今
の
情
勢
を
鑑
み
、何

卒
ご
賢
察
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。今
後
も
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
開
催
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
く
所
存
で
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

開
催
も
視
野
に
は
入
れ
て
お
り
ま
す

が
、実
際
に
先
生
方
と
お
会
い
し
て

お
話
し
で
き
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て

お
り
ま
す
。

今
年
は
昨
年
に
引
き
続
き
青
森
ね

ぶ
た
ま
つ
り
、八
戸
三
社
大
祭
な
ど

軒
並
み
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
が
、同
窓
の
仲
間
と
し
て
出
会
い

を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
収
束
の
折
に
は
同
窓
の
先

生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ぜ
ひ
青
森

県
に
も
い
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
卒
後
青
森
県
内
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
先
生
で
同
窓
会
に
未
入
会
の

先
生
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
是
非
と
も

お
声
が
け
く
だ
さ
い
。会
員
一
同
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
30
期

　
広
報
モ
ニ
タ
ー

　
稲
村

　
𥙿𥙿
𥙿
𥙿

一
期
一
会

青
森
県
支
部

東北ブロック大会打合せ 左から4期今先生、10期谷地先生、6期柏崎先生、11期樋口先生
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北海道支部
支部便り

北海道ブロック

明
海
大
学
歯
学
部
同
窓
会
北
海
道

支
部
は
会
員
数
84
名
で
す
。

例
年
で
あ
れ
ば
支
部
の
活
動
と
し

て
、総
会
、社
保
講
習
会
、各
地
区
連

絡
協
議
会
、学
術
講
演
会
、忘
年
会
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、今
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、書
面
に
よ
る
総
会
の
開

催
以
外
の
活
動
は
で
き
て
お
り
ま
せ

ん
。総

会
に
併
せ
て
行
わ
れ
る
社
保
講

習
会
で
は
、北
海
道
歯
科
医
師
会
の

社
保
理
事
で
あ
る
田
西
副
支
部
長
か

ら
、記
録
に
残
せ
な
い
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
講
演
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
は
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、毎
年
夏
に
行
わ
れ
る
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
で
は
、各
地
区
連
絡
協

議
会
と
学
術
講
演
会
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

北
海
道
は
広
い
の
で
、道
庁
所
在

地
で
あ
る
札
幌
を
中
心
に
活
動
し
て

い
ま
す
。今
年
度
か
ら
、支
部
長
が
交

代
し
ま
し
た
。現
在
の
役
員
は
以
下

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
17
期

　
望
月

　
岳
志
）

明
海
大
学
歯
学
部
同
窓
会

北
海
道
支
部
役
員

・
支
部
長

　
　
高
田
富
博（
8
期
）

・
副
支
部
長

　
田
西

　
亨（
17
期
）

・
専
務
理
事

　
須
田
善
行（
20
期
）

・
総
務
部

　
　
岡
田
博
任（
9
期
）

・
総
務
部

　
　
溝
口
千
秋（
12
期
）

・
総
務
部

　
　
千
葉
麻
子（
17
期
）　

・
広
報
部

　
　
望
月
岳
志（
17
期
）

・
財
務
部

　
　
小
林
永
治（
32
期
）

・
学
術
部

　
　
中

　
慶
三（
14
期
）

・
地

　
域

　
　
沢
田
英
一

（
札
幌
）（
2
期
）

江
端

　
豊

（
北
見
）（
3
期
）

佐
藤
孝
正

（
函
館
）（
4
期
）

千
徳
敏
克

（
岩
見
沢
）（
4
期
）

三
戸
知
史

（
旭
川
）（
6
期
）

米
山
一
夫

（
留
萌
）（
11
期
）

高
橋
徹
次

（
釧
路
）（
12
期
）

・
監

　
事

　
　
宮
本
雄
一（
3
期
）

石
澤

　
賢（
5
期
）

・
顧

　
問

　
　
佐
藤
正
世（
1
期
）

藤
本
輝
雄（
2
期
）

市
村
昌
久（
8
期
）

江
口
昭
生（
6
期
）

北
野
和
博（
8
期
）

な
ま
ら
元
気
！
北
海
道
支
部

（写真は2019年度北海道ブロック大会のものです）
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役員紹介役員紹介

質問事項  ❶学生時代の所属クラブ  ❷趣味  ❸開業地 ( 勤務地 )  ❹ひとこと

第
93
回
定
例
代
議
員
会
に
於
い
て
、
第
16

期
本
会
会
長
に
中
村
睦
夫
会
長
（
2
期
）
が

再
任
さ
れ
、監
事
に
髙
田
和
雄
監
事
（
1
期
）、

髙
山
正
和
監
事（
2
期
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
中
村
会
長
か
ら
役
員
31
名
が
指
名
さ

れ
、令
和
3
年
4
月
よ
り
新
執
行
部
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

本
会
も
創
立
45
年
を
迎
え
、
5
年
後
に
は

創
立
50
年
を
迎
え
ま
す
。
現
在
、
本
会
は
10

年
ご
と
に
周
年
行
事
を
開
催
し
な
が
ら
着
実

に
発
展
し
て
い
ま
す
。
今
執
行
部
も
次
の
創

立
50
周
年
に
向
け
て
本
会
が
更
な
る
飛
躍
発

展
す
る
た
め
に
役
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
努

め
て
参
り
ま
す
。

特
に
冒
頭
の
会
長
挨
拶
に
も
あ
り
ま
す
様

に
5
つ
の
公
約
を
更
に
充
実
さ
せ
確
立
し
、

会
員
の
た
め
の
同
窓
会
、
母
校
発
展
の
た
め

の
同
窓
会
を
目
指
し
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

役
員
全
員
が
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
会
員
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

中
村
睦
夫

組織部
副会長

❶ サッカー部、ユースホステリングクラブ
❷ 趣味と呼べる領域まで達していない

ものばかりです。
❸ 埼玉県川越市
❹ 同窓会にかかわり 26 年。今期再度

副会長職を拝命いたしました。会員
のための開かれた同窓会をより一層
進めて行くお手伝いをしていきたい
と思います。遠慮のない建設的な意
見交換を期待します

2期 筋師　洋

財務部
副会長

❷ 旅行、園芸
❸ 熊本県八代市
❹ この度、副会長を拝命いたしました。

よろしくお願いいたします。明海同
窓会員は全国にわたってご活躍され
ております。同窓会本部といたしま
しては、各会員の橋渡しになり、より
一層親睦を深めていただくことを思
いつつ、頑張りたい所存です。

4期 水上　正太

同窓会長

❶ ラグビー部
❷ スポーツ観戦
❸ 岡山県玉野市日比 1 丁目 1-11
❹ 「持続可能な同窓会」「夢ある同窓会」
「永遠に輝き続ける母校」を目標に、
一心不乱に頑張って参ります。ご支
援ご協力のほどよろしくお願い致し
ます。

2期 中村　睦夫
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広報部
副会長

❶ ユースホステルリング
❷ 旅行
❸ 兵庫県加東市
❹ 松陰先生曰く
　　夢なき者に理想なし
　　　（中略）
　　故に夢なき者に成功なし
　　 何歳になっても夢を持ち続けたい

ものだ

2期 磯貝　知一

専務理事

❶ なし
❷ パソコン、カメラ
❸ 静岡県静岡市
❹ 今期より、専務理事を仰せつかりまし

た 32 期の若尾　樹と申します。これ
まで組織部・総務部の常務理事として
務めさせていただきましたが、本会の
発展・会員サービスの向上のために
今まで以上に励んでいく所存でござ
いますので、ご指導ご鞭撻のほど宜し
くお願い申し上げます。

32期 若尾　樹

広報部
常務理事

❶ サッカー部
❷ ゴルフ
❸ 岡山県岡山市
❹ 初心を忘れずに会務を遂行してまい

りたいと思っていますので、宜しく
お願い致します。

10期 杉山　重信

総務部
副会長

❶ フォークソングクラブ
❷ バンド演奏
❸ 東京都江戸川区
❹ この度、総務担当副会長を拝命いた

しました。甚だ微力ではございます
が、最善の努力を持って、新しい時代
に即応し、同窓会の発展のために尽
くしてまいる所存です。今後ともご
指導ご鞭撻の程、宜しくお願い致し
ます。

5期 古川　隆彦

福祉部
副会長

❶ 軟式テニス部
❷ 旅行、キャンプ
❸ 青森県むつ市
❹ 今期、再度副会長の重責を務めるこ

とになりました、福祉部担当ですが、
現在 6,000 名超えの同窓会員の福
祉共済規定の見直しが大きなテーマ
です。会員の皆様のご理解、ご協力を
宜しくお願い申し上げます。

1期 髙瀨　厚太郎

財務部
常務理事

❶ なし
❷ ゴルフ
❸ 埼玉県行田市
❹ この度、中村会長のもと、3 期目の

財務部常務理事を拝命いたしまし
た。微力ですが同窓会事業に責任を
持って邁進したいと思います。今後
ともよろしくお願いしますととも
に、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお
願い致します。

13期 古田　和也

学術部
副会長

❶ 陸上部
❷ 麻雀（かけ無し）、野球観戦（阪神ファ

ン）
❸ 大学勤務
❹ 母校のために頑張ります。

2期 藤内　祝

書記部
副会長

❶ 空手道部
❷ 読書（歴史）、ウォーキング、ゴルフ、

旅行（温泉、史跡、グルメ）
❸ 埼玉県東松山市
❹ コロナコロナの 2 年でした。

5期 松﨑　俊一

総務部
常務理事

❶ 卓球部、クリニカルリサーチ
❷ 読書、食べ歩き
❸ 北海道小樽市
❹ 若い世代の先生が同窓会に参加して

もらえるような雰囲気・仕組みづく
りを考えていきたいと思います。

8期 市村　昌久
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組織部
常務理事

❶ 硬式庭球部
❷ 散歩、旅行
❸ 東京都江戸川区
❹ 東京の東側で開業しております。諸

先輩方からのご指導ご鞭撻を仰ぎつ
つ、会員サービスの充実に努めたい
と思います。

27期 厚澤　賢洋

総務部
理事

❶ 硬式庭球部
❷ テニス、ゴルフ
❸ 徳島県徳島市
❹ 前期に続き今期も総務部として配属

させて頂きましたのでよろしくお願
い致します。四国ブロックからの唯
一の理事ですので、四国ブロックの
先生からのご意見も伺いながら、同
窓会全体がより良い方向に迎えるよ
うにお手伝いできたらと思います。

16期 田中　滋

広報部
理事

❶ 社交ダンスクラブ
❷ ゴルフ、旅行
❸ 兵庫県洲本市
❹ 今期も広報担当理事となりました。

同窓会や会員の情報を皆様にお伝え
できるよう頑張りますので、よろし
くお願いします。

10期 池田　亮

学術部
常務理事

❶ 空手道部
❷ ドライブ、キャンプ、釣り
❸ 千葉県君津市
❹ 今期学術担当をさせていただきま

す。コロナ禍でもネット等を活用し
て少しでも会員サービスができるよ
うに頑張りたいと思います。

29期 佐久間　宣行

総務部
理事

❶ 軽音楽クラブ
❷ キャラクター（スヌーピー）グッズ収集
❸ 岡山県総社市
❹ 本部同窓会に携わるようになって今

期で 3 期目です。今期も同窓会の発
展のために少しでもお役に立てれば
という思いで会務に励んでまいりま
す。

13期 清水　公雄

財務部
理事

❶ クリニカル・リサーチ部、オーケストラ部、
東洋医歯学研究会（現在はありません。）

❷ 散歩（健康を考えて）
❸ 埼玉県比企郡滑川町みなみ野
❹ 去年運転資金の借り入れをしてしま

いました。どうやって行こうかなと
考えていましたが、今年の 4 月から。
次女が歯科衛生士として医院で働き
出しました。もう少し頑張ってみよ
うかなと思えるようになりました。
よろしくお願いいたします。

10期 中浦　清人

書記部
常務理事

❶ なし
❷ サッカー観戦
❸ 岡山県久米郡
❹ 今期、広報部から書記部に配属が変

わりました。松崎副会長、柿沼理事、
市村理事のご指導を頂きながら会員
の先生方にわかりやすい議事録の作
成に努めてまいりますのでよろしく
お願い致します。

18期 小室　宏明

福祉部
常務理事

❶ 弓道部
❷ おやじバンド、ジム通い
❸ 大阪府大阪市
❹ 同窓会財務状況を考慮しつつ、会員

福祉に取り組んでいきたいと思いま
す。会員・会員家族の慶弔また激甚
化が気になる風水害の被害等の報告
もご協力をお願いいたします。

5期 中尾　幸一

総務部
理事

❶ サッカー部
❷ ドライブ、ツーリング
❸ 愛知県名古屋市内
❹ 今期より総務部理事を拝命いたしまし

た。多くの行事が Web 開催となり、
今後どの様に会員の輪を広げていけ
るかなどを考えて参りたいと思ってお
ります。ご意見ご助言を頂きながら微
力ですが務めて参りたいと考えてい
ます。よろしくお願い申し上げます。

16期 松尾　学
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広報部
部員

❶ 硬式テニス部
❷ 読書、音楽観賞、スポーツ観戦
❹ この度、広報部に参加させて頂くこ

とになりました。久しく診療から離
れておりますが、同窓会と、母校の発
展のために微力ながらお役に立てれ
ばと思います。どうぞ宜しくお願い
致します。

15期 大友　有子

学術部
理事

❶ 卓球部
❷ ジョギング
❸ 明海大学歯学部
❹ 微力ではございますが、よろしくお

願い致します。

15期 岡本　和彦

組織部
理事

❶ スキー部、児童文化研究会
❷ ゴルフ、テニス、ボーリング
❸ 千葉県四街道市
❹ 今期より組織部理事を拝命しまし

た。同窓会の発展に少しでも手助け
になれるよう頑張ります。よろしく
お願いいたします。

14期 櫻井　真人

広報部
理事

❶ バドミントン部
❷ バスケットボール
❸ 兵庫県洲本市
❹ 広報担当させて頂いております納で

す。今期から初めてなので至らぬ点
多々あると思いますが何卒宜しくお
願いいたします。

12期 納　千富

書記部
理事

❶ 囲碁部
❷ 写真、旅行
❸ 埼玉県久喜市（旧 鷲宮町）
❹ 開業以来、母校同窓会の大切さを強

く感じるようになり、多くの同窓の
先生方に、本会へ一層心を寄せてい
ただけるよう努力したいと思いま
す。また、会長の崇高な理念を具現化
すべく更に頑張ります。

12期 市村　光

組織部
理事

❶ オーケストラ
❷ 読書、映画鑑賞
❸ 富山県富山市
❹ 大学同窓会の果たす役割はとても大

きいです。そして、次世代への継承も
大切なテーマです。

8期 上田　均

広報部
理事

❶ アーチェリー部
❷ バレエ鑑賞、カラオケ
❸ 埼玉県桶川市　リリィデンタルクリ

ニック
❹ この度、明海大学歯学部同総会の広

報部理事に着任いたしします西本直
子と申します。至らない点も多々あ
るかと思いますが、宜しくお願い申
し上げます。

10期 西本　直子

書記部
理事

❶ クリニカルリサーチ部、無線研究会
❷ 映画鑑賞
❸ 埼玉県
❹ 書記部理事として、小室常務理事の

下で厳正な議事録の作成に努めてま
いります。どうぞよろしくお願いい
たします。

7期 柿沼　亨

学術部
理事

❶ スキー部
❷ 歯のこと、セミナー、旅行、お酒
❸ 千葉県
❹ 今期学術担当をさせていただいてお

ります若林です。スケジュールの都
合やコロナ禍でなかなか対面でお会
いできていませんが、会員の皆様の
お役に立てるように頑張りますので
何卒よろしくお願いいたします。

32期 若林　孝宏
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機構改革
理事

❶ 硬式テニス部
❷ グルメ探訪とお酒
❸ 岡山県備前市日生町
❹ 同窓会発展のため全力で頑張ります

のでよろしくお願いいたします。

8期 南　哲之介

顧問弁護士

❷ 読書
❸ 東京都中央区八重洲二丁目 7 番 2 号
❹ 平成 28 年から当会の顧問弁護士を

務めています弁護士の横山敏秀です。
理事会や代議員会など当会の様々な
会議に陪席させていただいています
が、いつも先生方が熱心に議論され
ますので、私も毎回参加することが楽
しみの一つとなっています。

  横山　敏秀

福祉部
理事

❶ 少林寺拳法
❷ テニス、スキー、サックス、映画大好

き！
❸ 福岡県福岡市
❹ コロナ禍で福祉部理事を拝命しまし

たが、右も左も分からず、学生時代同
様、5 期の友人達に助けられながら
頑張っています。仕事も人生も楽し
いので、もうしばらく頑張ろうかと
思っています！

5期 深江　正彦

監事

❶ クリニカルリサーチ
❷ 旅行
❸ 埼玉県坂戸市
❹ この度監事になりました髙山でござ

います。監事は２期目となりますが、
髙田先生と共に会員の為の同窓会と
なる様監事の務めをしっかりと果た
したいと思っています。どうぞ宜し
くお願い致します。

2期 髙山　正和

福祉部
理事

❶ 空手部
❷ 油絵、映画鑑賞、旅行（コロナでどこ

にも行けないのが苦痛）、時々ゴルフ
❸ 熊本県熊本市
❹ 福祉部理事を拝命いたしました。中

尾常務を補佐し、皆様の福祉にお役
の立てるように微力ながら会務に
取り組んでまいりますのでご指導ご
鞭撻の程よろしくお願い申し上げま
す。

5期 田中　弥興

監事

❷ 旅行、山歩き
❸ 東京都板橋区
❹ 会員の立場に立って、同窓会の運営

管理が合理的そして効率的に執行さ
れているかを監査し、決算書、関係書
類、帳簿、預金証書について適正であ
るかを監視し、同窓会の財政の健全
性を注視します。どうぞよろしくお
願いします。

1期 髙田　和雄

理事会（令和3年4月4日）

役員会web会議（令和3年9月3日）

役員会webで（令和3年12月12日）
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同窓会ニュース

会長　中村 睦夫  （2 期）
　2021年3月15日（月）坂戸キャンパス体育館にて、明海大学歯学部同窓会会長賞を卒業生（80名）の
中から在学中、学生生活を通じて貢献のあった5名の方へ、表彰状と記念品を贈呈いたしました。

学位記授与式において、同窓会会長賞の授与
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同窓会ニュース

会長　中村 睦夫  （2 期）
　2021年4月5日（月）、坂戸キャンパス体育館において、2021年度歯学部・大学院歯学研究科入学式が
挙行されました。
　本年度入学者は、学部新入生120人、学部二年次編入生2人、大学院歯学研究科10人が入学されました。
　今年度は新型コロナウイルス感染防止策を講じた上でキャンパスごとに分けて実施しました。
　新入生のみなさん入学おめでとうございます。
　皆さんが充実した6年間の学生生活を送り、りっぱな歯科医師になれる様、心より祈っています。

入学式

87 MUSD Alumni bulletin vol.42

829222　同窓会誌P86-91_同窓会ニュース.indd   87829222　同窓会誌P86-91_同窓会ニュース.indd   87 2022/02/08   14:112022/02/08   14:11



同窓会ニュース

専務理事　若尾 樹  （32 期）
　2021年4月5日（月）12：30～13：00 3階大講義室にて、ホワイトコートセレモニーが、5年生（99名）
を対象に執り行われました。こちらは学生さんが臨床実習を行うにあたり、医療人を目指す学生である
という事を再認識する重要な式典であり、登院式・白衣授与式とも言われています。なお、白衣は本会
から寄贈させていただきました。

ホワイトコートセレモニーが行われました
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同窓会ニュース

総務部 常務理事　市村 昌久  （8 期）
　令和3年度の新規事業として、本部・支部とのWebを用いた懇談会を6月13日～９月5日まで２ブロッ
クずつ５回に渡って開催しました。
　日程は以下の通りです。

　　① ６月13日 関東ブロックA・北陸ブロック
　　② ７月11日 北海道ブロック・九州ブロック
　　③ ８月１日 東北ブロック・東海ブロック
　　④ ８月１日 関東ブロックB・中国ブロック
　　⑤ ９月５日 近畿ブロック・四国ブロック

　本部からは、会長・担当副会長・専務・総務部常務理事ほか
　支部からは、支部長（代理可）
　１時間～１時間30分ぐらいで、48支部中31支部の出席をいただき、少人数での開催でしたので、皆さ
んが発言する機会があり、和やかな雰囲気の中で活発な意見交換ができました。

　本部からの報告として、
　　１．ホームページリニューアルの件
　　２．学術講演会を刷新して、ホームページやYouTubeで見られるようにした。
　　３．ホワイトコートセレモニーについて
　　４．会則改定について
　　５．IT対策委員会を立ち上げた件
　　６．その他

　以上の報告があり、質疑応答をし、各支部よりの協議事項について懇談しました。
　一番多いご意見は、代議員会もWebで行ってほしいというものでした。
　次に多かったのは、若い先生たちが同窓会支部活動に参加してもらえないという意見が多く、何か良
い方法はないかということでした。

　Web代議員会の開催は、現在YouTubeでの配信を行っていますが、現時点ではまだWeb環境が
整っていない支部があることや代議員会の人数が多いため、スムーズな運営が現状では困難なため、よ
りよい方法について検討して参ります。
　また、若い先生に参加してもらっている支部もあり、特に岡山県支部は学生の時から父兄を含めて毎
年懇談会のようなものを開催することにより、シームレスな状況を維持し、卒業後の進路状況がわかる
仕組みの構築に取り組んでいることを、第94回の代議員会の席において岡山県支部の小室先生よりご
報告いただきました。
　また、大学側と相談して、在校生に同窓会や歯科
医師会などの仕組みなどを説明する機会を設けて
いただけるようアプローチしていく方向で検討して
います。
　各支部長先生には、貴重なお時間をいただいたこ
とに感謝するとともに、ご意見を参考に今後の同窓
会運営をしてまいりますので、何かお気づきの点が
ございましたら同窓会本部まで連絡していただけれ
ば幸いです。

本部と支部とのWeb懇談会について
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同窓会ニュース

広報部部員　大友 有子  （15 期）
　WEB講演の第４回は、明海大学保険医療学部金子潤教授より「歯科ホワイトニングの基礎知識と臨
床ポイント」というテーマで講演をして頂き、2021年10月9日（土）浦安キャンパス・保険医療学部長室
にて収録を行いました。
　今までの講演
　　第１回  「治療用義歯から学んだこと」岡本和彦教授
　　第２回  「COVID-19 と歯科治療について」竹下玲教授
　　第３回  「ドーナッツ経済学を意識した歯科医療」渡部茂教授
　すべてホームページに公開していますのでご覧ください。

学術部You Tube配信報告
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同窓会ニュース

総務部 常務理事　市村 昌久  （8 期）
　2021年12月18日（土）16:30～ 歯学部同窓会と浦安キャンパス同窓会との第4回合同協議会がAP東京八
重洲において、歯学部同窓会からは中村会長、藤内副会長、水上副会長、古川副会長、若尾専務理事、市村
常務理事、横山顧問弁護士が、浦安キャンパス同窓会からは北原会長、野津副会長、平松副会長、小畑担
当理事が出席して開催された。
　各同窓会から近況報告があり、浦安キャンパス同窓会は学生に対して夢プロジェクト事業（ハニープロ
ジェクト）やクラブ活動支援をしているとのこと、歯学部同窓会は例年「けやき祭」に支援金を拠出し協力を
するとともに、アルムナイラウンジ（同窓会室）において卒業アルバムの展示などしていたが、本年度はコロナ
禍ということもあり「けやき祭」が大講義室での開催となったため、ビンゴゲーム大会での賞品として同窓会
長賞を出すにとどまった。また、5年生の時に開催されるホワイトコートセレモニー（白衣授与式）で白衣の寄
贈など学生の皆様に同窓会活動を知っていただく活動をしているが、今後も学生との更なる関係性の強化の
必要性を報告する。
　両同窓会の連携強化の一環として、保健医療学部口腔保健学科のホワイトコートセレモニーの白衣を寄
贈する共同事業について確認し、ホームページのお互いの活用法についても確認した。
　両同窓会の各支部において繋がりを持てるように、歯学部同窓会は市村常務理事、浦安キャンパス同窓会
は小畑担当理事が両同窓会各支部の連携事業を担当することとなり、モデル地区を作って進めることになっ
た。また、大学が浦安キャンパスの各学部を対象に行っている地区懇談会に歯学部も参加が出来ないか、そ
して、その地区懇談会に同窓会も参加できないか大学側に確認してみることとなった。
　明海大学創立50周年について記念式典・祝賀会は中止になったが、記念誌は発刊された。両同窓会として
母校の50周年に対し何らかのお祝いはすべきであり、何を寄贈するか大学側と協議することを確認した。
　本会同窓会誌第4１号に掲載している両同窓会長の対談の中で「両同窓会が連携し“ALL明海”で母校が
永遠に輝ける大学であり続けるよう協力していくこと、そこに大きな意義がある」と語り合っている。もし、歯
学部が浦安キャンパスに移転されれば、再来年には保健医療学部口腔保健学科の一期生が卒業され同窓会
も創立される。そうなれば、歯学部同窓会と浦安キャンパス同窓会が一体となって母校を応援でき、その結
果、母校は未来を見据えた素晴らしい大学として発展していくことは間違いないなどと話し合った。
　最後に、歯学部同窓会・浦安キャンパス同窓会合同協議会の回を重ねていき、両同窓会と母校の発展を目
的として活動していくことを確認した。

第4回合同協議会について
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ら
れ
た
。翌
日
行
わ
れ

る
卒
業
式
で
新
入
会
員
へ
支
部

入
会
へ
の
連
絡
方
法
を
徹
底
す

る
よ
う
申
し
上
げ
る
予
定
で
あ

る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
。支
部
と

本
部
が
連
携
を
密
に
し
、協
力
し

合
い
、対
応
し
て
い
き
た
い
と
述

べ
ら
れ
た
。同
窓
会
の
会
務
運
営

も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
役
員
一
同

が
支
障
の
な
い
よ
う
に
活
動
に

努
め
て
い
る
こ
と
を
話
さ
れ
た
。

　
次
に
、本
部
よ
り
各
部
会
務
報

告
と
水
上
委
員
長
よ
り
基
金
管

理
委
員
会
報
告
が
あ
り
、厚
澤
副

委
員
長
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
委
員
会
の
報
告
が

あ
っ
た
。古
川
専
務
理
事
よ
り
そ

の
他
と
し
て
今
年
度
の
卒
業
式

で
の
同
窓
会
長
賞
を
5
名
の
卒

業
生
に
授
与
す
る
こ
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。会
長
挨
拶
・
各
部
会

務
報
告
・
基
金
管
理
委
員
会
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

委
員
会
・
そ
の
他
に
つ
い
て
の

質
疑
応
答
が
あ
っ
た
。

　
議
題
に
移
り
、「
第
1
号
議
案

／
令
和
3
年
度
事
業
計
画
案
の

承
認
を
求
め
る
件
」「
第
2
号
議

案
／
令
和
3
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
予
算
案
に
つ
い
て
の
承

認
を
求
め
る
件
」「
第
3
号
議
案

／
特
別
会
員
の
承
認
を
求
め
る

件
」に
つ
い
て
執
行
部
よ
り
提
案

理
由
が
述
べ
ら
れ
、議
案
が
承
認

さ
れ
た
。「
第
4
号
議
案
／
選
挙

管
理
委
員
の
選
出
」選
挙
管
理
委

員
5
名
と
予
備
選
挙
委
員
5
名
、

計
10
名
の
選
出
に
つ
い
て
議
長

に
一
任
さ
れ
た
。

　
こ
こ
で
、議
事
進
行
が
澤
副
議

書
記
部
担
当
常
務
理
事
　
小
室
　
宏
明
（
18
期
）

第93回

明
海
大
学
歯
学
部
同
窓
会

定
例
代
議
員
会
報
告
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長
に
代
わ
り
、協
議
題
の「
代
議

員
会
で
の
W
e
b
活
用
」に
つ

い
て
は
代
議
員
及
び
執
行
部
を

含
め
る
と
約
1
0
0
名
で
の
会

議
に
な
る
の
で
W
e
b
で
行
う

の
は
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
の
で
次

期
執
行
部
で
よ
く
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
、と
若
尾
常
務
理
事

か
ら
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　「
訃
報
連
絡
等
の
メ
ー
ル
で
の

送
信
」に
つ
い
て
は
、メ
ー
ル
と

フ
ァ
ッ
ク
ス
の
2
本
立
て
で
対

応
し
て
い
き
た
い
と
中
尾
常
務

理
事
か
ら
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
再
度
、理
事
進
行
を
難

波
議
長
に
交
代
し
、第
16
期
明
海

大
学
歯
学
部
同
窓
会
会
長
選
挙

に
移
り
、和
田
選
挙
管
理
委
員
長

よ
り
会
長
立
候
補
者
は
中
村
睦

夫
先
生
1
名
だ
っ
た
た
め
、今
回

は
全
代
議
員
に
事
前
に
書
面
に

て
承
認
・
否
認
の
通
知
を
郵
送

し
て
い
た
だ
き
、そ
の
結
果
承
認

56
票
、否
認
2
票
、白
票
2
票
で

第
16
期
明
海
大
学
歯
学
部
同
窓

会
会
長
は
中
村
睦
夫
先
生
が
選

出
さ
れ
た
。

　
次
期
会
長
に
選
出
さ
れ
た
中

村
先
生
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
支
援

の
感
謝
が
述
べ
ら
れ
、次
期
3
年

間
の
決
意
を
表
明
さ
れ
、今
後
も

ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き

た
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

　
続
い
て
、明
海
大
学
歯
学
部
同

窓
会
監
事
選
挙
が
行
わ
れ
、立
候

補
者
が
髙
田
和
雄
先
生
と
髙
山

正
和
先
生
2
名
の
立
候
補
で
、立

候
補
者
が
定
数
で
あ
っ
た
為
お

二
人
が
当
選
と
な
り
、当
選
の
弁

が
述
べ
ら
れ
た
。

　
藤
内
副
会
長
の
閉
会
宣
言
で

代
議
員
会
は
終
了
し
た
。
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令
和
三
年
十
月
十
日（
日
曜

日
）12
時
30
分
よ
り
A
P
東
京

八
重
洲
7
回
P
+
Q
+
R
室
に

て
第
94
回
定
例
代
議
員
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。今
回
は
新
執
行
部

と
し
て
初
め
て
の
代
議
員
会
の

た
め
議
長
も
副
議
長
も
決
ま
っ

て
い
な
い
の
で
、若
尾
専
務
よ
り

説
明
が
あ
り
暫
定
議
長
に
神
奈

川
県
支
部
の
難
波
隆
夫
先
生
、暫

定
副
議
長
に
東
京
都
支
部
の
澤

正
宏
先
生
に
正
式
に
議
長
、副
議

長
が
決
ま
る
ま
で
議
事
進
行
を

お
願
い
し
ま
し
た
。来
賓
と
し
て

参
加
の
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
同
窓

会
会
長
の
北
原
淳
様
に
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
中

で
、北
原
会
長
は
浦
安
キ
ャ
ン
パ

ス
の
第
1
期
生
で
1
9
8
8
年

に
日
本
語
学
部
に
入
学
そ
の
後

大
学
職
員
と
し
て
3
年
間
勤
務

さ
れ
今
は
同
期
の
人
と
い
わ
ゆ

る
イ
ベ
ン
ト
だ
と
か
地
域
創
生

又
は
企
業
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
イ
ン

グ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
企
画

会
社
を
経
営
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
中
村
会
長
を
は
じ
め
執
行
部

の
皆
さ
ん
と
話
し
合
っ
て
オ
ー

ル
明
海
と
い
う
視
点
で
同
窓
会

を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。次
に
来
賓
と
し
て
出
席
依
頼

を
し
た
安
井
学
長
、関
口
参
議
院

議
員
、両
名
と
も
欠
席
で
し
た
が

関
口
参
議
院
議
員
よ
り
ご
あ
い

さ
つ
の
電
報
が
届
い
て
い
た
の

で
澤
暫
定
副
議
長
が
代
読
さ
れ

ま
し
た
。次
に
事
務
局
よ
り
報
告

が
あ
り
代
議
員
数
60
名
、会
場
で

の
代
議
員
と
予
備
代
議
員
25
名
、

書
面
参
加
35
名
と
全
員
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
と
の
報
告
が
あ
り

続
い
て
水
上
副
会
長
の
開
会
宣

言
に
よ
り
代
議
員
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。第
1
号
議
案
：
議
長
、

副
議
長
の
選
出
に
つ
い
て
の
説

明
を
若
尾
専
務
理
事
よ
り
説
明

が
あ
り
承
認
さ
れ
正
式
に
難
波

議
長
と
澤
副
議
長
が
き
ま
り
ま

し
た
。物
故
会
員
の
報
告
が
あ
り

黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　
続
い
て
中
村
会
長
の
挨
拶
、ま

ず
代
議
員
の
先
生
方
に
日
ご
ろ

の
感
謝
が
述
べ
ら
れ
大
雨
や
地

震
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
皆
様

に
お
見
舞
い
の
み
言
葉
を
の
べ

ら
れ
ま
し
た
。以
下
中
村
会
長
の

み
言
葉
よ
り
、
1
9
7
6
年
に

本
会
が
創
立
さ
れ
初
代
会
長
と

し
て
1
期
卒
の
田
中
一
雄
先
生

が
7
期
21
年
間
、2
代
会
長
と
し

て
4
期
卒
の
熊
倉
学
先
生
が
6

期
18
年
間
と
長
期
に
わ
た
り
本

会
を
引
っ
張
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。両
先
生
に
は
新
設
歯
科
大
学

同
窓
会
の
歴
史
を
作
っ
て
い
く

使
命
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

の
社
会
情
勢
も
加
わ
り
、大
変
ご

苦
労
を
さ
れ
た
と
お
察
し
ま
す
。

本
会
は
こ
れ
ま
で
に
10
周
年
、20

周
年
、30
周
年
40
周
年
と
記
念
事

業
を
開
催
し
な
が
ら
着
実
に
発

展
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
な
が

ら
、本
会
の
過
去
の
歴
史
の
中
で

反
省
す
べ
き
点
も
ご
ざ
い
ま
し

た
。そ
れ
は
会
費
に
対
す
る
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
面
に
よ
る
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
欠
如
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。こ
の
こ
と
は
現
在
、創
立
46

年
目
を
迎
え
、代
議
員
の
皆
様
や

広
報
部
担
当
常
務
理
事
　
杉
山
　
重
信
（
10
期
）

第94回

明
海
大
学
歯
学
部
同
窓
会

定
例
代
議
員
会
報
告
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執
行
部
の
皆
さ
ま
の
並
々
な
ら

ぬ
ご
尽
力
に
よ
っ
て
し
っ
か
り

対
応
が
で
き
て
い
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。次
の
創
立
50
周
年
向

け
、さ
ら
に
発
展
す
べ
く
新
し
い

歴
史
作
り
を
し
な
が
ら
、活
動
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。と
あ
り

ま
し
た
。

　
次
に
新
役
員
の
紹
介
を
若
尾

専
務
理
事
よ
り
行
わ
れ
各
部
の

報
告
が
あ
り
、基
金
管
理
委
員
会

の
水
上
委
員
長
よ
り
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　
2
号
議
案
の
令
和
2
年
度
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
承
認

を
も
と
め
る
件
の
説
明
を
古
田

和
也
財
務
部
常
務
理
事
か
ら
今

年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受

け
て
執
行
率
が
50
%
と
低
い
執

行
率
と
な
り
ま
し
た
。し
た
が
っ

て
2
0
0
0
万
を
切
る
決
算
と

な
り
ま
し
た
。と
い
う
風
な
説

明
が
あ
り
監
事
の
高
田
先
生
と

高
山
先
生
の
監
査
報
告
の
後
採

決
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。続
い
て

第
3
号
議
案
：
令
和
2
年
度
の

基
金
資
産
・
決
算
の
承
認
を
求

め
る
件
を
基
金
管
理
委
員
長
の

水
上
先
生
が
説
明
さ
れ
監
査
報

告
の
後
、全
員
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。続
い
て
第
4
号
議
案
、

会
則
改
定
を
求
め
る
件
　
第
、5

号
議
案
、名
誉
会
員
の
承
認
を
求

め
る
件
、と
可
決
し
て
議
題
は
終

了
し
ま
し
た
。続
い
て
副
議
長
の

澤
先
生
に
交
代
さ
れ
協
議
題
に

移
り
ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
協
議
さ
れ
る
中
、若
い
先
生
の

同
窓
会
離
れ
の
問
題
で
他
支
部

の
参
考
に
な
れ
ば
と
、岡
山
県
支

部
の
小
室
常
務
理
事
よ
り
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。福
島
県
支
部
の

五
十
嵐
章
代
議
員
の
話
に
、た
だ

小
さ
い
支
部
は
そ
う
い
う
風
に

い
か
な
い
と
い
う
ご
意
見
が
あ

り
、ご
も
っ
と
も
だ
と
思
い
ま
し

た
。ブ
ロ
ッ
ク
の
再
編
だ
っ
た
り

支
部
の
統
合
だ
っ
た
り
こ
れ
か

ら
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
問
題
だ
と
切
実
に
思
い
ま
し

た
。代
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
活
発

な
意
見
が
あ
り
時
間
が
押
し
て

い
る
中
、古
川
先
生
の
閉
会
の
辞

で
代
議
員
会
が
終
了
し
ま
し
た
。
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埼玉県支部
栄田　喜一先生

静岡県支部
若尾　剛先生

広島県支部
青地　達朗先生

茨城県支部
佐藤　徹先生

山口県支部
河本　孝史先生

東京都支部
田中　入先生

埼玉県支部
松村　浩基先生（予備代議員）

京都府支部
今井　昇先生（予備代議員）

千葉県支部
林　康夫先生

長野県支部
小山　卓蔵先生

青森県支部
柏崎　秀一先生

左）同窓会本部　副会長
水上　正太先生

右）福島県支部
五十嵐　章先生
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愛知県支部
山中　武男先生

埼玉県支部
黒米　健治先生（予備代議員）

岡山県支部
松本　浩一先生

埼玉県支部
根本　武雄先生

栃木県支部
荒井　文孝先生（予備代議員）

東京都支部
澤　正宏先生

千葉県支部
竹川　文弘先生

大阪府支部
左）栗橋　豊先生　　右）深野　栄一先生

神奈川県支部
左）難波　隆夫先生　　右）森脇　敏則先生

奈良県支部
綿谷　尚起先生

滋賀県支部
木村　和弥先生

神奈川県支部
森脇　敏則先生
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
4

波
が
押
し
寄
せ
る
4
月
、昨
年
度
か
ら
引
き

続
き
１
～
4
年
生
に
つ
い
て
は
実
習
と
試

験
以
外
は
分
散
登
校
、5
・
6
年
生
は
全
て

対
面
授
業
形
式
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。医

療
人
を
育
成
す
る
本
学
は
、学
生
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
も
積
極
的
に
実
施
し
、よ
り
安
心

し
て
学
修
で
き
る
環
境
の
整
備
に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。教
職
員
、学
生
が

一
丸
と
な
っ
て
感
染
防
止
対
策
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、大
学
生
活
は
以
前
の
活
気
を

徐
々
に
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

◆
姉
妹
校
・
メ
キ
シ
コ
州
立
自
治

大
学
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
の

開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
昨
年
度
か
ら
対
面
で
の
相
互
交

流
が
行
え
な
い
状
況
の
中
、10
月
27
日
早

朝
、本
学
及
び
朝
日
大
学
の
歯
学
部
生
及

び
国
際
交
流
委
員
の
教
職
員
ら
が
姉
妹

校
・
メ
キ
シ
コ
州
立
自
治
大
学（
以
下
、

U
A
E
M
）と
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
い
ま
し
た
。

U
A
E
M
歯
学
部
長
に
新
た
に
就
任
さ

れ
たD

ra.Leticia
R
obles

B
erm

eo

か
ら
は
本
学
創
立
50
周
年
記
念
へ
の
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
後
、学
生
同
士
が
互
い
に

自
己
紹
介
を
行
い
、カ
メ
ラ
の
向
こ
う
の

U
A
E
M
の
学
生
ら
と
14
時
間
の
時
差
を

超
え
た
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。学
生
た
ち

か
ら
は「
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
選
ば
れ
て
う

れ
し
い
」「
日
本
が
大
好
き
」「
早
く
皆
さ
ん

と
会
い
た
い
」等
の
声
が
聞
か
れ
、一
日
も

早
い
相
互
交
流
の「
再
開
」と
実
際
の「
再

会
」を
約
束
し
ま
し
た
。

学事課だより

2
0
2
1
年
度
の
歯
学
部
生
の
様
子
に
つ
い
て

98MUSD Alumni bulletin vol.41

829222　同窓会誌P98-99_学事課�より.indd   98829222　同窓会誌P98-99_学事課�より.indd   98 2022/02/03   16:202022/02/03   16:20



本部同窓会より同窓会長賞が送られました。

◆
第
51
回
け
や
き
祭
を
開
催
！

（
2
0
2
1
年
11
月
6
日
）

例
年
10
月
初
旬
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

学
園
祭
の
準
備
期
間
の
確
保
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
等
を
踏

ま
え
て
一
時
延
期
し
、11
月
6
日
に
対
面
に

て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
け
や
き
祭
は
、感
染
防
止
の
観

点
か
ら
、通
常
2
日
間
行
わ
れ
て
い
る
も
の

を
1
日
に
短
縮
、参
加
者
は
学
内
関
係
者
に

限
定
し
、学
生
間
の
交
流
を
目
的
と
し
て
行

い
ま
し
た
。

参
加
者
は
2
1
6
名
と
な
り
、ま
だ
大

学
生
活
に
慣
れ
て
い
な
い
1
、2
年
生
を
主

な
対
象
と
し
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
収
束
後
の
課
外
活
動
再
開
を
見
据
え

て
、部
活
動
・
同
好
会
紹
介
や
大
学
周
辺
の

食
事
処
の
紹
介
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま

た
、最
後
に
は
ビ
ン
ゴ
大
会
が
開
催
さ
れ
、

学
年
の
交
流
を
図
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。同
窓
会
本
部
よ
り
会
長
賞
と
し
て

i
P
a
d
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

例
年
よ
り
小
規
模
に
は
な
り
ま
し
た
が
、

2
0
1
9
、2
0
2
0
年
と
2
過
年
度
開
催

中
止
と
な
っ
た
状
況
を
考
え
る
と
、実
行
委

員
長
の
宮
澤
真
由
さ
ん（
4
年
生
）を
中
心

に
、実
行
委
員
全
員
が
力
を
合
わ
せ
て
け
や

き
祭
実
現
に
向
け
て
頑
張
っ
て
く
れ
た
成

果
を
充
分
に
感
じ
ら
れ
る
大
変
感
慨
深
い

1
日
と
な
り
ま
し
た
。
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日 曜日 行　　　事 場　　　所 出　席　者

R3年
1月

9 土 緊急三役会 WEB 会議

16 土 緊急会議（代議員議長、選挙管理委員長と） WEB 会議 中村会長、水上副会長、古川専務理事

18 月 第6回ホームページリニューアル委員会 WEB 会議
中村会長、筋師副会長、古川専務理事
厚澤・若尾・杉山常務理事
清水・市村（昌）・池田・佐久間理事

19 火 第5回学術部会 WEB 会議 中村会長、藤内副会長、古川専務理事
高島・若尾常務理事、佐久間・岡本理事

24 日

第104回三役会 WEB 会議

第461回常務理事会 WEB 会議

第37回全国歯科大学同窓会・校友会学術担当連絡会
準備会 WEB 会議 岡本理事

28 木 明海大学歯学部生涯研修部運営委員会 WEB 会議 中村会長、藤内副会長、古川専務理事

31 日 会誌第41号広報部会（編集委員会） 後楽ホテル（岡山県） 中村会長、杉山常務理事、清水・小室理事

2月
7 日

第105回三役会 WEB 会議

第462回理事会 WEB 会議

16 火 第6回学術部会 WEB 会議 中村会長、藤内副会長、古川専務理事
高島・若尾常務理事、佐久間・岡本理事

17 水 宮田理事長と懇談 赤坂 K タワー会議室 中村会長、藤内副会長

22 月 CEとの会議 WEB 会議 中村会長、藤内副会長、古川専務理事
若尾常務理事

23 火 代議員会事前打ち合わせ WEB 会議 中村会長、水上副会長、古川専務理事
若尾常務理事

26 金 同窓会誌41号発刊

3月
1 月 第7回ホームページリニューアル委員会 WEB 会議

中村会長、筋師副会長、古川専務理事
厚澤・若尾・杉山・高島常務理事
清水・市村（昌）・池田・佐久間理事

6 土 第106回臨時三役会 WEB 会議

13 土
第107回三役会 AP 東京八重洲（WEB 併用）

第463回常務理事会 AP 東京八重洲（WEB 併用）

14 日 第93回定例代議員会 AP 東京八重洲
（書面議決 併用）

15 月 明海大学学位記授与式 坂戸キャンパス 中村会長

29 月 第8回ホームページリニューアル委員会 WEB 会議
中村会長、筋師副会長、古川専務理事
厚澤・若尾・杉山常務理事
清水・市村（昌）・池田・佐久間理事

4月 4 日 第464回理事会 AP 東京八重洲（WEB 併用）

5 月
入学式 坂戸キャンパス 中村会長

ホワイトコートセレモニー 坂戸キャンパス 中村会長、若尾専務理事

20 火 ホームページリニューアル

21 水 第1回学術部会 WEB 会議 中村会長、藤内副会長、若尾専務理事
佐久間常務理事、岡本・若林理事

27 火 第1回IT対策委員会 WEB 会議 中村会長、古川副会長、若尾専務理事
市村（昌）・佐久間常務理事

5月 8 土 明海大学浦安キャンパス同窓会と歯学部同窓会
令和3年度第1回合同協議会 WEB 会議 中村会長、藤内・水上・古川副会長

若尾専務理事

10 月 第1回HP運営・IT対策委員会 合同委員会 WEB 会議 中村会長、筋師・古川副会長、若尾専務理事
市村（昌）・杉山・厚澤・佐久間常務理事

15 土 浦安キャンパス同窓会代議員会 WEB 会議 中村会長、藤内副会長、若尾専務理事

24 月 2021年度
第1回明海大学歯学部生涯研修部運営委員会 WEB 会議 佐久間常務理事

31 月 会誌第42号広報部会（打合せ） WEB 会議 杉山常務理事、池田・西本・納理事

6月 5 土 第68回全国歯科大学同窓会・校友会懇話会 愛知県歯科医師会館
（ハイブリット開催） 中村会長（WEB 参加）

活動報告
令和3年1月～令和3年12月

100MUSD Alumni bulletin vol.42



日 曜日 行　　　事 場　　　所 出　席　者

6月
10 木

2021年度第1回明海大学・朝日大学歯科医師生涯研修
合同運営委員会 WEB開催 中村会長

第1回会則改定委員会 WEB開催 中村会長、水上副会長、若尾専務理事
中尾・市村（昌）常務理事、南理事

12 土

学術YouTube撮影（渡部　茂　教授） 明海大学浦安キャンパス 中村会長、藤内・古川副会長、若尾専務理事

第108回三役会 AP東京八重洲（WEB併用）

第465回常務理事会 AP東京八重洲（WEB併用）

13 日
監査会（下半期） 明海大学坂戸キャンパス

明海大学歯学部同窓会第1回本部と支部のWEB懇談会
（関東A・北陸ブロック） WEB開催 中村会長、古川副会長、若尾専務理事

市村（昌）常務理事

19 土 顧問弁護士　横山敏秀先生の結婚式に参列 椿山荘東京 中村会長

7月 1 木 西川一男税理士と打合せ 坂戸キャンパス 若尾専務理事、古田常務理事

10 土 明海大学浦安キャンパス同窓会と歯学部同窓会
令和3年度第2回合同協議会 AP東京八重洲 中村会長、藤内・古川副会長、若尾専務理事

11 日

第109回三役会 AP東京八重洲（WEB併用）

第466回常務理事会 AP東京八重洲（WEB併用）

明海大学歯学部同窓会第2回本部と支部のWEB懇談会
（北海道・九州ブロック） AP東京八重洲（WEB併用） 中村会長、古川副会長、若尾専務理事

市村常務理事

26 月 2021年度第4回明海大学・朝日大学歯学部生涯研修部
ミーティング WEB会議 中村会長

31 土 会則改訂小委員会 岡山シティホテル（会議室） 中村会長、古川副会長、若尾専務理事

8月
1 日

明海大学歯学部同窓会第3回本部と支部のWEB懇談会
（東北・東海ブロック） 岡山シティホテル（会議室） 中村会長、水上・古川副会長、若尾専務理事

市村・杉山常務理事、清水理事

明海大学歯学部同窓会第4回本部と支部のWEB懇談会
（関東B・中国ブロック） 岡山シティホテル（会議室） 中村会長、水上・古川副会長、若尾専務理事

市村・杉山常務理事、清水理事

7 土 沖縄県歯科医師会会長取材 沖縄県歯科医師会館 池田理事

21 土 第2回会則改定委員会 WEB会議 中村会長、水上・古川副会長、若尾専務理事

25 水 第2回HP運営・IT対策委員会 合同委員会 WEB会議 中村会長、筋師・古川副会長、若尾専務理事

28 土 第37回全国歯科大学同窓会・校友会学術担当連絡会 WEB会議 佐久間常務理事

30 月 2021年度第2回明海大学歯学部生涯研修部運営委員会 WEB会議 佐久間常務理事

9月 4 土 明海大学浦安キャンパス同窓会と歯学部同窓会
令和3年度第3回合同協議会 AP東京八重洲 中村会長、水上・藤内・古川副会長

若尾専務理事

5 日

第110回三役会 AP東京八重洲（WEB併用）

第467回理事会 AP東京八重洲（WEB併用）

明海大学歯学部同窓会第5回本部と支部のWEB懇談会
（近畿・四国ブロック） AP東京八重洲（WEB併用） 中村会長、磯貝・古川副会長、若尾専務理事

市村常務理事

7 火 第2回学術部会 WEB会議 中村会長、藤内副会長、若尾専務理事
佐久間常務理事、岡本理事

9 木 2021年度第2回明海大学・朝日大学歯科医師
生涯研修合同運営委員会 WEB会議 中村会長

10月 3 日 第111回臨時三役会 WEB会議

9 土

学術YouTube撮影（講師:金子　潤教授） 浦安キャンパス 中村会長、藤内・古川副会長、若尾専務理事

第112回三役会 AP東京八重洲（WEB併用）

第468回常務理事会 AP東京八重洲（WEB併用）

10 日 第94回定例代議員会 AP東京八重洲
（書面議決併用）

25 月 2021年度第7回明海大学・朝日大学歯学部生涯研修部
ミーティング WEB会議 岡本理事

11月 6 土 中国ブロック大会 ホテルグランヴィア岡山 中村会長、藤内副会長

27 土 千葉県支部忘年会 京成ホテルミラマーレ 中村会長、若尾専務理事

28 日 12校会議 WEB会議 中村会長、水上・古川副会長、若尾専務理事

12月 6 月 第3回HP運営・IT対策委員会 合同委員会 WEB会議 中村会長、筋師・古川副会長、若尾専務理事

11 土 第113回三役会 WEB会議

12 日 第469回理事会 WEB会議

18 土 明海大学浦安キャンパス同窓会と歯学部同窓会
令和3年度第4回合同協議会 AP東京八重洲 中村会長、水上・藤内・古川副会長

若尾専務理事

19 日 監査会（上半期） 明海大学坂戸キャンパス
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www.meikai-dent-alumni.jp/
同窓会よりお願い

●会員の皆様個人のメールアドレスを
　本部同窓会事務局までお知らせ下さい。
　細やかな情報発信のために下記の要領で同窓会
事務局にメールアドレスをお知らせ下さい。

●ご連絡方法
 下記アドレスにメールでご連絡くださるか、または、
下のファックスシートに必要事項をご記載のうえ、送
信してくださるようお願いいたします。

●お住まいや勤務先に変更があった場合は
　必ず本部同窓会事務局にお届けください。
　近年、卒後研修後の住所が不明の会員の先生が
多く居られます。研修後に勤務先を変わられた先生
方、住所が変更になった先生方、新しい住所が決まり
次第同窓会事務局にご連絡ください。

会員ページにはパスワードが必要です。はがきにてお知
らせしていますが、ご不明な方は同窓会事務局にお問い
合わせください。

同窓会ホームページ

変更届け
氏

　名

自
宅
住
所

診療所・勤務先名称

通信欄

コピーしてお使いください 記入／令和　　　　年　　　　月　　　　日

いずれかを○で囲んでください

市外局番から

－ － － －

事務局
使用欄

自宅開業　他所開業　開業医勤務　病院勤務　大学　研究機関　その他（　　　　　　　　　　）

〒□□□-□□□□

ふりがな

送信先 FAX.049－287－3174 ［ 同窓会事務局 ］

［ 同窓会事務局 ］
〒350－0283　埼玉県坂戸市けやき台1－1
T E L.049－285－7034　FAX.049－287－3174
E-mail : meikaidaisidousou@gmail.com

E-mail

T E L FAX

変更届け　宛先E-mail
meikaidaisidousou@gmail.com

旧　姓

（　　　　　）

所属支部名 卒　期

第　　　　期

＃787398　明海大歯学部同窓会様　会誌　第37号

　本会では会員サービスの向上、並びに大学との連携強化を図るた
め、正会員が明海大学・朝日大学歯学部生涯研修セミナーを受講し
た際に、お一人あたり 4,000 円の補助金をお出ししております。対
象となるセミナーはクリニカルスキルアップセミナーです。

　同窓会誌と一緒に同封させていただきました、申請用紙を事務局
に FAX していただくだけで申請ができます。

　補助金の申請期限は令和 4 年 2 月 28 日（月）までとなっており
ますが、この度申請期限を令和 4年 3月 18日（金）まで延長する
ことに致しました。

　まだ申請がお済みでない先生がいらっしゃいましたら是非申請書
の提出をお願いいたします。

同窓会
こんな制度もやっています！

こんなお部屋もあります

（^_^）

会員の先生方に
お使いいただける

アルムナイラウンジです！
ぜひご活用下さい♪
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www.meikai-dent-alumni.jp/
同窓会よりお願い

●会員の皆様個人のメールアドレスを
　本部同窓会事務局までお知らせ下さい。
　細やかな情報発信のために下記の要領で同窓会
事務局にメールアドレスをお知らせ下さい。

●ご連絡方法
 下記アドレスにメールでご連絡くださるか、または、
下のファックスシートに必要事項をご記載のうえ、送
信してくださるようお願いいたします。

●お住まいや勤務先に変更があった場合は
　必ず本部同窓会事務局にお届けください。
　近年、卒後研修後の住所が不明の会員の先生が
多く居られます。研修後に勤務先を変わられた先生
方、住所が変更になった先生方、新しい住所が決まり
次第同窓会事務局にご連絡ください。

会員ページにはパスワードが必要です。はがきにてお知
らせしていますが、ご不明な方は同窓会事務局にお問い
合わせください。

同窓会ホームページ

変更届け
氏

　名

自
宅
住
所

診療所・勤務先名称

通信欄

コピーしてお使いください 記入／令和　　　　年　　　　月　　　　日

いずれかを○で囲んでください

市外局番から

－ － － －

事務局
使用欄

自宅開業　他所開業　開業医勤務　病院勤務　大学　研究機関　その他（　　　　　　　　　　）

〒□□□-□□□□

ふりがな

送信先 FAX.049－287－3174 ［ 同窓会事務局 ］

［ 同窓会事務局 ］
〒350－0283　埼玉県坂戸市けやき台1－1
TEL.049－285－7034　FAX.049－287－3174
E-mail : meikaidaisidousou@gmail.com

E-mail

T E L FAX

変更届け　宛先E-mail
meikaidaisidousou@gmail.com

旧　姓

（　　　　　）

所属支部名 卒　期

第　　　　期

＃787398　明海大歯学部同窓会様　会誌　第37号
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編集後記

　全国
の
支
部
長
の
先
生
方
、広
報
モ
ニ
タ
ー
の
先
生

方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、同
窓
会
誌
42

号
が
発
刊
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　同窓
会
誌
に
支
部
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
る
の

は
、ま
だ
支
部
に
入
会
さ
れ
て
い
な
い
若
い
先
生
方
に

支
部
の
様
子
や
連
絡
先
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
で
も

あ
り
ま
す
。ま
た
、他
支
部
の
先
生
方
の
活
動
の
様
子

を
知
っ
て
い
た
だ
く
情
報
交
換
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
誌
の
充
実
の
た
め
に
も
、今
後
と

も
何
卒
ご
協
力
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
明
海
大
学
歯
学
部
同
窓
会
広
報
部

　
杉
山

　
重
信
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